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ご 挨 拶 

  

  

第 68回近畿学校保健学会 
学会長 髙田 恵美子 

（畿央大学 教育学部） 
 

第 68 回近畿学校保健学会を畿央大学において 6 月 19 日に Web 開催をさせていただくにあた

り，皆様にご挨拶とご案内を申し上げます。 
さて，このご挨拶の原稿を書かせていただいている 2021 年 4 月は，新型コロナウイルス感染

症の第 4 波襲来により，3 回目の緊急事態宣言が発令されたところです。従来株に比べ感染性が

増しているといわれている変異株が主流になりつつあり，医療体制が逼迫する中，ご尽力いただ

いている医療従事者等の皆様に心より感謝申し上げます。 
また，学校においては，「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル

～『学校の新しい生活様式』～」や ICTの積極的な活用による子供たちの「学びの保障」などを

もとに，子供たちの命と健康を守り，教育を受ける権利を保障していく取り組みが進められてい

ます。 
さらに，2020 年から延期となった「東京オリンピック・パラリンピック 2020」の聖火リレー

も始まりました。本学西側道路も聖火ランナーの走行経路で，新型コロナウイルス感染拡大防止

に留意しながら実施されましたが，公道でのリレーを中止し，それに代わる方法で人々の思いを

つなげた自治体の様子も報道されています。この聖火リレー同様に第 68回大会は，近畿学校保健

学会で初めてとなるWeb開催を行い，第 1回大会からの歩みを止めずに学校保健に関する研究を

つなげていきたいと思い準備をしてまいりました。 
第 68 回大会のテーマは「地域と連携した学校保健活動の推進」です。「新しい時代の地方創生

の実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後の推進方策について」（答申）では，「学

校が子どもたちの豊かな学びと成長の場としての役割のみならず，地域コミュニティーの拠点と

しての役割も担っていかなければならない」と述べられています。そして，感染症はもとより，

子供たちの現代的な健康課題を解決するためには地域保健との連携・協働が不可欠です。 
教育講演では，長年，地域保健に携わってこられた根津智子先生より「学校保健と地域保健の

連携」についてご講演いただきます。特別講演では，小須賀基通先生より「ムコ多糖症とは～症

状と治療について～」と題し，希少疾患であるムコ多糖症の支援に向けてご講演をいただきます。

シンポジウムでは，本大会のテーマについて，学校医，学校長，養護教諭，栄養教諭の先生方よ

りご発表いただきます。また，一般演題発表ではコロナ禍で研究が難しい中，18演題の申込みを

いただきました。Web開催ではありますが，積極的な討議がなされることを祈念しています。参

加申込みは現在も受け付けておりますが，6 月 4 日（金）以降の申込みについては，講演集の送

付はできません。PDFでの配信となります。ご了承ください。 
畿央大学には「やさしさをチカラに変える」というキャッチコピーがあります。第 68回大会が

皆様一人ひとりのやさしさを子供たちの健康と安全を支援する「チカラ」に変える機会になるよ

う実行委員一同努めてまいります。 
最後に，本学会を開催するにあたり，ご後援いただきました奈良県教育委員会，香芝市教育委

員会，広陵町教育委員会，奈良県医師会，奈良県歯科医師会，奈良県薬剤師会，奈良県学校保健

会，奈良県学校給食会をはじめとする諸団体の皆様に厚く御礼を申し上げます。 
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第 32 回    昭和 60 年（1985）   奈良     中牟田正幸 （奈良教育大学） 
第 33 回    昭和 61 年（1986）     滋賀     林   正 （滋賀大学）  
第 34 回    昭和 62 年（1987）  和歌山    松岡 勇二 （和歌山大学） 
第 35 回    昭和 63 年（1988）   京都     金井 秀子 （京都教育大学） 
第 36 回    平成元年 （1989）   兵庫     住野 公昭 （神戸大学） 
第 37 回    平成 2 年 （1990）   大阪     大山 良徳 （大阪大学） 
第 38 回    平成 3 年 （1991）   奈良     河瀬 雅夫 （天理大学） 
第 39 回    平成 4 年 （1992）   滋賀     林   正 （滋賀大学） 
第 40 回    平成 5 年 （1993）  和歌山    猪尾 和弘 （和歌山大学） 
第 41 回    平成 6 年 （1994）   京都     八木  保 （京都大学） 
第 42 回    平成 7 年 （1995）   兵庫     勝野 眞吾 （兵庫教育大学） 
第 43 回    平成 8 年 （1996）   大阪     一色  玄 （大阪市立大学） 
第 44 回    平成 9 年 （1997）   奈良     山本 公弘 （奈良女子大学） 
第 45 回    平成 10 年（1998）   滋賀     大矢 紀昭 （滋賀医科大学） 
第 46 回    平成 11 年（1999）  和歌山    宮下 和久 （和歌山県立医科大学） 
第 47 回    平成 12 年（2000）   京都     寺田 光世 （京都教育大学） 
第 48 回    平成 13 年（2001）   兵庫     三野  耕 （兵庫教育大学） 
第 49 回    平成 14 年（2002）   大阪     堀内 康生 （大阪教育大学） 
第 50 回    平成 15 年（2003）   奈良     北村 陽英 （奈良教育大学） 
第 51 回    平成 16 年（2004）   滋賀     大矢 紀昭 （滋賀大学） 
第 52 回    平成 17 年（2005）  和歌山    宮西 照夫 （和歌山大学） 
第 53 回    平成 18 年（2006）   京都     津田 謹輔 （京都大学） 
第 54 回    平成 19 年（2007）   兵庫     石川 哲也 （神戸大学） 
第 55 回    平成 20 年（2008）   大阪     白石 龍生 （大阪教育大学） 
第 56 回    平成 21 年（2009）   奈良     辻井 啓之 （奈良教育大学） 
第 57 回    平成 22 年（2010）   滋賀     中川 雅生 （滋賀医科大学） 
第 58 回    平成 23 年（2011）  和歌山    森岡 郁晴 （和歌山県立医科大学） 
第 59 回    平成 24 年（2012）   京都     井上 文夫 （京都教育大学）  
第 60 回    平成 25 年（2013）   兵庫     鬼頭 英明 （兵庫教育大学） 
第 61 回    平成 26 年（2014）   大阪     平田 まり （関西福祉科学大学） 
第 62 回    平成 27 年（2015）   奈良     高橋 裕子 （奈良女子大学） 
第 63 回    平成 28 年（2016）   滋賀     高野 知行 （滋賀医科大学） 
第 64 回    平成 29 年（2017）  和歌山    内海みよ子 （和歌山県立医科大学） 
第 65 回    平成 30 年（2018）   京都     小谷 裕実 （京都教育大学） 
第 66 回    令和元年（2019）    兵庫     大平 曜子 （兵庫大学） 
第 67 回    令和 2 年（2020）    大阪     楠本久美子 （四天王寺大学） 

近畿学校保健学会   開催地・学会長 
                     

 
回数      年次（西暦）   開催地     学会長 

 
第 1 回    昭和 29 年（1954）   大阪     伊東 祐一 （大阪学芸大学） 
第 2 回    昭和 30 年（1955）   奈良     伊東 祐一 （奈良県立医科大学） 
第 3 回    昭和 31 年（1956）   滋賀     伊良子光義 （滋賀県教育委員会） 
第 4 回    昭和 32 年（1957）  和歌山    吉武 弥三 （和歌山県立医科大学） 
第 5 回    昭和 33 年（1958）   京都     川畑 愛義 （京都大学） 
第 6 回    昭和 34 年（1959）   兵庫     竹村  一 （神戸大学） 
第 7 回    昭和 35 年（1960）   大阪     富士 貞吉 （大阪学芸大学） 
第 8 回    昭和 36 年（1961）   奈良     岩田 正俊 （奈良学芸大学） 
第 9 回    昭和 37 年（1962）   滋賀     伊良子光義 （滋賀県教育委員会） 

第 10 回    昭和 38 年（1963）  和歌山    小出 陽三 （和歌山県教育委員会） 
第 11 回    昭和 39 年（1964）   京都     川畑 愛義 （京都大学） 
第 12 回    昭和 40 年（1965）   兵庫     佐守 信男 （神戸大学） 
第 13 回    昭和 41 年（1966）     大阪     伊東 祐一 （大阪学芸大学） 
第 14 回    昭和 42 年（1967）     奈良     永井豊太郎 （天理大学） 
第 15 回    昭和 43 年（1968）   滋賀     大西 輝彦 （滋賀県教育委員会） 
第 16 回    昭和 44 年（1969）  和歌山    白川  充 （和歌山県立医科大学） 
第 17 回    昭和 45 年（1970）   京都     米田 幸雄 （京都教育大学） 
第 18 回    昭和 46 年（1971）   兵庫     佐守 信男 （神戸大学） 
第 19 回    昭和 47 年（1972）   大阪     上林 久雄 （大阪教育大学） 
第 20 回    昭和 48 年（1973）   奈良     橘  重美 （天理大学） 
第 21 回    昭和 49 年（1974）   滋賀     山田  一 （滋賀大学） 
第 22 回    昭和 50 年（1975）  和歌山    武田眞太郎 （和歌山県立医科大学） 
第 23 回    昭和 51 年（1976）   京都     山岡 誠一 （京都教育大学） 
第 24 回    昭和 52 年（1977）   兵庫     美崎 教正 （神戸大学） 
第 25 回    昭和 53 年（1978）   大阪     安藤  格 （大阪教育大学） 
第 26 回    昭和 54 年（1979）   奈良     出口 庄祐 （奈良女子大学） 
第 27 回    昭和 55 年（1980）   滋賀     宮田 栄子 （滋賀大学） 
第 28 回    昭和 56 年（1981）  和歌山    武田眞太郎 （和歌山県立医科大学） 
第 29 回    昭和 57 年（1982）   京都     北村 李軒 （京都大学）  
第 30 回    昭和 58 年（1983）   兵庫     山城 正之 （神戸大学） 
第 31 回    昭和 59 年（1984）   大阪     後藤 英二 （大阪教育大学） 
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第 1 回    昭和 29 年（1954）   大阪     伊東 祐一 （大阪学芸大学） 
第 2 回    昭和 30 年（1955）   奈良     伊東 祐一 （奈良県立医科大学） 
第 3 回    昭和 31 年（1956）   滋賀     伊良子光義 （滋賀県教育委員会） 
第 4 回    昭和 32 年（1957）  和歌山    吉武 弥三 （和歌山県立医科大学） 
第 5 回    昭和 33 年（1958）   京都     川畑 愛義 （京都大学） 
第 6 回    昭和 34 年（1959）   兵庫     竹村  一 （神戸大学） 
第 7 回    昭和 35 年（1960）   大阪     富士 貞吉 （大阪学芸大学） 
第 8 回    昭和 36 年（1961）   奈良     岩田 正俊 （奈良学芸大学） 
第 9 回    昭和 37 年（1962）   滋賀     伊良子光義 （滋賀県教育委員会） 

第 10 回    昭和 38 年（1963）  和歌山    小出 陽三 （和歌山県教育委員会） 
第 11 回    昭和 39 年（1964）   京都     川畑 愛義 （京都大学） 
第 12 回    昭和 40 年（1965）   兵庫     佐守 信男 （神戸大学） 
第 13 回    昭和 41 年（1966）     大阪     伊東 祐一 （大阪学芸大学） 
第 14 回    昭和 42 年（1967）     奈良     永井豊太郎 （天理大学） 
第 15 回    昭和 43 年（1968）   滋賀     大西 輝彦 （滋賀県教育委員会） 
第 16 回    昭和 44 年（1969）  和歌山    白川  充 （和歌山県立医科大学） 
第 17 回    昭和 45 年（1970）   京都     米田 幸雄 （京都教育大学） 
第 18 回    昭和 46 年（1971）   兵庫     佐守 信男 （神戸大学） 
第 19 回    昭和 47 年（1972）   大阪     上林 久雄 （大阪教育大学） 
第 20 回    昭和 48 年（1973）   奈良     橘  重美 （天理大学） 
第 21 回    昭和 49 年（1974）   滋賀     山田  一 （滋賀大学） 
第 22 回    昭和 50 年（1975）  和歌山    武田眞太郎 （和歌山県立医科大学） 
第 23 回    昭和 51 年（1976）   京都     山岡 誠一 （京都教育大学） 
第 24 回    昭和 52 年（1977）   兵庫     美崎 教正 （神戸大学） 
第 25 回    昭和 53 年（1978）   大阪     安藤  格 （大阪教育大学） 
第 26 回    昭和 54 年（1979）   奈良     出口 庄祐 （奈良女子大学） 
第 27 回    昭和 55 年（1980）   滋賀     宮田 栄子 （滋賀大学） 
第 28 回    昭和 56 年（1981）  和歌山    武田眞太郎 （和歌山県立医科大学） 
第 29 回    昭和 57 年（1982）   京都     北村 李軒 （京都大学）  
第 30 回    昭和 58 年（1983）   兵庫     山城 正之 （神戸大学） 
第 31 回    昭和 59 年（1984）   大阪     後藤 英二 （大阪教育大学） 
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第第6688 回回近近畿畿学学校校保保健健学学会会参参加加ママニニュュアアルル  

 

◆ 参加にあたって 

① 事前にご自身がお持ちの端末に対応した ZZoooomm ののアアププリリををイインンスストトーールルし，最新版バージョンに

アップデートしておいてください。ダウンロード先【https://zoom.us/download】 

② Zoomの使い方については，Zoomホームページや「聴講者向けZoomマニュアル」などを参考に確

認してください。【http://www.ses-online.jp/zoom_manual_4_audiences.pdf】 

③ 本学会における講演・発表時の録画・録音・スクリーンショット等の記録は禁止とします。 

ただし，オンライン学会におけるトラブル対応を考慮し，大会事務局で録画しますので予めご了

承ください。 

 

◆ 一般演題発表者リハーサル 

① 一般演題発表者を対象に，アプリの接続等に関するリハーサルを 6 月 12 日（土）10:00～12:00

に行います。 

② 一般演題発表者には，リハーサル用URLを後日メールでお送りしますのでご参加ください。 

③ リハーサルがご不要な方は事務局にご連絡をお願いします。 

 

◆ 当日の参加方法 

① 本学会は会場ごと（A～C会場）にそれぞれURLがあります。参加申込者には6月 11日（金）に

Zoom の「招待 URL」をメールでお送りする予定です。また，講演集は 6 月 14 日（月）に発送す

る予定です。講演集にも会場のURLを掲載しています。 

② 当日は，プログラムより参加する会場のURL を確認し，メール配信された「招待URL」をタップ

するか，ミーティングIDとミーティングパスワードを入力するかして参加してください。  

ID，パスワードは，いかなる場合も他者に教えたり，共有したりしないでください。 

③ 参加後は，カメラとマイクが「オフ（ミュート）」になっているかを確認してください。「オン」

になっている場合は「オフ」にしておいてください。 

④ 参加者のZoomの表示名は,【広陵花子（畿央大学）】のように，「氏名」と「所属」情報を入力し

てください。なお，一般演題発表者や座長は，【［発表者］馬見太郎（畿央大学）】のように，氏名

の前に[発表者][座長]を入力し,会場別に表示名を変更してください。表示名は入室後も変更可

能です。          

⑤ 当日のA会場は9時より入室可能です。各自で接続やZoom設定の確認をお願いします。 

 

◆ 意見や質問の仕方 

① 講師，シンポジストへの質問や一般演題発表の討議には，「チャット」を使用します。意見や質問

がある場合は,「チャット」に『Q』を入力後，質問内容を簡潔に書き，座長からの指名をお待ち

ください。 

② 指名された場合，マイクを「オン」にして発言し，終わったら「オフ」に戻してください。 

 

◆ 当日の大会開催中の連絡先 

① 学会開催中の進捗状況等の情報は，近畿学校保健学会HPの Twitterより提供します。 

【https://twitter.com/anEmgDmndBO0NDz】 

② 第68回近畿学校保健学会事務局  

【e-mail：kinki.sha.68th@gmail.com】 

第第 6688 回回近近畿畿学学校校保保健健学学会会開開催催要要項項  
  

11..  メメイインンテテーーママ  「地域と連携した学校保健活動の推進」 
 

22..  日日  時時 2021 年 6 月 19 日（土） 9：30〜16：00  
 
33..  開開催催方方法法  オンライン開催 
  
44..  内内  容容  

(1) 開会式  
（2）教育講演  

「学校保健と地域保健の連携」 
講師：畿央大学健康科学部健康栄養学科 教授 根津 智子 

（3）一般演題発表  
(4) 特別講演 
  「ムコ多糖症とは〜症状と治療について〜」 
   講師：国立成育医療研究センター遺伝診療科 診療部⻑ 小須賀 基通 
   共催：BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社 
(5) シンポジウム  

「地域と連携した学校保健活動の推進」       
   コーディネーター：髙田 恵美子 

シ ン ポ ジ ス ト：奈良県医師会     学校医  高橋 泰生 
奈良市立朱雀小学校  校 ⻑  檜垣 志保 
香芝市立二上小学校  養護教諭 向井 洋子     
橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭 横地 博子 

(6) 評議員会・総会報告 
（7）表彰式・閉会式  

 
55..  後後  援援  奈良県教育委員会 香芝市教育委員会 広陵町教育委員会 奈良県医師会      

奈良県⻭科医師会 奈良県薬剤師会 奈良県学校保健会 奈良県学校給食会   
 

66..  参参加加費費  
会員 1,000 円 非会員 2,000 円 大学院生 1,000 円 学部学生 500 円   
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に行います。 

② 一般演題発表者には，リハーサル用URLを後日メールでお送りしますのでご参加ください。 

③ リハーサルがご不要な方は事務局にご連絡をお願いします。 

 

◆ 当日の参加方法 

① 本学会は会場ごと（A～C会場）にそれぞれURLがあります。参加申込者には6月 11日（金）に

Zoom の「招待 URL」をメールでお送りする予定です。また，講演集は 6 月 14 日（月）に発送す

る予定です。講演集にも会場のURLを掲載しています。 

② 当日は，プログラムより参加する会場のURL を確認し，メール配信された「招待URL」をタップ

するか，ミーティングIDとミーティングパスワードを入力するかして参加してください。  

ID，パスワードは，いかなる場合も他者に教えたり，共有したりしないでください。 

③ 参加後は，カメラとマイクが「オフ（ミュート）」になっているかを確認してください。「オン」

になっている場合は「オフ」にしておいてください。 

④ 参加者のZoomの表示名は,【広陵花子（畿央大学）】のように，「氏名」と「所属」情報を入力し

てください。なお，一般演題発表者や座長は，【［発表者］馬見太郎（畿央大学）】のように，氏名

の前に[発表者][座長]を入力し,会場別に表示名を変更してください。表示名は入室後も変更可

能です。          

⑤ 当日のA会場は9時より入室可能です。各自で接続やZoom設定の確認をお願いします。 

 

◆ 意見や質問の仕方 

① 講師，シンポジストへの質問や一般演題発表の討議には，「チャット」を使用します。意見や質問

がある場合は,「チャット」に『Q』を入力後，質問内容を簡潔に書き，座長からの指名をお待ち

ください。 

② 指名された場合，マイクを「オン」にして発言し，終わったら「オフ」に戻してください。 

 

◆ 当日の大会開催中の連絡先 

① 学会開催中の進捗状況等の情報は，近畿学校保健学会HPの Twitterより提供します。 

【https://twitter.com/anEmgDmndBO0NDz】 

② 第68回近畿学校保健学会事務局  

【e-mail：kinki.sha.68th@gmail.com】 

第第 6688 回回近近畿畿学学校校保保健健学学会会開開催催要要項項  
  

第 68 回近畿学校保健学会会⻑髙⽥ 恵美子 
畿央大学教育学部現代教育学科   

 
第 68 回近畿学校保健学会を下記の通り開催いたします。皆様のご参加を心よりお待ち

申し上げます。 
 

11..  メメイインンテテーーママ  「地域と連携した学校保健活動の推進」 
 

22..  日日  時時 2021 年 6 月 19 日（土） 9：30〜16：00  
 
33..  開開催催方方法法  オンライン開催（畿央大学より Web 会議ツールによるライブ配信） 
  
44..  内内  容容  

(1) 開会式  
（2）教育講演  

「学校保健と地域保健の連携」 
講師：畿央大学健康科学部健康栄養学科 教授 根津 智子 

（3）一般演題発表  
(4) 特別講演 
  「ムコ多糖症とは〜症状と治療について〜」 
   講師：国立成育医療研究センター遺伝診療科 診療部⻑ 小須賀 基通 
   共催：BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社 
(5) シンポジウム  

「地域と連携した学校保健活動の推進」       
   コーディネーター：髙⽥ 恵美子 

シ ン ポ ジ ス ト：奈良県医師会     学校医  髙橋 泰生 
奈良市立朱雀小学校  校 ⻑  檜垣 志保 
香芝市立二上小学校  養護教諭 向井 洋子     
橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭 横地 博子 

(6) 評議員会・総会報告 
（7）表彰式・閉会式  

 
55..  後後  援援  奈良県教育委員会 香芝市教育委員会 広陵町教育委員会 奈良県医師会      

奈良県⻭科医師会 奈良県薬剤師会 奈良県学校保健会 奈良県学校給食会   
 

66..  参参加加費費  
会員 1,000 円 非会員 2,000 円 大学院生 1,000 円 学部学生 500 円   

－ 5－



一一般般演演題題発発表表ププロロググララムム  

 
AA 会会場場  
＜＜養養育育・・支支援援＞＞  1100：：4455～～1111：：1199  座座長長  竹竹端端佑佑介介（（大大阪阪国国際際大大学学））  

A-1 特別養子縁組制度と縁組後の支援について 
－学校保健の視点からの考察－ 
○古川恵美 1)2)，池田友美 3)，鯵坂誠之 4)，中村恵 5) ，信迫悟志２） 

1) 兵庫県立大学，2) 畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター  
3) 摂南大学，4)大阪府立大学工業高等専門学校，5) 畿央大学 

A-2 要支援児童を疑う子どもへの多職種連携の実際 
○古山美穂（大阪府立大学大学院看護学研究科） 

 
＜＜性性教教育育＞＞  1111：：2200～～1122：：2288  座座長長  吉吉村村知知容容（（奈奈良良県県教教育育委委員員会会事事務務局局保保健健体体育育課課））  

A-3 学校における性に関する教育の進め方 
－WYSH 教育の取り組み－ 
 ○大西祐子（京都府立木津高等学校） 

 A-4 知的障害のある児童生徒に対する包括的性教育の展開に向けて 
－卒業生と教師へのインタビュー調査より－ 
○鶴岡尚子 1)，林修 2) 

1) 和歌山大学教育学部附属特別支援学校，2) 和歌山大学 

A-5 学校現場における性の多様性への意識 
－公立小中学校教員への実態調査結果より 第 2 報－ 
○田中成子 1)，津田育久子 2)，藤田圭以子 3)，森田富士子 4)，鬼頭英明 5) 

1) たなかや助産院，2) 津田助産院，3) 糸氏クリニック，4) 兵庫大学，5) 法政大学 

A-6 外部講師による学校における性教育で期待されるテーマ 
－公立小中学校教員への実態調査結果より－ 
○田中成子 1)，津田愛梨 2)，鬼頭英明 3)   

1) たなかや助産院，2) 生きる性研究会，3) 法政大学 
 
BB 会会場場  
＜＜大大学学教教育育＞＞  1100：：4455～～1111：：5533  座座長長  大大川川尚尚子子（（京京都都女女子子大大学学））  

B-1 養護教諭養成課程における効果的な看護臨床実習カンファレンスの検討 
〇毛利春美 1)，久保加代子 2)，大西宏昭 2)，竹原彰雄 2)，森島研次 2)，加藤直子 2) 

1) 畿央大学，2) 関西女子短期大学 

B-2 養護教諭の養成段階における「ICT 活用指導力」育成を目指した取組 
○岩崎保之，大川尚子（京都女子大学） 

B-3 教員志望大学生を対象にしたキャリア教育に関する実践事例の検証 
－地域に根ざした高大連携プログラムを手がかりに－ 
○八木利津子（桃山学院教育大学） 

第第6688 回回近近畿畿学学校校保保健健学学会会ププロロググララムム  

 
【テ ー マ】 「地域と連携した学校保健活動の推進」 

【日  時】  2021 年 6 月 19 日（土）9：30～16：00  

【開催方法】  オンライン開催 

【参 加 者】  6 月 4 日（金）（講演集送付の場合）までに学学会会 HHPP ののフフォォーームムよよりり事事前前にに参参加加

申申込込みみをを完完了了さされれ，参参加加費費をを入入金金された方 
 

時刻（予定） 開催内容（敬称略） 会場 

9：30～ 9：40 開会式 A 会場 

9：40～10：35 教育講演 

「学校保健と地域保健の連携」 

講師：根津 智子（畿央大学健康科学部 教授） 

A 会場 

10：45～12：30 一般演題発表（発表 8分，討議 4分） 

＜養育・支援＞ A-1～A-2   ＜性教育＞         A-3～A-6 

＜大学教育＞   B-1～B-4  ＜食育・歯科保健＞ B-5～B-6 

＜運動・安全＞ C-1～C-3   ＜COVID-19＞       C-4～C-6 

 

A 会場 

B 会場 

C 会場 

13：30～14：00 特別講演 

「ムコ多糖症とは～症状と治療について～」 

講師：小須賀 基通 

（国立成育医療研究センター遺伝診療科 診療部長） 

共催：BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社 

A 会場 

14：10～15：40 シンポジウム 

「地域と連携した学校保健活動の推進」 

コーディネーター：髙田 恵美子（畿央大学 教授） 

「地域と連携した学校保健活動の推進 学校医の立場から」 

シンポジスト：高橋 泰生（奈良県医師会 学校医） 

「地域とともに子どもたちの健康を守る」 

シンポジスト：檜垣 志保（奈良市立朱雀小学校 校長） 

「コミュニティ・スクールにおける学校保健活動の推進」 

シンポジスト：向井 洋子（香芝市立二上小学校 養護教諭 

「家庭，地域と共に健康実践力を育む食育」 

シンポジスト：横地 博子（橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭） 

A 会場 

15：40～15：50 評議員会・総会報告 A 会場 

15：50～16：00 表彰式・閉会式 A 会場 

 
◆会場 URL 一覧 

会場 内 容 ID 

A 

（午前）開会式，教育講演，一般演題発表 A  

（午後）特別講演，シンポジウム 

評議員会・総会報告，表彰式・閉会式 

ミーティング ID：994 5875 0229 

パスコード：788645 

B 一般演題 B 10：45～12：30 
ミーティング ID：889 1867 6386 

パスコード：430309 

C 一般演題 C 10：45～12：30 
ミーティング ID：828 6264 1575 

パスコード：743774  
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一一般般演演題題発発表表ププロロググララムム  

 
AA 会会場場  
＜＜養養育育・・支支援援＞＞  1100：：4455～～1111：：1199  座座長長  竹竹端端佑佑介介（（大大阪阪国国際際大大学学））  

A-1 特別養子縁組制度と縁組後の支援について 
－学校保健の視点からの考察－ 
○古川恵美 1)2)，池田友美 3)，鯵坂誠之 4)，中村恵 5) ，信迫悟志２） 

1) 兵庫県立大学，2) 畿央大学ニューロリハビリテーション研究センター  
3) 摂南大学，4)大阪府立大学工業高等専門学校，5) 畿央大学 

A-2 要支援児童を疑う子どもへの多職種連携の実際 
○古山美穂（大阪府立大学大学院看護学研究科） 

 
＜＜性性教教育育＞＞  1111：：2200～～1122：：2288  座座長長  吉吉村村知知容容（（奈奈良良県県教教育育委委員員会会事事務務局局保保健健体体育育課課））  

A-3 学校における性に関する教育の進め方 
－WYSH 教育の取り組み－ 
 ○大西祐子（京都府立木津高等学校） 

 A-4 知的障害のある児童生徒に対する包括的性教育の展開に向けて 
－卒業生と教師へのインタビュー調査より－ 
○鶴岡尚子 1)，林修 2) 

1) 和歌山大学教育学部附属特別支援学校，2) 和歌山大学 

A-5 学校現場における性の多様性への意識 
－公立小中学校教員への実態調査結果より 第 2 報－ 
○田中成子 1)，津田育久子 2)，藤田圭以子 3)，森田富士子 4)，鬼頭英明 5) 

1) たなかや助産院，2) 津田助産院，3) 糸氏クリニック，4) 兵庫大学，5) 法政大学 

A-6 外部講師による学校における性教育で期待されるテーマ 
－公立小中学校教員への実態調査結果より－ 
○田中成子 1)，津田愛梨 2)，鬼頭英明 3)   

1) たなかや助産院，2) 生きる性研究会，3) 法政大学 
 
BB 会会場場  
＜＜大大学学教教育育＞＞  1100：：4455～～1111：：5533  座座長長  大大川川尚尚子子（（京京都都女女子子大大学学））  

B-1 養護教諭養成課程における効果的な看護臨床実習カンファレンスの検討 
〇毛利春美 1)，久保加代子 2)，大西宏昭 2)，竹原彰雄 2)，森島研次 2)，加藤直子 2) 

1) 畿央大学，2) 関西女子短期大学 

B-2 養護教諭の養成段階における「ICT 活用指導力」育成を目指した取組 
○岩崎保之，大川尚子（京都女子大学） 

B-3 教員志望大学生を対象にしたキャリア教育に関する実践事例の検証 
－地域に根ざした高大連携プログラムを手がかりに－ 
○八木利津子（桃山学院教育大学） 

第第6688 回回近近畿畿学学校校保保健健学学会会ププロロググララムム  

 
【テ ー マ】 「地域と連携した学校保健活動の推進」 

【日  時】  2021 年 6 月 19 日（土）9：30～16：00  

【開催方法】  オンライン開催 

【参 加 者】  6 月 4 日（金）（講演集送付の場合）までに学学会会 HHPP ののフフォォーームムよよりり事事前前にに参参加加

申申込込みみをを完完了了さされれ，参参加加費費をを入入金金された方 
 

時刻（予定） 開催内容（敬称略） 会場 

9：30～ 9：40 開会式 A 会場 

9：40～10：35 教育講演 

「学校保健と地域保健の連携」 

講師：根津 智子（畿央大学健康科学部 教授） 

A 会場 

10：45～12：30 一般演題発表（発表 8分，討議 4分） 

＜養育・支援＞ A-1～A-2   ＜性教育＞         A-3～A-6 

＜大学教育＞   B-1～B-4  ＜食育・歯科保健＞ B-5～B-6 

＜運動・安全＞ C-1～C-3   ＜COVID-19＞       C-4～C-6 

 

A 会場 

B 会場 

C 会場 

13：30～14：00 特別講演 

「ムコ多糖症とは～症状と治療について～」 

講師：小須賀 基通 

（国立成育医療研究センター遺伝診療科 診療部長） 

共催：BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社 

A 会場 

14：10～15：40 シンポジウム 

「地域と連携した学校保健活動の推進」 

コーディネーター：髙田 恵美子（畿央大学 教授） 

「地域と連携した学校保健活動の推進 学校医の立場から」 

シンポジスト：高橋 泰生（奈良県医師会 学校医） 

「地域とともに子どもたちの健康を守る」 

シンポジスト：檜垣 志保（奈良市立朱雀小学校 校長） 

「コミュニティ・スクールにおける学校保健活動の推進」 

シンポジスト：向井 洋子（香芝市立二上小学校 養護教諭 

「家庭，地域と共に健康実践力を育む食育」 

シンポジスト：横地 博子（橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭） 

A 会場 

15：40～15：50 評議員会・総会報告 A 会場 

15：50～16：00 表彰式・閉会式 A 会場 
 
◆会場 URL 一覧 

会場 内 容 ID 

A 

（午前）開会式，教育講演，一般演題発表 A  

（午後）特別講演，シンポジウム 

評議員会・総会報告，表彰式・閉会式 

ミーティング ID：994 5875 0229 

パスコード：788645 

B 一般演題 B 10：45～12：30 
ミーティング ID：889 1867 6386 

パスコード：430309 

C 一般演題 C 10：45～12：30 
ミーティング ID：828 6264 1575 

パスコード：743774  
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教育講演 

「学校保健と地域保健の連携」 
 

講師 根津 智子 

畿央大学 健康科学部 教授 

 

 

 

講 師 紹 介 

学歴：昭和 62 年奈良県立医科大学医学部医学科卒業 
職歴：小児科医として県内病院に勤務 

平成 14 年奈良県入職,奈良市保健所,奈良県精神保健福祉センター（所⻑）
奈良県郡⼭保健所（所⻑）,奈良県庁勤務を経て 
令和 2 年畿央大学に着任（現職） 

 
資格：医学博士 

日本小児科学会指導医，専門医 
社会医学系指導医，認定医 
日本医師会認定産業医 
奈良県立医科大学 疫学・予防医学教室 非常勤講師 

研究：小児慢性疾患と QOL，感染症対策 

 

B-4 大学新入生の自己効力感と健康意識について 
〇竹端佑介 1)，玉井久実代 2)，後和美朝 1) 

1) 大阪国際大学，2) 大阪国際大学短期大学部 
 
＜＜食食育育・・歯歯科科保保健健＞＞  1111：：5544～～1122：：2288  座座長長  大大坪坪昌昌子子（（奈奈良良県県教教育育委委員員会会事事務務局局保保健健体体育育課課））  
B-5 子どもたちの食べる力を育てるために 

〇大勝千歌（山添村立やまぞえ小学校） 

B-6 A 小学校における 10 年間の学校保健統計によるう歯の評価 
    〇熊田晃子 1)，髙田恵美子 2) 

1) 香芝市立真美ケ丘西小学校 2) 畿央大学 
 
CC 会会場場  
＜＜運運動動・・安安全全＞＞  1100：：4455～～1111：：3366  座座長長  笠笠次次良良爾爾（（奈奈良良教教育育大大学学））  
C-1 中学生における伸張一短縮サイクル動作遂行能力の経年変化 

  ○國井洸樹 1)，寺田和史 1)，山本樹 2)，宮井信行 3)，内海みよ子 4)，中谷敏昭 1)， 
宮下和久 3)，有田幹雄 5) 
1) 天理大学，2) 天理大学大学院，3) 和歌山県立医科大学，4) 東京医療保健大学， 
5) 角谷リハビリテーション病院 

C-2 教員養成系大学１年生入学時の防災教育に関する意識調査 
    ○山野遼汰郎１），笠次良爾２） 

1) 奈良教育大学大学院教育学研究科，2) 奈良教育大学 

C-3 学校管理下における死亡の状況 
－2009～2018 年と 1989～1998 年の比較－ 
○長谷川ちゆ子 1)，西岡伸紀 2) 

1) 元湊川短期大学，2) 兵庫教育大学大学院 
 

＜＜CCOOVVIIDD--1199＞＞  1111：：3377～～1122：：2288  座座長長  辻辻井井啓啓之之（（奈奈良良教教育育大大学学））  
C-4 新型コロナウイルス禍における大学生のストレスとコーピング 

○宮慶美恵子（花園大学） 

C-5  大学新入生のライフスキルと大学適応感について 
   －新型コロナウイルス（COVID-19）感染症拡大前後の比較－ 

○高山昌子，竹端佑介，藤田了，後和美朝（大阪国際大学） 

C-6 緊急事態宣言発出時における就学前施設休園時の子どもの遊びに対する保護者の対応について 
○玉井久実代 1)，竹端佑介 2)，涌井忠昭 3) 

1) 大阪国際大学短期大学部，2)大阪国際大学，3) 関西大学 
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トビラ

 

教育講演 

「学校保健と地域保健の連携」 
 

講師 根津 智子 

畿央大学 健康科学部 教授 

 

 

 

講 師 紹 介 

学歴：昭和 62 年奈良県立医科大学医学部医学科卒業 
職歴：小児科医として県内病院に勤務 

平成 14 年奈良県入職,奈良市保健所,奈良県精神保健福祉センター（所⻑）
奈良県郡⼭保健所（所⻑）,奈良県庁勤務を経て 
令和 2 年畿央大学に着任（現職） 

 
資格：医学博士 

日本小児科学会指導医，専門医 
社会医学系指導医，認定医 
日本医師会認定産業医 
奈良県立医科大学 疫学・予防医学教室 非常勤講師 

研究：小児慢性疾患と QOL，感染症対策 

 

B-4 大学新入生の自己効力感と健康意識について 
〇竹端佑介 1)，玉井久実代 2)，後和美朝 1) 

1) 大阪国際大学，2) 大阪国際大学短期大学部 
 
＜食育・歯科保健＞ 11：54～12：28 座長 大坪昌代（奈良県教育委員会事務局保健体育課） 
B-5 子どもたちの食べる力を育てるために 

〇大勝千歌（山添村立やまぞえ小学校） 

B-6 A 小学校における 10 年間の学校保健統計によるう歯の評価 
    〇熊田晃子 1)，髙田恵美子 2) 

1) 香芝市立真美ケ丘西小学校 2) 畿央大学 
 
C 会場 
＜運動・安全＞ 10：45～11：36 座長 笠次良爾（奈良教育大学） 
C-1 中学生における伸張一短縮サイクル動作遂行能力の経年変化 

  ○國井洸樹 1)，寺田和史 1)，山本樹 2)，宮井信行 3)，内海みよ子 4)，中谷敏昭 1)， 
宮下和久 3)，有田幹雄 5) 
1) 天理大学，2) 天理大学大学院，3) 和歌山県立医科大学，4) 東京医療保健大学， 
5) 角谷リハビリテーション病院 

C-2 教員養成系大学１年生入学時の防災教育に関する意識調査 
    ○山野遼汰郎１），笠次良爾２） 

1) 奈良教育大学大学院教育学研究科，2) 奈良教育大学 

C-3 学校管理下における死亡の状況 
－2009～2018 年と 1989～1998 年の比較－ 
○長谷川ちゆ子 1)，西岡伸紀 2) 

1) 元湊川短期大学，2) 兵庫教育大学大学院 
 

＜COVID-19＞ 11：37～12：28 座長 辻井啓介（奈良教育大学） 
C-4 新型コロナウイルス禍における大学生のストレスとコーピング 

○宮慶美恵子（花園大学） 

C-5  大学新入生のライフスキルと大学適応感について 
   －新型コロナウイルス（COVID-19）感染症拡大前後の比較－ 

○高山昌子，竹端佑介，藤田了，後和美朝（大阪国際大学） 

C-6 緊急事態宣言発出時における就学前施設休園時の子どもの遊びに対する保護者の対応について 
○玉井久実代 1)，竹端佑介 2)，涌井忠昭 3) 

1) 大阪国際大学短期大学部，2)大阪国際大学，3) 関西大学 



トビラ

学学校校保保健健とと地地域域保保健健ととのの連連携携  

  

根津 智子（ねづ さとこ） 

畿央大学健康科学部健康栄養学科 教授 

 

キーワード：保健所、地域保健法、学校感染症 

 

 保健所は、昭和 12（1934）年に制定された保健所法に基づき整備され始めたが、昭和 22（1947）

年保健所法の全面改正により、公衆衛生行政の第一線の実施機関として位置づけられ、人口 10

万人に 1カ所を単位として都道府県により設置されることとなった。その後、市町村合併が進め

られ、地方分権が進むなど地方自治体をめぐる情勢が変化するとともに、きめ細やかな保健サー

ビスを地域の実情に応じて提供するために、市町村保健センターの設置と市町村保健師らの確

保が図られるようになった。平成 6（1994）年には、地域住民の健康の保持増進を目的として、

保健所法が地域保健法として全面改正され、それまで保健所が実施していた乳幼児健診や予防

接種、がん検診等は市町村に委譲された。保健所は、二次医療圏に基づいて設置されることとな

り、地域保健の広域的・専門的・技術拠点として位置づけられた。 

 令和 3（2021）年 4 月現在、保健所は全国に 470 カ所（都道府県設置 354 カ所、保健所政令市

設置 93 カ所、特別区（東京 23 区）設置 23 カ所）があり、感染症・精神保健・難病などの専門

性の高い対人保健を担うほか、医療機関への立入調査（医療監視）、食品衛生や環境衛生、動物

行政に係る業務まで幅広く行っている。医師である保健所長を中心に、獣医師・薬剤師・保健師・

栄養士等の専門職が多く働いており、専門的な対人保健業務に加え、法に基づく指導・監督機能

を持つ。 

 そのため、保健所が学校保健と連携する分野は幅広く、思春期保健やがん教育、食育やたばこ

対策、歯科・口腔保健などの健康教育を協働して進めている地域がある。また、健康危機管理が

求められる感染症や食中毒の発生時には緊密に連携して対応する必要があるが、どちらかが（あ

るいは双方が）無理解、不勉強であると、お互いの対応にフラストレーションがたまってしまう。

逆に、それぞれの管轄が厚生労働省と文部科学省という縦割りであっても、現場で相互に理解し

て協力することができれば、対応がとてもスムーズに進むということを経験されたことがある

のではないだろうか。 

 現在、保健所では 1 年以上にわたる新型コロナウイルス感染症の対応を休むことなく続けて

いる。本講演では、保健所の業務について解説し、学校感染症への対応を通して保健所とのより

良い連携のあり方に言及したい。 



学学校校保保健健とと地地域域保保健健ととのの連連携携  

  

根津 智子（ねづ さとこ） 

畿央大学健康科学部健康栄養学科 教授 
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特別講演 

「ムコ多糖症とは~症状と治療について~」 
 

講師 小須賀 基通 
国立成育医療研究センター 

生体防御系内科部 遺伝診療科診療科 診療部⻑ 
臨床検査部 高度先進検査室 室⻑ 

 

(共催：BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社) 

 

講 師 紹 介 

学歴：昭和 62 年 新潟大学医学部入学 
平成 13 年 慶應義塾大学医学部大学院修了 
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ムムココ多多糖糖症症ととはは  ～～症症状状とと治治療療ににつついいてて～～  
  

小須賀 基通 
国立成育医療研究センター器官病態系内科部遺伝診療科 

 
 

ムコ多糖症は，ライソゾーム病と呼ばれる先天代謝

異常症のひとつである。ライソゾームは細胞内におけ

る消化器官であり，約50種類以上の加水分解酵素を有

し，細胞内の様々な物質を分解している。ライソゾーム

病は，それらの酵素のいずれかが生まれつき欠損して

おり，本来分解すべき物質が細胞に蓄積していく病気

である。ムコ多糖症は，ライソゾームにおいてムコ多糖

分解に働く酵素が欠損しているため，ムコ多糖が細胞

内に蓄積する疾患である。ムコ多糖は二糖体と呼ばれ

る物質の総称であり，骨，腱や結合組織を中心として体

の全臓器に存在する。ヒアルロン酸やコンドロイチン

硫酸もムコ多糖の一種で我々にもなじみが深いが，疾

患に関係するものはへパラン硫酸やデルマタン硫酸と

呼ばれるムコ多糖である。 

ムコ多糖症はI型からIX型まで分類されており，そ

れぞれ欠損酵素と蓄積するムコ多糖が違っているため，

臨床像や予後は異なる。さらに残存する酵素活性の違

いにより，同じ病型の患者でも軽症型から重症型まで

臨床像に違いがある。ムコ多糖症は遺伝性疾患であり，

Ⅱ型のみが X 連鎖性劣性遺伝形式であり，基本的に患

者は男性のみである，他の型は常染色体劣性遺伝であ

り，男女ともに発症する。発症頻度は，出生10万人に

1 人とされている。わが国の患者数は 300 人前後であ

ると考えられる。            

ムコ多糖症の症状は，低身長，特異的な顔貌（粗な顔

つきと言われる），関節拘縮，肝脾腫，心弁膜症，精神

運動発達遅滞，骨変形，難聴，角膜混濁，広範で濃色の

蒙古斑などがある。症状の出現時期や進行度には個体

差があるが，一般に年齢とともに病態は進行するため

乳幼児期に症状は目立たず，3－4歳頃から症状が顕著

となる。Ⅰ型とⅡ型の臨床所見は，低身長，肝脾腫，心

弁膜症，精神運動発達遅滞などが認められる。Ⅰ型では

角膜混濁を認めるが，Ⅱ型では認めない。Ⅰ型，Ⅱ型は

中枢神経症状が急速に進行する重症型と明らかな特異

的顔貌，低身長や精神運動発達遅滞を示さず，軽度の関

節拘縮や心弁膜症を呈するだけで成人まで診断されな

い場合もある。Ⅲ型は重度の進行性の精神運動発達遅

滞が特徴である。Ⅳ型は低身長と重度の骨変形（鳩胸，

外反膝，側彎，後彎など）を呈する。精神運動発達遅

滞を認めない。椎骨変形による脊髄圧迫や頸椎脱臼

が生命予後を左右する。Ⅳ型はⅣA型とⅣB型に分け

られるが，わが国ではⅣA型が主である。Ⅵ型は，身

体所見はⅠ型に類似するが，精神運動発達遅滞を認

めない。Ⅶ型はⅠ,Ⅱ型の重症型に類似した臨床所見

をとる。 

ムコ多糖症の診断は，尿中ムコ多糖測定（ムコ多糖の

高値を認める），酵素活性測定（活性低下を認める），遺

伝子検査（変異を認める）で可能である。 

治療法は，対症療法として慢性中耳炎には鼓膜チュ

ーブ挿入や補聴器使用が有効である。心弁膜症に対し

ては，薬物療法や弁膜置換などの手術療法が行われる。

脊椎形成不全や変形による脊髄圧迫症状には，脊椎固

定術，重度の股・膝関節変形には整形外科的手術が必要

となる。造血幹細胞移植により，Ⅰ型とⅡ型では尿中ム

コ多糖排泄の正常化，肝脾腫の縮小，関節拘縮の改善，

心弁膜症の進行抑制，粘膜の肥厚や気道感染の改善，伝

導性難聴の改善などを認める。近年，ムコ多糖症に対す

る酵素補充療法が使用可能となった。酵素補充療法と

は遺伝子組み換えによって合成されたライソゾーム酵

素を点滴静注により投与することで，欠損している酵

素を補充する治療法である。現在，わが国ではムコ多糖

症Ⅰ型，Ⅱ型，ⅣA型，Ⅵ型の酵素補充療法が可能であ

る。酵素補充療法により，呼吸状態の改善，肝脾腫サイ

ズの正常化，皮膚・関節拘縮の軽減などの効果が認めら

れる。 

ムコ多糖症は，比較的稀な疾患であり，臨床症状が非

特異的で多岐に渡ることから。長期に診断されないま

ま見逃されている可能性がある。特にムコ多糖症Ⅰ型，

Ⅱ型の軽症型とⅣA型，Ⅵ型では精神運動発達遅滞が認

められないことから，低身長，姿勢の異常，指が伸びな

い，難聴，特徴的な顔貌などに対して，本人，親，学校

関係者，医療者が違和感を持っていても，病気の存在に

気が付かれないまま，通常通りに学校教育を受けてい

る児童が存在する可能性がある。 

以前は症状が進行し，重症化するまでムコ多糖症は

診断が困難であった。近年，ムコ多糖症に対する根治療

法として酵素補充療法が実用化され，患者の予後は劇

的に改善し，早期発見・早期治療が本症の予後改善に影

響することが示されている。 

本講演より，小児のムコ多糖症の特徴を知り，学校

生活で児童を見守る中で本症に気付くきっかけとな

り，適切な診療につながることを期待する。 
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－ 10－



 

 

シンポジウム 

 

 

「地域と連携した学校保健活動の推進」 

 

コーディネーター 
髙田 恵美子（畿央大学 教授） 

 
シンポジスト 
高橋 泰生 （奈良県医師会 学校医） 

 
檜垣 志保 （奈良市立朱雀小学校 校⻑） 

 
向井 洋子 （香芝市立二上小学校 養護教諭） 

 
横地 博子 （橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭） 



トビラ

 

 

シンポジウム 

 

 

「地域と連携した学校保健活動の推進」 

 

コーディネーター 
髙田 恵美子（畿央大学 教授） 

 
シンポジスト 
高橋 泰生 （奈良県医師会 学校医） 

 
檜垣 志保 （奈良市立朱雀小学校 校⻑） 

 
向井 洋子 （香芝市立二上小学校 養護教諭） 

 
横地 博子 （橿原市立畝傍東小学校 栄養教諭） 



トビラ

地地域域とと連連携携ししたた学学校校保保健健活活動動のの推推進進  －－学学校校医医のの立立場場かからら－－  
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 文科省ホームページに「学校保健の推進」という

ページがあり，その中に健康診断とアレルギー疾患

の項目がある。アレルギー疾患，特に食物アレルギ

ーについては，2013年に厚労省から「学校生活管理

指導表の提出を必須にする」との通知が出された。

指導表作成には知識と多大な時間を要するため，奈

良県医師会では独自に「食物アレルギー問診票」を

作成した。現在では行政・教育委員会の協力の下に，

公立の学校すべてに導入され，さらに公立の保育所・

幼稚園にも乳幼児用が導入されて活用が進んでいる。

家族が記入するだけで，誰もが一目でアナフィラキ

シーの診断が可能になるため，他府県でも利用が進

むことを願う。 

 一方健康診断に関しては，2014年に文科省から「成

長曲線の積極活用」，2015 年には成長曲線を作成す

る「子供の健康管理プログラム」と「エクセル原票」

が提示された。プログラムの運用と原票作成には多

大な時間がかかり，養護教諭一人では活用が極めて

難しいことから，奈良県医師会として独自に「学校

健診プログラム」の作成に着手した。 

 紆余曲折したが，2020年には「エクセル原票」を

取り込み，「異常群抽出」し，抽出した個々のデータ

から「成長曲線」を描くプログラムの開発に成功し

た。さらに，毎年作成する「身長体重表」（小学校で

は６年分，中学では３年分）を用いて，これを取り

込み，１分以内に「エクセル原票」を作成できるプ

ログラムも開発した。文科省のプログラムがある中

で，奈良県独自のプログラムに移行するには抵抗も

あると思われるが，是非活用していただきたい。 

 成長曲線が役に立つのは，第一に「低身長・高身

長・成長速度の異常」である。現在は養護教諭が成

長曲線を選択して印刷，学校医がそれをチェックし

ているが，この選択自体が難しい。養護教諭による

エクセル原票自動作成，学校医による「エクセル原

票を用いた成長曲線作成」，が理想的と思われる。こ

のプログラムは，学校医が一瞬で成長曲線を描くこ

とができるため，学校医がこれを用いることで学校

保健に積極的に参加する時代が来ることを願う。 

 成長曲線には肥満度計算と肥満度曲線が付随して

いる。これを用いて，個々に適切なアドバイスがで

きるのは，新たに運用が始められた「栄養教諭」の

仕事と思われる。残念ながら，現時点ではほとんど

の学校に栄養教諭は常駐しておらず，肥満度曲線の

活用がなされていない。生涯保健の立場から見て，

小児肥満は生活習慣病の予備軍と言え，早急な対策

が必要と思われる。そこで着手したのが肥満児に対

する「エネルギー目標量」の組込である。 

その過程で，「240 kcal」の重要性に気付き，キー

ワードとした。プログラムには，栄養教諭が個々に

行うべき，エネルギー供給量・体重別の運動消費量

の計算，食物バランス，さらに厚労省が示す食事バ

ランスガイドを A4 用紙１枚に組み込んだ。2021 年

初頭に完成したが，専門家による「エネルギー目標

表示の妥当性」の検証は行われていない。貴学校保

健学会でその検証をいただければ幸いである。 

 学校医等の医療機関は，よほどの専門家でない限

り，高脂血症や耐糖能異常のチェック程度で，肥満

指導にはあまり役立つとは思えない。学校での栄養

指導が重要と思われ，栄養教諭（資格保持者）増員

や自治体から現場へ栄養教諭等の定期派遣，大学の

フィールドワーク，ボランティアの活動などを期待

したい。このプログラムは，学校医から学校現場へ

の提案であり，地域と連携した学校保健活動のツー

ルとして多少とも役立つことを願う。 
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１ にこにこ わくわく げんきなすざくっ子！ 

 奈良県北西部に位置する京都府との県境の住宅地の

中にある，全校３１５名の中規模の小学校である。地

域は落ち着いており，保護者は教育熱心で協力的であ

る。子ども達は，元気で基礎学力・能力も高い。また，

心身の健康面については，大人に見守られ維持されて

いるように思われる。しかし，失敗を嫌がりチャレン

ジしなかったり，自分で考え行動するよりも受け身で

指示を待ったりするなど，精神的な弱さを感じる。    

学校では，「にこにこ わくわく 元気なすざくっ子」

をスローガンとし，教職員と力を合わせ，教育活動を

行っている。 

 

２ 安心・安全な環境づくりのために・・・ 

本校では以前より，図書室や校庭等の学校環境づく

りや学習支援を，地域ボランティアの方々に協力いた

だいている。季節に応じた掲示物や整頓された本，緑

の多い校庭の整備等，子ども達が安心・安全な学校生

活を送れるような環境づくりをしていただいている。

『放課後子ども教室』においては，地域のリソースを

最大限に発揮し，子ども達に数多くの豊かな体験をさ

せ，子どもたちの心身の健康を支えてもらっている。

また，子ども達の毎日の下校を見守っているセーフテ

ィすざく（H24.4.～）と，年に２回，学校，地域，保護

者，警察が一堂に会する『セーフティスクール作戦』

等，子ども達を見守る体制づくりも強固である。この

ように，子ども達が安心・安全に学校生活が送れるよ

うに，多くの地域人材が関わっていただいていること

に感謝する。 

  

３ コロナ禍の学校の変化と地域とのかかわり 

 新型コロナウイルス感染症予防対策のため，学校と

地域，保護者と対面して活動できる場がなくなり，学

校では，教職員だけで子ども達の健康を守るという状

態になった。子ども達への徹底した予防行動に関する

保健指導や日々の消毒，トイレ掃除等で，教職員の疲

弊した様子を目の当たりにしていた。子どもたちも座

学ばかりの学習やだんまり給食，遊具や外遊びの規制

等，ストレスがたまる毎日を過ごしていた。少しずつ

緩和が見られた時，地域教育コーディネータ－が中心

となり，安全対策を考え，子ども達と今できる活動を

模索し，進めていただいている。 

 自治会では，ことごとく行事が中止になる中，細心

の注意を払いながら，子ども達が楽しめる場として，

「キッチンカーフェスタ」や「しいたけ栽培」の提供，

学校行事では，「車いす体験」（一回毎の消毒や準備等）

や「やきいも体験」（火おこしから，焼き芋管理・消火，

ソーシャルディスタンスの指導まで）を協力いただき，

安全に実施することができた。地域のマンパワーによ

り，学校だけでは実施不可能な行事が可能となり，子

ども達にとって素敵な体験となった。 

《令和元年度の支援》 

 ・消毒液の寄贈（平城ロータリークラブより） 

 ・飛沫予防パーテーション購入（地域予算の確保） 

 ・徹底した感染予防グッズと対策（学習支援） 

 

４ 地域とつながる学校 

 学校は小さな一つの社会ではあるが，家庭・地域の

協力なしには，子ども達にとって安心・安全で楽しい

学校生活は提供できない。現在，地域とつながる手段

として，毎日の子どもたちの様子をホームページでお

知らせしている。地域の方々は，学校からの要請があ

れば，いつでも協力するといったスタンスをもってい

ただいており，子ども達が楽しんでいる笑顔や喜ぶ姿

を見たいといつも話されている。そのような受け皿の

ある地域と学校をつなぐ，『橋渡し』が校長の大切な仕

事と考えている。今後も安心・安全で，子ども達がい

きいきと活動できる学校経営を勧めていきたい。 

地地域域ととととももにに子子どどももたたちちのの健健康康をを守守るる！！  
  

            檜垣 志保 奈良市立朱雀小学校 

  

キーワード：安心・安全 環境づくり 学校保健 地域とつながる 

食物アレルギー問診票 参考資料 

 

１） 食物アレルギー問診票 及び 

エクセル問診票 

① 食物アレルギー問診票（１枚）PDF 

② 食物アレルギー問診票の使い方（1枚）PDF 

③ エクセル問診票（パソコン入力ソフト） 

Excelファイル 

④ エクセル問診票の取扱説明書（１１枚）PDF 

⑤ 学校生活管理指導表（1枚）PDF 

 

２）乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書 

① 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書 

PDF 

② 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書

の記載方法PDF 

③ 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書

の使い方PDF 

 

参考文献 

１） 食物アレルギー・アナフィラキシー用「学校生

活管理指導表」作成のための 

食物アレルギー問診票とエクセル問診票の導入

高橋泰生・南部光彦： 

小児科臨床 69：1065～1073. 2016 

２） 除去食指示書を兼ねた 

乳幼児食物アレルギー問診票 

  高橋泰生・南部光彦： 

小児科臨床 70：357～364. 2017 

 

成長曲線プログラム 参考資料 

 

① 「身長体重表」（エクセルソフト） 

② 「Excel原票自動作成」プログラム 

（エクセルソフト） 

③ 「Excel原票から異常群抽出」プログラム 

（エクセルソフト） 

④ 「成長曲線プログラム」（エクセルソフト） 

⑤ 学校健診プログラム E（エクセルソフト） ＆ 

学校健診プログラムJS（エクセルソフト） 

小学校版（6～11 歳用）が「学校健診プログラム E」 

中学・高校・高専版（12～17歳用）が「学校健診プ

ログラムJS」 

⑥ 健診ソフト-取扱説明書2021（PDF） 

 

（いずれも，奈良県医師会ホームページに掲載， 

 ダウンロード可能です。） 
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に感謝する。 

  

３ コロナ禍の学校の変化と地域とのかかわり 

 新型コロナウイルス感染症予防対策のため，学校と

地域，保護者と対面して活動できる場がなくなり，学

校では，教職員だけで子ども達の健康を守るという状

態になった。子ども達への徹底した予防行動に関する

保健指導や日々の消毒，トイレ掃除等で，教職員の疲

弊した様子を目の当たりにしていた。子どもたちも座

学ばかりの学習やだんまり給食，遊具や外遊びの規制

等，ストレスがたまる毎日を過ごしていた。少しずつ

緩和が見られた時，地域教育コーディネータ－が中心

となり，安全対策を考え，子ども達と今できる活動を

模索し，進めていただいている。 

 自治会では，ことごとく行事が中止になる中，細心

の注意を払いながら，子ども達が楽しめる場として，

「キッチンカーフェスタ」や「しいたけ栽培」の提供，

学校行事では，「車いす体験」（一回毎の消毒や準備等）

や「やきいも体験」（火おこしから，焼き芋管理・消火，

ソーシャルディスタンスの指導まで）を協力いただき，

安全に実施することができた。地域のマンパワーによ

り，学校だけでは実施不可能な行事が可能となり，子

ども達にとって素敵な体験となった。 

《令和元年度の支援》 

 ・消毒液の寄贈（平城ロータリークラブより） 

 ・飛沫予防パーテーション購入（地域予算の確保） 

 ・徹底した感染予防グッズと対策（学習支援） 

 

４ 地域とつながる学校 

 学校は小さな一つの社会ではあるが，家庭・地域の

協力なしには，子ども達にとって安心・安全で楽しい

学校生活は提供できない。現在，地域とつながる手段

として，毎日の子どもたちの様子をホームページでお

知らせしている。地域の方々は，学校からの要請があ

れば，いつでも協力するといったスタンスをもってい

ただいており，子ども達が楽しんでいる笑顔や喜ぶ姿

を見たいといつも話されている。そのような受け皿の

ある地域と学校をつなぐ，『橋渡し』が校長の大切な仕

事と考えている。今後も安心・安全で，子ども達がい

きいきと活動できる学校経営を勧めていきたい。 

地地域域ととととももにに子子どどももたたちちのの健健康康をを守守るる！！  
  

            檜垣 志保 奈良市立朱雀小学校 

  

キーワード：安心・安全 環境づくり 学校保健 地域とつながる 

食物アレルギー問診票 参考資料 

 

１） 食物アレルギー問診票 及び 

エクセル問診票 

① 食物アレルギー問診票（１枚）PDF 

② 食物アレルギー問診票の使い方（1枚）PDF 

③ エクセル問診票（パソコン入力ソフト） 

Excelファイル 

④ エクセル問診票の取扱説明書（１１枚）PDF 

⑤ 学校生活管理指導表（1枚）PDF 

 

２）乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書 

① 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書 

PDF 

② 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書

の記載方法PDF 

③ 乳幼児・食物アレルギー問診票兼除去食指示書

の使い方PDF 

 

参考文献 

１） 食物アレルギー・アナフィラキシー用「学校生

活管理指導表」作成のための 

食物アレルギー問診票とエクセル問診票の導入

高橋泰生・南部光彦： 

小児科臨床 69：1065～1073. 2016 

２） 除去食指示書を兼ねた 

乳幼児食物アレルギー問診票 

  高橋泰生・南部光彦： 

小児科臨床 70：357～364. 2017 

 

成長曲線プログラム 参考資料 

 

① 「身長体重表」（エクセルソフト） 

② 「Excel原票自動作成」プログラム 

（エクセルソフト） 

③ 「Excel原票から異常群抽出」プログラム 

（エクセルソフト） 

④ 「成長曲線プログラム」（エクセルソフト） 

⑤ 学校健診プログラム E（エクセルソフト） ＆ 

学校健診プログラムJS（エクセルソフト） 

小学校版（6～11 歳用）が「学校健診プログラム E」 

中学・高校・高専版（12～17歳用）が「学校健診プ

ログラムJS」 

⑥ 健診ソフト-取扱説明書2021（PDF） 

 

（いずれも，奈良県医師会ホームページに掲載， 

 ダウンロード可能です。） 
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家家庭庭，，地地域域とと共共にに健健康康実実践践力力をを育育むむ食食育育  

  
横地 博子 橿原市立畝傍東小学校 

 
キーワード 減塩・多菜の学校給食，自己管理能力育成，家庭・地域との連携 

 
１【目的】 
橿原市は，令和元年度，文部科学省委託事業「つ

ながる食育」推進事業を受託し，本校はその際のモ

デル校として取組を行った。 

 市全体の課題として，朝食欠食率が高いこと，学

校給食の食塩相当量が摂取基準より多いこと，地場

産物活用率が低いことが挙げられ，これらの課題か

ら事業目標を以下のように設定した。 

（１）学校給食献立の改善（減塩，野菜摂取量の増 

加，地場産物使用量の増加） 

①献立研究や減塩レシピの開発 

②調理員対象の研修会等の実施 

③塩分濃度計による給食の塩分濃度計測 

④JAならけん，関係部局等と連携した地場産物 

の活用 

（２）児童生徒の自己管理能力の育成 

①教科横断的な視点をもった小中9年間の「食育 

プログラム」開発と教材作成を行い，各校で実 

践 

 ②小学校では「朝ごはん指導計画」を策定し，市 

から指導資料を配布して，学級担任による指導を

実施 

③市広報誌の給食・食育特集掲載や市役所での食 

育展開催，市民秋祭りでのランチョンマット，減 

塩レシピの配布 

（３）食育推進におけるサポート体制の充実 

モデル校の実態として，朝食を「食べない」「食

べない日が多い」の回答が前回調査（平成２５年

度）より増加し，奈良県や橿原市の平均よりも高い

という結果であった（平成２９年度奈良県における

児童生徒の食生活等実態調査より）。そこで，学校

での指導だけでなく家庭や地域を巻き込んだ食育活

動を展開することで，「家庭の食生活」を変容させ

ることができるのではないかと考えた。学校給食を

生きた教材として活用することと合わせて，児童の

主体的な食行動の変容につながる食育を学校教育活

動全体で実践できるよう，児童の実態を基に，様々

な体験活動を通して教科学習や家庭の食生活とつな

がる食育に取り組むこととした。 

２【方法】 
（１）教科と関連した指導及び「食育プログラム」

の実践(次頁橿原市食育プログラム一覧表参照) 

 食育プログラムを中心に，生活科，国語科，体育

科保健領域，家庭科，総合的な学習の時間など様々

な教科と関連した指導を行い，食習慣・生活習慣の

改善に取り組んだ。学習の際には，事前アンケート

や給食の残量調べを実施し，給食献立を教材にし

て，児童の実態に基づいた指導を展開した。 

（２）教科と関連した体験活動 

 １年生…大豆の栽培ときなこ作り 

 ２年生…さつまいもの栽培と茶巾絞り作り 

 ３年生…大豆の栽培と豆腐作り(県内の豆腐製造 

業者と協力)，米農家との授業 

 ５年生…「味覚の授業○R」 (県内の料理人と協力) 

（３）家庭，地域への啓発 

 ①家庭での調理実践（家庭科の課題） 

②朝食，減塩，多菜をテーマにPTA料理教室，親 

子料理教室，食育講演会の開催 

③地域ボランティアやゲストティーチャーとの交 

流給食 

④児童の実態と学習内容の共有 

ワークシートに「おうちの方から」のコメント 

 欄を設け，保護者の感想や家庭での実践例等を記 

入してもらった。 

⑤食育だよりの発行，配布 

 学習した内容と児童の事前アンケートやワーク 

シートのコメントを「食育だより」としてまと 

め，料理のレシピや日本学校保健会発行の生活習 

慣啓発用パンフレットも活用し，事後指導として 

配布した。 

⑥学校だより，HPでの発信 

３【結果】 
（１）栄養士・調理従事者の意識が変わり，献立内

容の改善や調理の工夫がなされて，前年度と比較し

た令和元年度の月ごとの食塩相当量が徐々に減少し

た。（令和３年４月に，Naの摂取基準改正） 
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ココミミュュニニテティィ・・ススククーールルににおおけけるる学学校校保保健健活活動動のの推推進進  
 

向井 洋子 香芝市立二上小学校 
 
キーワード：コミュニティ・スクール，学校保健委員会，食物アレルギー研修 
 
1．二上コミュニティについて 
コミュニティ・スクールとは，学校と保護者や地域住

民がともに知恵を出し合い，学校運営に意見を反映さ

せることで，一緒に協働しながら子どもの豊かな成長

を支え「地域とともにある学校づくり」を進める法律に

基づいた仕組みである。本校は，平成24年に二上コミ

ュニティが発足した。 
 二上コミュニティでは，学力向上・生活力向上・健康

力向上の３つのプロジェクトで構成されており，健康

力向上では食育健康部と体力向上部がある。メンバー

は，教員・保護者・地域住民である。各部会は学校教育

目標を基に児童の様子や学校の実態を交流し，課題解

決に向けての計画，取組，評価を行う。総会と報告会を

行い，児童の様子や学校の実態，取組の評価，次年度へ

の課題について教育委員会・学校・保護者・地域で共有

している。 
食育健康部会では，近年の多様な健康課題への対応

や食物アレルギーの増加・重症化への対応，生きる基本

である食からつながる親子関係，自分を大切にする・人

を思いやる心と態度を育てる事に重点を置き取り組ん

でいる。本日は連携協働の中心である学校保健委員会

と食物アレルギー研修の取り組みについて報告する。 
 

2．取組の概要 
1) 学校保健委員会 
 グローバル化や情報化など急激な社会の変化は，児

童の心身の健康にも影響を与えており，健康課題は多

様化・複雑化している。これらの解決には，児童が，自

ら課題を見つけ，学び，考え，判断して行動できる力が

必要である。そのためには，児童に関わる教員・保護

者・地域が様々な健康課題についての知識と具体的な

対応方法を知る必要があると考える。 
学校保健委員会では，児童の実態を共有した後，専門

家の講話を聴くという運営方法を用いている。参加者

の課題への気づきと理解の深まりにより，児童への指

導や関わりが積極的で具体的なものになっている。ま

た，参加者自身の健康への価値観や行動変容等，個人の

健康増進にも効果を上げている。さらに，学校保健委員

会の内容を全家庭に発信し，保護者や地域の方が，学校

保健や地域保健の課題を知り，改善に向けた支援や協

力に繋がるように周知している。学校保健委員会とい

う保健組織活動により，保健管理と保健教育が関連付

けられ，一次予防や健康の保持増進にも有効である。 

 
2) 食物アレルギー研修 
食物アレルギーのある児童が，安心して学校生活を

送ることができるように，全職員が正しい知識をもち，

いつでも・どこでも・誰でも・迅速かつ的確に対応する

ことが重要である。そのため，職員研修を年に 2 回，

実施している。1 回目は専門医による講演とエピペン

の実地訓練，2回目はロールプレイングである。ロール

プレイングでは，食物アレルギーやアナフィラキシー

を発症した児童役を小児アレルギーエデュケーターが，

学級担任や他の教職員，他の児童役を教職員が担当し，

実際に消防署に救急要請をして救急隊役に引き渡すま

でを行っている。また、ロールプレイングを撮影し，専

門医より指導・評価を受けている。最初は校内だけの研

修であったが，コミュニティや校区内の幼稚園・小中学

校の教職員の参加が増え，教育委員会のモデル校とな

り，現在は市内全ての小中学校で研修が実施されてい

る。子どもたちは，地域の中で様々な大人と関わりがあ

ることから、大人が食物アレルギーの知識を持ち，的確

な対応ができることは，地域の宝である子どもを守り

育てることになる。今年度は校区内の救急指定病院の

医師にも参加を依頼しており，地域医療とも連携し，今

後も継続・発展していきたいと考える。 
 
3．まとめ 
 子どもたちは，これからもこの地域の中で生活し，地

域の人々とつながり，それぞれの夢や目標に向かって

自己実現をしていく。そのためには，心身が健康である

ことが大切である。このゆるぎない価値観を子ども・教

員・保護者・地域で共有しながら，学校を舞台に総合的

に学校保健を推進していきたい。そして，子どもたちが

卒業した後は，各ライフステージで，支える側となり地

域の健康推進を担ってくれることを期待している。 

年度 学校保健委員会テーマ 
平成28年度 がん教育 
平成29年度 LGBT性の多様性 
平成30年度 学童期における心の発達 
令和元年度 子どもの睡眠 
令和2年度 スマホ・ゲーム依存（中止） 
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家家庭庭，，地地域域とと共共にに健健康康実実践践力力をを育育むむ食食育育  

  
横地 博子 橿原市立畝傍東小学校 

 
キーワード 減塩・多菜の学校給食，自己管理能力育成，家庭・地域との連携 

 
１【目的】 
橿原市は，令和元年度，文部科学省委託事業「つ

ながる食育」推進事業を受託し，本校はその際のモ

デル校として取組を行った。 

 市全体の課題として，朝食欠食率が高いこと，学

校給食の食塩相当量が摂取基準より多いこと，地場

産物活用率が低いことが挙げられ，これらの課題か

ら事業目標を以下のように設定した。 

（１）学校給食献立の改善（減塩，野菜摂取量の増 

加，地場産物使用量の増加） 

①献立研究や減塩レシピの開発 

②調理員対象の研修会等の実施 

③塩分濃度計による給食の塩分濃度計測 

④JAならけん，関係部局等と連携した地場産物 

の活用 

（２）児童生徒の自己管理能力の育成 

①教科横断的な視点をもった小中9年間の「食育 

プログラム」開発と教材作成を行い，各校で実 

践 

 ②小学校では「朝ごはん指導計画」を策定し，市 

から指導資料を配布して，学級担任による指導を

実施 

③市広報誌の給食・食育特集掲載や市役所での食 

育展開催，市民秋祭りでのランチョンマット，減 

塩レシピの配布 

（３）食育推進におけるサポート体制の充実 

モデル校の実態として，朝食を「食べない」「食

べない日が多い」の回答が前回調査（平成２５年

度）より増加し，奈良県や橿原市の平均よりも高い

という結果であった（平成２９年度奈良県における

児童生徒の食生活等実態調査より）。そこで，学校

での指導だけでなく家庭や地域を巻き込んだ食育活

動を展開することで，「家庭の食生活」を変容させ

ることができるのではないかと考えた。学校給食を

生きた教材として活用することと合わせて，児童の

主体的な食行動の変容につながる食育を学校教育活

動全体で実践できるよう，児童の実態を基に，様々

な体験活動を通して教科学習や家庭の食生活とつな

がる食育に取り組むこととした。 

２【方法】 
（１）教科と関連した指導及び「食育プログラム」

の実践(次頁橿原市食育プログラム一覧表参照) 

 食育プログラムを中心に，生活科，国語科，体育

科保健領域，家庭科，総合的な学習の時間など様々

な教科と関連した指導を行い，食習慣・生活習慣の

改善に取り組んだ。学習の際には，事前アンケート

や給食の残量調べを実施し，給食献立を教材にし

て，児童の実態に基づいた指導を展開した。 

（２）教科と関連した体験活動 

 １年生…大豆の栽培ときなこ作り 

 ２年生…さつまいもの栽培と茶巾絞り作り 

 ３年生…大豆の栽培と豆腐作り(県内の豆腐製造 

業者と協力)，米農家との授業 

 ５年生…「味覚の授業○R」 (県内の料理人と協力) 

（３）家庭，地域への啓発 

 ①家庭での調理実践（家庭科の課題） 

②朝食，減塩，多菜をテーマにPTA料理教室，親 

子料理教室，食育講演会の開催 

③地域ボランティアやゲストティーチャーとの交 

流給食 

④児童の実態と学習内容の共有 

ワークシートに「おうちの方から」のコメント 

 欄を設け，保護者の感想や家庭での実践例等を記 

入してもらった。 

⑤食育だよりの発行，配布 

 学習した内容と児童の事前アンケートやワーク 

シートのコメントを「食育だより」としてまと 

め，料理のレシピや日本学校保健会発行の生活習 

慣啓発用パンフレットも活用し，事後指導として 

配布した。 

⑥学校だより，HPでの発信 

３【結果】 
（１）栄養士・調理従事者の意識が変わり，献立内

容の改善や調理の工夫がなされて，前年度と比較し

た令和元年度の月ごとの食塩相当量が徐々に減少し

た。（令和３年４月に，Naの摂取基準改正） 
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ココミミュュニニテティィ・・ススククーールルににおおけけるる学学校校保保健健活活動動のの推推進進  
 

向井洋子 香芝市立二上小学校 
 
キーワード：コミュニティ・スクール，学校保健委員会，食物アレルギー研修 
 
1．二上コミュニティについて 
コミュニティ・スクールとは，学校と保護者や地域住

民がともに知恵を出し合い，学校運営に意見を反映さ

せることで，一緒に協働しながら子どもの豊かな成長

を支え「地域とともにある学校づくり」を進める法律に

基づいた仕組みである。本校は，平成24年に二上コミ

ュニティが発足した。 
 二上コミュニティでは，学力向上・生活力向上・健康

力向上の３つのプロジェクトで構成されており，健康

力向上では食育健康部と体力向上部がある。メンバー

は，教員・保護者・地域住民である。各部会は学校教育

目標を基に児童の様子や学校の実態を交流し，課題解

決に向けての計画，取組，評価を行う。総会と報告会を

行い，児童の様子や学校の実態，取組の評価，次年度へ

の課題について教育委員会・学校・保護者・地域で共有

している。 
食育健康部会では，近年の多様な健康課題への対応

や食物アレルギーの増加・重症化への対応，生きる基本

である食からつながる親子関係，自分を大切にする・人

を思いやる心と態度を育てる事に重点を置き取り組ん

でいる。本日は連携協働の中心である学校保健委員会

と食物アレルギー研修の取り組みについて報告する。 
 

2．取組の概要 
1) 学校保健委員会 
 グローバル化や情報化など急激な社会の変化は，児

童の心身の健康にも影響を与えており，健康課題は多

様化・複雑化している。これらの解決には，児童が，自

ら課題を見つけ，学び，考え，判断して行動できる力が

必要である。そのためには，児童に関わる教員・保護

者・地域が様々な健康課題についての知識と具体的な

対応方法を知る必要があると考える。 
学校保健委員会では，児童の実態を共有した後，専門

家の講話を聴くという運営方法を用いている。参加者

の課題への気づきと理解の深まりにより，児童への指

導や関わりが積極的で具体的なものになっている。ま

た，参加者自身の健康への価値観や行動変容等，個人の

健康増進にも効果を上げている。さらに，学校保健委員

会の内容を全家庭に発信し，保護者や地域の方が，学校

保健や地域保健の課題を知り，改善に向けた支援や協

力に繋がるように周知している。学校保健委員会とい

う保健組織活動により，保健管理と保健教育が関連付

けられ，一次予防や健康の保持増進にも有効である。 

 
2) 食物アレルギー研修 
食物アレルギーのある児童が，安心して学校生活を

送ることができるように，全職員が正しい知識をもち，

いつでも・どこでも・誰でも・迅速かつ的確に対応する

ことが重要である。そのため，職員研修を年に 2 回，

実施している。1 回目は専門医による講演とエピペン

の実地訓練，2回目はロールプレイングである。ロール

プレイングでは，食物アレルギーやアナフィラキシー

を発症した児童役を小児アレルギーエデュケーターが，

学級担任や他の教職員，他の児童役を教職員が担当し，

実際に消防署に救急要請をして救急隊役に引き渡すま

でを行っている。また、ロールプレイングを撮影し，専

門医より指導・評価を受けている。最初は校内だけの研

修であったが，コミュニティや校区内の幼稚園・小中学

校の教職員の参加が増え，教育委員会のモデル校とな

り，現在は市内全ての小中学校で研修が実施されてい

る。子どもたちは，地域の中で様々な大人と関わりがあ

ることから、大人が食物アレルギーの知識を持ち，的確

な対応ができることは，地域の宝である子どもを守り

育てることになる。今年度は校区内の救急指定病院の

医師にも参加を依頼しており，地域医療とも連携し，今

後も継続・発展していきたいと考える。 
 
3．まとめ 
 子どもたちは，これからもこの地域の中で生活し，地

域の人々とつながり，それぞれの夢や目標に向かって

自己実現をしていく。そのためには，心身が健康である

ことが大切である。このゆるぎない価値観を子ども・教

員・保護者・地域で共有しながら，学校を舞台に総合的

に学校保健を推進していきたい。そして，子どもたちが

卒業した後は，各ライフステージで，支える側となり地

域の健康推進を担ってくれることを期待している。 

年度 学校保健委員会テーマ 
平成28年度 がん教育 
平成29年度 LGBT性の多様性 
平成30年度 学童期における心の発達 
令和元年度 子どもの睡眠 
令和2年度 スマホ・ゲーム依存（中止） 

－ 15－



 

 

 

 

 

一 般 演 題 

 
 

また，市の関係部局や団体と連携，協議を行い， 

作付け段階から計画的に地場産物を取り入れられる

ようになり，地場産物の使用割合が増加した。さら

に，モデル校の授業を公開し，市内学校栄養職員・

栄養教諭等がチームとして授業実践に取り組んだ結

果，各校の食に関する指導の時間数増加につながっ

た。 

（２）学校給食献立が一層充実し，本校では給食の

残量が減少した。 

（３）児童自らが課題に気づくよう働きかけること

ができ，それを家庭と共有することで，家庭での食

生活・生活習慣の改善が見られた。 

また，地域のゲストティーチャーを迎えての体験

活動は，児童の食べ物に対する気持ちに良い変化を

もたらし，理解がより深まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）教科横断的・系統的に食育を実施し，校内で

の食育推進体制の整備や職員間の協同に努めたり，

家庭，地域への積極的な発信をしたりしたことで，

保護者や教職員の食育に対する意識の向上につなが

った。 

４【考察】 
朝食摂取については，「毎日食べる」「週に４～

５日食べる」と回答した児童が増えた。食に関する

指導や「朝ごはん指導計画」実施の効果と考える。

保護者の回答も同様に増えていることから，朝食を

テーマにした料理教室や講演会開催によって家庭へ

の啓発ができたといえる。今後は「週に１日」「ほ

とんどない」と回答した児童，保護者に対するアプ

ローチを検討する必要がある。 

また，食育プログラムに基づいた計画的・系統的

な食事の重要性についての指導が，実生活での実践

力につながったと考えられる。今後も栄養教諭が中

核となり，家庭を巻き込み，計画的・効果的な指導

を継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

文部科学省「つながる食育推進事業」事前事後アンケート結果（抜粋） 

Q：朝食を毎日食べますか？ 
(ｱ)ほとんど毎日(ｲ)週に 4～5 日(ｳ)週に 2～3 日(ｴ)週に 1 日
程度(ｵ)ほとんどない 

554422人人

552211人人

3399人人

2288人人 1144人人

1111人人

88人人

22人人

1155人人

88人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

555500人人

550011人人

2255人人

1166人人

88人人

88人人

44人人

11人人

66人人

44人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

児童 

保護者 

Q：主食・主菜・副菜を３つそろえて食べることが，１日に２回
以上ありますか？（学校給食も１回に数えます） 
(ｱ)ほとんど毎日(ｲ)週に 4～5 日(ｳ)週に 2～3 日(ｴ)週に 1 日
程度(ｵ)ほとんどない 

441111人人

339966人人

113388人人

112277人人

5566人人

3377人人

88人人

33人人

1111人人

1144人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

440044人人

337788人人

112266人人

110033人人 4499人人

4400人人

44人人

44人人

88人人

33人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ保護者 

児童 

橿橿原原市市食食育育ププロロググララムム  
【小小学学校校 66 年年間間】 

学学年年  教教  科科  題題  材材  名名  関関連連教教科科  

１１  
学学級級活活動動  「「たたべべももののののななままええををししろろうう」」  

食食べべ物物にに関関心心をを持持ちち、、苦苦手手ななももののもも食食べべててみみよよううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  国国語語科科  

学学級級活活動動  「「ききゅゅううししょょくくががででききるるままででををししろろうう」」  
給給食食ががどどののよよううにに作作らられれるるかかをを知知りり、、感感謝謝のの気気ももちちでで食食べべるるよようう働働ききかかけけるる  生生活活科科  

２２  学学級級活活動動  

「「食食べべももののののははたたららききをを知知ろろうう」」  
食食べべ物物のの働働きき（（栄栄養養三三色色））をを知知りり、、いいろろいいろろなな食食べべ物物をを好好きき嫌嫌いいななくく食食べべよよ
ううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  
「「野野菜菜ととななかかよよししににななろろうう」」  
野野菜菜のの働働ききをを知知りり、、好好きき嫌嫌いいななくくすすすすんんでで食食べべよよううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  

生生活活科科  

３３  
学学級級活活動動  

「「生生活活ののリリズズムムををととととののええよようう」」  
早早ねね早早起起きき朝朝ごごははんんのの効効果果をを知知りり、、すすすすんんでで規規則則正正ししいい生生活活ををししよよううととすするる
意意欲欲をを持持つつ。。  

体体育育科科保保健健  

学学級級活活動動  
「「大大豆豆ははかかせせににななろろうう」」  
大大豆豆のの栄栄養養ややいいろろいいろろなな食食品品ととししてて有有効効にに利利用用さされれてていいるるここととななどどをを知知りり、、
健健康康をを考考ええてて生生活活ししてていいくく力力をを育育ててるる。。  

国国語語科科  

４４  
学学級級活活動動  

「「カカルルシシウウムムのの働働ききをを知知ろろうう」」  
成成⻑⻑期期にに大大切切なな骨骨ををじじょょううぶぶににすするる栄栄養養やや生生活活習習慣慣をを知知りり、、実実践践ししよよううととすす
るる力力をを育育ててるる。。  

体体育育科科保保健健  

学学級級活活動動  
「「食食生生活活をを考考ええよようう」」  
食食べべ物物のの働働ききをを知知りり、、栄栄養養ババラランンススよよくくいいろろいいろろ食食べべ物物をを食食べべよよううととすするる意意
欲欲をを持持つつ。。  

体体育育科科保保健健  

５５  学学級級活活動動  「「野野菜菜をを食食べべよようう」」  
野野菜菜のの働働ききやや必必要要なな量量をを理理解解しし、、興興味味ををももっってて食食べべよよううととすするる意意欲欲をを高高めめるる  家家庭庭科科  

６６  学学級級活活動動  
「「生生活活習習慣慣病病をを予予防防ししよようう」」  
高高学学年年でではは睡睡眠眠不不足足・・運運動動不不足足・・偏偏っったた食食生生活活ななどど生生活活実実態態のの課課題題がが見見らら
れれ、、そそののよよううなな生生活活がが習習慣慣化化すするるここととでで生生活活習習慣慣病病にに結結びびつつくくここととをを知知らら
せせ、、健健康康にによよいい生生活活をを実実践践すするる力力をを育育ててるる。。  

体体育育科科保保健健  

【中中学学校校 33 年年間間】 

教教  科科  題題  材材  名名  媒媒  体体  関関連連教教科科  
栄栄養養士士  

参参加加形形態態  
  「「世世界界のの文文化化とと日日本本のの文文化化」」  

〜〜給給食食をを通通ししてて見見るる世世界界〜〜  パパワワーーポポイインントト  道道徳徳科科  全全体体講講義義  

家家庭庭科科  「「食食中中毒毒のの予予防防」」  
調調理理実実習習前前にに教教科科書書にに基基づづいいてて学学習習すするる。。  

教教科科書書、、指指導導資資料料  
ワワーーククシシーートト  家家庭庭科科  TTTT  

家家庭庭科科  「「自自分分のの朝朝食食ををふふりり返返ろろうう」」  
６６つつのの基基礎礎食食品品群群ででババラランンススののチチェェッッククをを行行うう。。    家家庭庭科科  TTTT  

家家庭庭科科  「「食食品品のの選選択択とと購購入入」」  
ココンンビビ二二商商品品のの選選びび方方をを考考ええるる。。  パパワワーーポポイインントト  家家庭庭科科  TTTT  

  
「「生生活活習習慣慣病病ととそそのの予予防防」」  
骨骨粗粗ししょょうう症症、、アアレレルルギギーー、、水水分分補補給給等等ににつついいてて
考考ええるる。。  

  家家庭庭科科  
保保健健体体育育科科  

TTTT  

数数学学科科  
11 年年「「第第 77 章章  資資料料のの分分析析とと活活用用  
−−33 節節  近近似似値値とと有有効効数数字字−−考考ええててみみよようう  
≪≪ヒヒスストトググララムム≫≫11 学学期期にに行行うう食食生生活活アアンンケケーートト
集集計計表表をを教教材材ととししてて活活用用すするる。。  

食食生生活活アアンンケケーートト  
集集計計表表  数数学学科科  資資料料提提供供  

 

橿橿原原市市  朝朝ごごははんん指指導導計計画画  
  学学

年年  
教教材材名名  内内  容容  教教材材のの種種類類等等  教教科科ととのの  

関関連連  

小小
学学
校校  

１１  
「「すすごごいいぞぞ！！  
朝朝ごごははんんののパパワワ
ーー」」  

学学校校探探検検にに出出かかけけたた 11 年年生生のの友友だだちちがが、、途途中中でで体体調調
がが悪悪くくななりりまますす。。朝朝ごごははんんををききちちんんとと食食べべててここななかか
っったたここととがが原原因因ででししたた。。先先生生ははみみんんななにに朝朝ごごははんんのの
大大切切ささををおお話話ししししまますす。。  

紙紙芝芝居居  特特別別活活動動  

２２  「「ああささごごははんんでで  
ももりりももりりげげんんきき」」  

遠遠足足にに出出かかけけたたかかばばくくんん、、途途中中でで歩歩けけななくくななりりまましし
たた。。おお医医者者ささんんかからら朝朝ごごははんんをを食食べべててここななかかっったたかか
ららとと教教ええらられれまますす。。友友だだちちかかららおお弁弁当当ををももららっってて、、
みみんんななでで遠遠足足をを楽楽ししむむここととががででききままししたた。。  

紙紙芝芝居居  特特別別活活動動  

３３  「「朝朝ごごははんんパパワワーー
でで元元気気ににななろろうう」」  

朝朝寝寝坊坊ばばかかりりでで朝朝ごごははんんをを食食べべなないいけけいいたたくくんんののおお
話話ししでですす。。朝朝ごごははんんをを食食べべるるとと体体がが温温かかくくななっってて元元
気気にに勉勉強強やや運運動動ががででききるるよよううににななりりまますす。。  

ペペーーププササーートト  
保保健健  
「「かかけけががええ
ののなないい健健
康康」」  

４４  
「「朝朝ごごははんんでで３３つつ
ののススイイッッチチをを入入れれ
よようう」」  

元元気気くくんんシシーートトをを使使っってて、、朝朝ごごははんんにによよっってて「「脳脳のの
目目覚覚ままししススイイッッチチ」」「「かかららだだのの目目覚覚ままししススイイッッチチ」」
「「おおななかかののススイイッッチチ」」がが入入るるここととをを学学習習ししまますす。。  

指指導導資資料料  
元元気気くくんんシシーートト  
絵絵カカーードド  

保保健健  
「「よよりりよよくく
育育つつたためめのの
生生活活」」  

５５  「「食食べべてていいまますす
かか？？朝朝ごごははんん」」  

朝朝ごごははんんをを食食べべるるとと 33 つつののススイイッッチチがが入入りりまますす。。栄栄
養養ババラランンススををよよくくすするるここととででささららにに良良いい効効果果がが出出まま
すす。。33 つつののススイイッッチチをを入入れれるるたためめのの栄栄養養ババラランンススのの
良良いい朝朝ごごははんんににつついいてて学学習習ししまますす。。  

紙紙芝芝居居  
家家庭庭科科  
「「食食べべてて元元
気気にに」」  

６６  
「「朝朝ごごははんん  
ちちゃゃんんとと食食べべ
たた？？」」  

朝朝ごごははんんはは、、栄栄養養ババラランンススよよくく食食べべるるここととがが大大切切でで
すす。。三三色色栄栄養養・・五五大大栄栄養養素素をを復復習習ししななががらら、、理理想想的的
ななメメニニュューーをを提提案案ししまますす。。食食べべるるととききはは、、五五感感をを使使
っってて美美味味ししささをを感感じじ、、家家族族そそろろっってて楽楽ししくく食食べべまましし
ょょうう  

奈奈良良県県教教育育  
委委員員会会    
食食育育ＤＤＶＶＤＤ  

家家庭庭科科  
「「食食べべてて元元
気気にに」」  
「「いいたためめてて
作作ろろうう朝朝食食
ののおおかかずず」」  

中中
学学
校校  

１１  「「めめざざめめるる  
朝朝ごごははんん」」  

アアンンケケーートト結結果果をを基基にに朝朝ごごははんんのの大大切切ささをを学学びび、、実実
線線意意欲欲をを持持たたせせまますす。。  

パパワワーーポポイインントト  
掲掲示示物物  
ワワーーククシシーートト  

保保健健体体育育科科  

２２  「「朝朝ごごははんんのの  
レレベベルルアアッッププ」」  

朝朝ごごははんんをを食食べべるるここととのの重重要要性性にに加加ええ、、ババラランンススのの
よよいい朝朝ごごははんんににスステテッッププアアッッププししてていいくく過過程程をを学学びび
まますす。。  

掲掲示示物物  
配配布布物物  家家庭庭科科  

３３  「「受受験験にに大大切切なな  
朝朝ごごははんん」」  

受受験験にに向向けけ、、脳脳のの活活動動やや生生活活習習慣慣をを知知っってて、、朝朝食食のの
大大切切ささをを学学びびまますす。。卒卒業業後後のの将将来来をを見見据据ええ、、健健康康にに
過過ごごせせるるよようう働働ききかかけけまますす。。  

掲掲示示物物  
配配布布物物  保保健健体体育育科科  
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一 般 演 題 発 表 

 
 

また，市の関係部局や団体と連携，協議を行い， 

作付け段階から計画的に地場産物を取り入れられる

ようになり，地場産物の使用割合が増加した。さら

に，モデル校の授業を公開し，市内学校栄養職員・

栄養教諭等がチームとして授業実践に取り組んだ結

果，各校の食に関する指導の時間数増加につながっ

た。 

（２）学校給食献立が一層充実し，本校では給食の

残量が減少した。 

（３）児童自らが課題に気づくよう働きかけること

ができ，それを家庭と共有することで，家庭での食

生活・生活習慣の改善が見られた。 

また，地域のゲストティーチャーを迎えての体験

活動は，児童の食べ物に対する気持ちに良い変化を

もたらし，理解がより深まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）教科横断的・系統的に食育を実施し，校内で

の食育推進体制の整備や職員間の協同に努めたり，

家庭，地域への積極的な発信をしたりしたことで，

保護者や教職員の食育に対する意識の向上につなが

った。 

４【考察】 
朝食摂取については，「毎日食べる」「週に４～

５日食べる」と回答した児童が増えた。食に関する

指導や「朝ごはん指導計画」実施の効果と考える。

保護者の回答も同様に増えていることから，朝食を

テーマにした料理教室や講演会開催によって家庭へ

の啓発ができたといえる。今後は「週に１日」「ほ

とんどない」と回答した児童，保護者に対するアプ

ローチを検討する必要がある。 

また，食育プログラムに基づいた計画的・系統的

な食事の重要性についての指導が，実生活での実践

力につながったと考えられる。今後も栄養教諭が中

核となり，家庭を巻き込み，計画的・効果的な指導

を継続する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

文部科学省「つながる食育推進事業」事前事後アンケート結果（抜粋） 

Q：朝食を毎日食べますか？ 
(ｱ)ほとんど毎日(ｲ)週に 4～5 日(ｳ)週に 2～3 日(ｴ)週に 1 日
程度(ｵ)ほとんどない 

554422人人

552211人人

3399人人

2288人人 1144人人

1111人人

88人人

22人人

1155人人

88人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

555500人人

550011人人

2255人人

1166人人

88人人

88人人

44人人

11人人

66人人

44人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

児童 

保護者 

Q：主食・主菜・副菜を３つそろえて食べることが，１日に２回
以上ありますか？（学校給食も１回に数えます） 
(ｱ)ほとんど毎日(ｲ)週に 4～5 日(ｳ)週に 2～3 日(ｴ)週に 1 日
程度(ｵ)ほとんどない 

441111人人

339966人人

113388人人

112277人人

5566人人

3377人人

88人人

33人人

1111人人

1144人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ

440044人人

337788人人

112266人人

110033人人 4499人人

4400人人

44人人

44人人

88人人

33人人

２２回回目目

１１回回目目

アア イイ ウウ エエ オオ保護者 

児童 

橿橿原原市市食食育育ププロロググララムム  
【小小学学校校 66 年年間間】 

学学年年  教教  科科  題題  材材  名名  関関連連教教科科  

１１  
学学級級活活動動  「「たたべべももののののななままええををししろろうう」」  

食食べべ物物にに関関心心をを持持ちち、、苦苦手手ななももののもも食食べべててみみよよううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  国国語語科科  

学学級級活活動動  「「ききゅゅううししょょくくががででききるるままででををししろろうう」」  
給給食食ががどどののよよううにに作作らられれるるかかをを知知りり、、感感謝謝のの気気ももちちでで食食べべるるよようう働働ききかかけけるる  生生活活科科  

２２  学学級級活活動動  

「「食食べべももののののははたたららききをを知知ろろうう」」  
食食べべ物物のの働働きき（（栄栄養養三三色色））をを知知りり、、いいろろいいろろなな食食べべ物物をを好好きき嫌嫌いいななくく食食べべよよ
ううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  
「「野野菜菜ととななかかよよししににななろろうう」」  
野野菜菜のの働働ききをを知知りり、、好好きき嫌嫌いいななくくすすすすんんでで食食べべよよううととすするる意意欲欲をを持持つつ。。  

生生活活科科  

３３  
学学級級活活動動  

「「生生活活ののリリズズムムををととととののええよようう」」  
早早ねね早早起起きき朝朝ごごははんんのの効効果果をを知知りり、、すすすすんんでで規規則則正正ししいい生生活活ををししよよううととすするる
意意欲欲をを持持つつ。。  

体体育育科科保保健健  

学学級級活活動動  
「「大大豆豆ははかかせせににななろろうう」」  
大大豆豆のの栄栄養養ややいいろろいいろろなな食食品品ととししてて有有効効にに利利用用さされれてていいるるここととななどどをを知知りり、、
健健康康をを考考ええてて生生活活ししてていいくく力力をを育育ててるる。。  

国国語語科科  

４４  
学学級級活活動動  

「「カカルルシシウウムムのの働働ききをを知知ろろうう」」  
成成⻑⻑期期にに大大切切なな骨骨ををじじょょううぶぶににすするる栄栄養養やや生生活活習習慣慣をを知知りり、、実実践践ししよよううととすす
るる力力をを育育ててるる。。  

体体育育科科保保健健  

学学級級活活動動  
「「食食生生活活をを考考ええよようう」」  
食食べべ物物のの働働ききをを知知りり、、栄栄養養ババラランンススよよくくいいろろいいろろ食食べべ物物をを食食べべよよううととすするる意意
欲欲をを持持つつ。。  

体体育育科科保保健健  

５５  学学級級活活動動  「「野野菜菜をを食食べべよようう」」  
野野菜菜のの働働ききやや必必要要なな量量をを理理解解しし、、興興味味ををももっってて食食べべよよううととすするる意意欲欲をを高高めめるる  家家庭庭科科  

６６  学学級級活活動動  
「「生生活活習習慣慣病病をを予予防防ししよようう」」  
高高学学年年でではは睡睡眠眠不不足足・・運運動動不不足足・・偏偏っったた食食生生活活ななどど生生活活実実態態のの課課題題がが見見らら
れれ、、そそののよよううなな生生活活がが習習慣慣化化すするるここととでで生生活活習習慣慣病病にに結結びびつつくくここととをを知知らら
せせ、、健健康康にによよいい生生活活をを実実践践すするる力力をを育育ててるる。。  

体体育育科科保保健健  

【中中学学校校 33 年年間間】 

教教  科科  題題  材材  名名  媒媒  体体  関関連連教教科科  
栄栄養養士士  

参参加加形形態態  
  「「世世界界のの文文化化とと日日本本のの文文化化」」  

〜〜給給食食をを通通ししてて見見るる世世界界〜〜  パパワワーーポポイインントト  道道徳徳科科  全全体体講講義義  

家家庭庭科科  「「食食中中毒毒のの予予防防」」  
調調理理実実習習前前にに教教科科書書にに基基づづいいてて学学習習すするる。。  

教教科科書書、、指指導導資資料料  
ワワーーククシシーートト  家家庭庭科科  TTTT  

家家庭庭科科  「「自自分分のの朝朝食食ををふふりり返返ろろうう」」  
６６つつのの基基礎礎食食品品群群ででババラランンススののチチェェッッククをを行行うう。。    家家庭庭科科  TTTT  

家家庭庭科科  「「食食品品のの選選択択とと購購入入」」  
ココンンビビ二二商商品品のの選選びび方方をを考考ええるる。。  パパワワーーポポイインントト  家家庭庭科科  TTTT  

  
「「生生活活習習慣慣病病ととそそのの予予防防」」  
骨骨粗粗ししょょうう症症、、アアレレルルギギーー、、水水分分補補給給等等ににつついいてて
考考ええるる。。  

  家家庭庭科科  
保保健健体体育育科科  

TTTT  

数数学学科科  
11 年年「「第第 77 章章  資資料料のの分分析析とと活活用用  
−−33 節節  近近似似値値とと有有効効数数字字−−考考ええててみみよようう  
≪≪ヒヒスストトググララムム≫≫11 学学期期にに行行うう食食生生活活アアンンケケーートト
集集計計表表をを教教材材ととししてて活活用用すするる。。  

食食生生活活アアンンケケーートト  
集集計計表表  数数学学科科  資資料料提提供供  

 

橿橿原原市市  朝朝ごごははんん指指導導計計画画  
  学学

年年  
教教材材名名  内内  容容  教教材材のの種種類類等等  教教科科ととのの  

関関連連  

小小
学学
校校  

１１  
「「すすごごいいぞぞ！！  
朝朝ごごははんんののパパワワ
ーー」」  

学学校校探探検検にに出出かかけけたた 11 年年生生のの友友だだちちがが、、途途中中でで体体調調
がが悪悪くくななりりまますす。。朝朝ごごははんんををききちちんんとと食食べべててここななかか
っったたここととがが原原因因ででししたた。。先先生生ははみみんんななにに朝朝ごごははんんのの
大大切切ささををおお話話ししししまますす。。  

紙紙芝芝居居  特特別別活活動動  

２２  「「ああささごごははんんでで  
ももりりももりりげげんんきき」」  

遠遠足足にに出出かかけけたたかかばばくくんん、、途途中中でで歩歩けけななくくななりりまましし
たた。。おお医医者者ささんんかからら朝朝ごごははんんをを食食べべててここななかかっったたかか
ららとと教教ええらられれまますす。。友友だだちちかかららおお弁弁当当ををももららっってて、、
みみんんななでで遠遠足足をを楽楽ししむむここととががででききままししたた。。  

紙紙芝芝居居  特特別別活活動動  

３３  「「朝朝ごごははんんパパワワーー
でで元元気気ににななろろうう」」  

朝朝寝寝坊坊ばばかかりりでで朝朝ごごははんんをを食食べべなないいけけいいたたくくんんののおお
話話ししでですす。。朝朝ごごははんんをを食食べべるるとと体体がが温温かかくくななっってて元元
気気にに勉勉強強やや運運動動ががででききるるよよううににななりりまますす。。  

ペペーーププササーートト  
保保健健  
「「かかけけががええ
ののなないい健健
康康」」  

４４  
「「朝朝ごごははんんでで３３つつ
ののススイイッッチチをを入入れれ
よようう」」  

元元気気くくんんシシーートトをを使使っってて、、朝朝ごごははんんにによよっってて「「脳脳のの
目目覚覚ままししススイイッッチチ」」「「かかららだだのの目目覚覚ままししススイイッッチチ」」
「「おおななかかののススイイッッチチ」」がが入入るるここととをを学学習習ししまますす。。  

指指導導資資料料  
元元気気くくんんシシーートト  
絵絵カカーードド  

保保健健  
「「よよりりよよくく
育育つつたためめのの
生生活活」」  

５５  「「食食べべてていいまますす
かか？？朝朝ごごははんん」」  

朝朝ごごははんんをを食食べべるるとと 33 つつののススイイッッチチがが入入りりまますす。。栄栄
養養ババラランンススををよよくくすするるここととででささららにに良良いい効効果果がが出出まま
すす。。33 つつののススイイッッチチをを入入れれるるたためめのの栄栄養養ババラランンススのの
良良いい朝朝ごごははんんににつついいてて学学習習ししまますす。。  

紙紙芝芝居居  
家家庭庭科科  
「「食食べべてて元元
気気にに」」  

６６  
「「朝朝ごごははんん  
ちちゃゃんんとと食食べべ
たた？？」」  

朝朝ごごははんんはは、、栄栄養養ババラランンススよよくく食食べべるるここととがが大大切切でで
すす。。三三色色栄栄養養・・五五大大栄栄養養素素をを復復習習ししななががらら、、理理想想的的
ななメメニニュューーをを提提案案ししまますす。。食食べべるるととききはは、、五五感感をを使使
っってて美美味味ししささをを感感じじ、、家家族族そそろろっってて楽楽ししくく食食べべまましし
ょょうう  

奈奈良良県県教教育育  
委委員員会会    
食食育育ＤＤＶＶＤＤ  

家家庭庭科科  
「「食食べべてて元元
気気にに」」  
「「いいたためめてて
作作ろろうう朝朝食食
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【目的】 
日本には約 45,000 人の子どもたちが社会的養護の対

象になっている（2020年10月）。社会的養護とは実親

（生みの親）とは暮らせない子どもたちを社会全体で

育て支援する仕組みである。この子どもたちの背景に

は，放任・怠惰，虐待・酷使，棄児，養育拒否，破産等

の経済的理由，親の精神疾患等の様々な事情がある。こ

のうち約 39,000 人が乳児院や児童養護施設で暮らし

ており，里親家庭で暮らしている子どもたちは約6,000
人と，OECD諸国の中で最低の水準である。特別養子

縁組の成立件数も，年間600件程度にとどまっている。

そのような中，2016年の児童福祉法改正では，子ども

が権利の主体であることを明確にし，家庭への養育支

援から代替養育までの社会的養育の充実とともに，里

親等の家庭養育優先の理念が規定された。また，実親に

よる養育が困難であれば，特別養子縁組による永続的

解決(パーマネンシー保障)や里親による養育を推進す

ることが明確にされた。2020年4月からは民法等の一

部を改正する法律が施行され，特別養子縁組の制度が

大きく変わった。養護教諭は，心身の多様な健康問題で

保健室を来室する子どもの対応に当たっており，これ

らの新制度について理解しておくことは重要である。 
【方法】 
2020 年 4 月施行の民法等の一部を改正する法律のポ

イント，特別養子縁組成立の要件を整理し，特別養子縁

組制度と縁組後の支援について整理し，学校保健の視

点から考察することを試みる。 
【結果】 
１．今回の法改正の２つのポイント 
１）特別養子の上限年齢が引き上げられた 
特別養子縁組における養子となる子どもの年齢の上

限を成立の審判の申立ての時に原則６歳未満から原則

15歳未満（15歳までに養親になる者による養育がなさ

れている場合は18歳未満）に引き上げられた。 
２）特別養子縁組は二段階の審判で成立させることに

なった 
①特別養子適格の確認の審判：実親による養育状況及

び実親の同意の有無等を判断する  
②特別養子縁組の成立の審判：養親子のマッチングを

判断する。改正前は，申立てが二段階になっておらず，

実親は特別養子の同意を審判確定まで撤回することが

可能であり，養親は不安な中で 6 ヶ月以上の試験養育

をしていた。 
２．特別養子の成立の要件について 
１）実親の同意 
養子となる子どもの実父母の同意が必要であるが，実

父母がその意思を表示できない場合または，実父母に

よる虐待，悪意の遺棄，そのほか養子となる子どもの利

益を著しく害する事由がある場合は，実父母の同意が

不要となることがある。 
２）養親の年齢 
養親となるには配偶者のいる夫婦で，25 歳以上でな

ければならない。ただし，夫婦の一方が25歳以上であ

る場合，もう一方は 20 歳以上であれば養親となれる。 
３）養子の年齢 
原則15歳未満。ただし，子どもが15歳に達する前か

ら養親となる夫婦に監護されていた場合は，18歳未満。

審判時に 15 歳以上の場合は本人の同意が必要である。 
４）半年間の監護 
縁組成立のためには，養親となる夫婦が養子となる子

どもを６ヵ月以上監護していることが必要。そのため，

縁組成立前に子どもと一緒に暮らし，その監護状況等

を考慮して，家庭裁判所が最終的に特別養子縁組の成

立を決定する。 
【考察】 
特別養子は，血縁関係のない養親と養子の間に実の

親子と同様の親族関係を生じさせ実親と養子の親族

関係を消滅させる，「子のための養子制度」である。

縁組成立可能時期は学齢期となったこと，また15歳

未満であっても，特別養子縁組については子ども本人

の意思を十分に考慮するよう求められていることから，

子ども本人からの相談があることも十分考えられる。

養子縁組成立前の半年間の監護の時期は，養親となる

夫婦も養子となる子どもも不安な時期であることを十

分理解した上で，いわゆる「命の授業」や「生い立ちの

授業」等の保健教育その他の授業に配慮が必要である。 
（本研究は JSPS 科研費 JP18H01001 の助成を受

けたものです） 
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そのような中，2016年の児童福祉法改正では，子ども

が権利の主体であることを明確にし，家庭への養育支

援から代替養育までの社会的養育の充実とともに，里

親等の家庭養育優先の理念が規定された。また，実親に
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15歳未満（15歳までに養親になる者による養育がなさ
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２）特別養子縁組は二段階の審判で成立させることに
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養子となる子どもの実父母の同意が必要であるが，実

父母がその意思を表示できない場合または，実父母に

よる虐待，悪意の遺棄，そのほか養子となる子どもの利
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【目的】 
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刻化している。学校で実施される性教育の多くは，知識

を一方的に伝えるのみに留まり，生徒は自分に関係す

る問題であるという意識は低い。そこで生徒が自分に

も関係する問題として捉え，意識・行動変容を促す性教

育を目指してWYSH教育に取り組んだ。WYSH教育

は，生徒の現状を事前にアンケート調査で把握し，予防

教育を知識技術教育の観点を超え，人生の夢・希望や人

としてのより根本的な価値観の中に位置づけるといっ

た特徴がある。また意識・行動変容を促すために，社会

疫学で利用する理論を取り入れた教育方法になってい

る。講義を聴くだけではなく，ワークを取り入れ生徒自

身が自分たちで考え，意見を交流し合うことで，自分た

ちで自分にも関係している問題であると気づくことを

目標としている。 
【対象及び方法】 

2008年に，京都府内のA高等学校2年生288人（男

子145人，女子143人）を対象にWYSH教育を実施

し，その前後に無記名自記式のアンケート調査を実施

した。授業は，初めにエイズ，妊娠，性感染症をテーマ

とした一斉講義を行った。内容として，エイズという自

分たちには遠い問題から妊娠，性感染症という身近な

問題へと近づけることにより，「自分にも関係している」

という意識づけをした。実際に行われている予防方法

が有効なのかを生徒と一緒に考え，最後は性関係を持

たないことも予防方法の 1 つであるという考えを提示

した。これは，性経験へと駆り立てるピアプレッシャー

から解放するためである。講義後，各 HR 教室でワー

クを実施した。講義は性（身体）に関することであり，

ワークは生き方について考える授業になるため，講義

とワークの間に動画を見せ，授業に繋がりを持たせた。

動画は生徒の笑顔や普段の姿を映し出し，最後に「あな

たはどんなふうに生きていきたいですか」というメッ

セージを投げかけた。ワークのテーマは，WYSH教育

の特徴の 1 つである，未来に希望を持つことが予防行

動に繋がることを意識し，①どのような人になりたい

か（グループワーク）②800 日後の自分へ手紙を書く

（個人ワーク）とした。 
 

【結果】 
１．エイズ，妊娠，性感染症に関する知識 
アンケート調査において「性感染症に感染すると不

妊の可能性がある」という質問に正確な回答をしたの

は，実施前23.4％だったのが，実施後には60.5％にな

った。その他，知識を問う項目の多くで20％以上の高

まりがみられた。しかし，エイズに関する知識の中で，

治療や検査についての知識は実施前後ともに正確な回

答率が低かった。これは講義が性感染症を中心とした

内容になっていたため，大きな変化はみられなかった

と考える。 
２．性意識・リスク認知 
「自分自身が交際しているとしたら高校 2 年生で自

分が性関係を持つことをどう思うか」という性意識を

尋ねる質問に対して，「かまわないと思う」と回答した

者は，実施前36.4％，実施後40.2％となった。実施前

の調査は7月，実施後の調査は12月に行っており，交

際している生徒も多くなり性意識については大きな変

化はみられなかったと考える。 
「将来，自分が性感染症にかかることがあると思うか」

というリスク認知を尋ねる質問では，「かなりあると思

う」「ありそうだと思う」と回答した者が，実施前20.8％，

実施後 27.3％となり，特に女子でリスク認知の高まり

がみられた。妊娠や性感染症のリスクが女子にとって

大きいことから，より効果がみられたと考えられる。 
３.希望を持てたか 
未来へ希望を持てるようになったかについて「あな

たは一日一日を大切に生きようとしていますか」とい

う質問では，「はい」と回答した者が，実施前 45.4％，

実施後 47.3％という結果になった。数値として大きな

変化はなかったが，生徒の感想には「自分の生き方につ

いてもっと改めて考えられるようになった」「将来自分

が幸せに暮らせているように今の自分がちゃんと責任

を持って生きていきたいと思った」といった回答が多

くみられた。 
【考察】 
事前調査を行うことで目の前にいる生徒にあった性

教育を実施し，ワークを通じて生徒自身が考える時間

を持つことで自分にも関係している問題であると捉え

ることができた。しかしこの一度の性教育で，予防行動

を継続していくことは困難であり，保健体育科や家庭

科といった教科とも連携し，様々な場面で予防行動が

継続されるようアプローチしていく必要がある。 
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古山美穂（大阪府立大学大学院看護学研究科） 
 
キーワード：要支援児童，多職種連携，横断的連携，受診，体制づくり 
 
【目的】 
思春期の子どもと関わっている専門家が，要保護・

要支援児童ではないかと疑った時に同僚，多職種，

支援機関との連携において，円滑に連携できたとす

る要因について明らかにする。 
【方法】ケース・スタディ 
本ケースに関わった養護教諭，助産師には半構造

化面接でデータ収集も行った。ケースの分析には自

己決定理論（SDT：Deri&Rian,1985,2002）を用い

た。人が行動を起こす際，動機づけが作用している

と捉え，何も考えていない無動機，義務，賞罰，強制

による外発的動機づけ，内発的動機づけの 3 つがあ

り，進むほど自己決定の度合いが高く，行動に結び

つきやすいとしている。SDT では外発的動機づけで

あっても内面化と統合の過程で自己決定的になる場

合もあるとしている。外発的動機づけには「周りに

言われたから避妊する」等の外的調整，「相手に嫌わ

れたくないから避妊する」等の取り入れ的調整，そ

の後内面化と統合により「自分がそうしたいから行

動する」同一視的調整，統合的調整へと進む。また動

機づけを高める要因として自律性（自らが決定した

いという欲求），有能感（自分ができるという自信），

関係性がある。倫理的配慮のため，ケースが特定され

るような情報は省き，多職種連携の状況と課題を示す。

所属機関の研究倫理委員会で承認を得た（申請番号

2020-44）。 
【ケース紹介】 
 不登校傾向にある中学生女児の性感染症罹患と妊娠

を養護教諭が疑い，養護教諭が中心となって管理職，担

任，関係教師等学校における受診勧奨を主とする支援

体制を整備した。養護教諭と産婦人科医療施設の助産

師が連携し，助産師が女児の受診前面談，受診中の寄り

添い，親も含めた受診後のモニタリングを中学校卒業

まで行った。受診継続，服薬継続で，性感染症の治療を

十分とまではいかなかったが受けることができた。助

産師は院長，看護部長等の管理職に理解と了解を得て，

女児の受診に合わせて外来勤務をした。女児が安心し

て受診するために，要支援児童に配慮可能な医師が担

当できるよう，医師や外来の看護職への事前説明も含

め根回しを行った。助産師は女児の状況や思いをひた

すら傾聴し，信頼関係を構築し，性活動を繰り返すし

かない養育環境を理解し，性感染症による不妊等の

健康被害，予防教育や家族も含めた支援を行った。

言葉や紙媒体のリーフレット利用ではなく，携帯電

話のカレンダー機能を使って服薬管理，月経周期と

性行動の管理を提案し，女児の有能感を高める教育

支援を行った。女児は「自分の置かれた環境を理解

し，自他共に心身の健康を大切する」ための知識を

獲得し，行動は一旦変容したが，継続しなかった。養

護教諭と助産師は，2017年に発足した地元の教育・医

療・保健・福祉の専門家で構成する「思春期の子どもを

支える会」に参加し，顔が見える（人柄や価値観などを

双方が認知し信用している）関係を構築していた。 
【結果・考察】 
1.支援による自己決定能力の向上 
 受診行動については，無動機だった状態から外的調

整，性感染症を治療したいという取り入れ的調整，同一

視的調整まで進んだと考えられる。教師は強制で動機

づけたわけではなく，女児の登校や「受診してもいい」

という自発的な意志の出現に合わせていた。養護教諭

がいつでも受診に付き添えるよう，保健室の担当を配

置する等，学校の支援体制整備も良かった。受入医療施

設も，柔軟に対応できるよう助産師がチームを組んで

いた。女児には自律性は確認できなかったが，養護教諭

や助産師に加え，彼女らの働きかけで親が受診に付き

添ったり等，女児に関心と愛情を示す関係性が受診や

服薬行動の動機づけを高めたと思われた。性感染症や

望まない妊娠について知識や行動を伝える外発的動機

づけは小中学校の教育でも行っているが，内面化と統

合の進化は子どもの認知，養育環境等により1 人1 人

異なり，時間も必要である。学童期以前から中学校卒業

後の思春期までの切れ目ない支援体制が望まれる。 
2.多職種連携における今後の課題 
円滑に連携できた要因には，［既存のシステムに囚わ

れない養護教諭と助産師の信念と同僚や学校・施設へ

の働きかけ］［養護教諭と助産師の（女児への支援や仲

間づくりの）熟練スキル］［顔が見える場の存在］があ

った。課題は［熟練スキルの共有や継承］，事前面談や

予防教育・家族支援は無料奉仕であったため，こうした

予防支援に対する［経済システム構築］が考えられた。 
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大西祐子（京都府立木津高等学校） 
 
キーワード：高校生 性教育 WYSH 教育 
 
【目的】 
妊娠や性感染症といった若者の性に関する問題は深

刻化している。学校で実施される性教育の多くは，知識

を一方的に伝えるのみに留まり，生徒は自分に関係す

る問題であるという意識は低い。そこで生徒が自分に

も関係する問題として捉え，意識・行動変容を促す性教

育を目指してWYSH教育に取り組んだ。WYSH教育

は，生徒の現状を事前にアンケート調査で把握し，予防

教育を知識技術教育の観点を超え，人生の夢・希望や人

としてのより根本的な価値観の中に位置づけるといっ

た特徴がある。また意識・行動変容を促すために，社会

疫学で利用する理論を取り入れた教育方法になってい

る。講義を聴くだけではなく，ワークを取り入れ生徒自

身が自分たちで考え，意見を交流し合うことで，自分た

ちで自分にも関係している問題であると気づくことを

目標としている。 
【対象及び方法】 

2008年に，京都府内のA高等学校2年生288人（男

子145人，女子143人）を対象にWYSH教育を実施

し，その前後に無記名自記式のアンケート調査を実施

した。授業は，初めにエイズ，妊娠，性感染症をテーマ

とした一斉講義を行った。内容として，エイズという自

分たちには遠い問題から妊娠，性感染症という身近な

問題へと近づけることにより，「自分にも関係している」

という意識づけをした。実際に行われている予防方法

が有効なのかを生徒と一緒に考え，最後は性関係を持

たないことも予防方法の 1 つであるという考えを提示

した。これは，性経験へと駆り立てるピアプレッシャー

から解放するためである。講義後，各 HR 教室でワー

クを実施した。講義は性（身体）に関することであり，

ワークは生き方について考える授業になるため，講義

とワークの間に動画を見せ，授業に繋がりを持たせた。

動画は生徒の笑顔や普段の姿を映し出し，最後に「あな

たはどんなふうに生きていきたいですか」というメッ

セージを投げかけた。ワークのテーマは，WYSH教育

の特徴の 1 つである，未来に希望を持つことが予防行

動に繋がることを意識し，①どのような人になりたい

か（グループワーク）②800 日後の自分へ手紙を書く

（個人ワーク）とした。 
 

【結果】 
１．エイズ，妊娠，性感染症に関する知識 
アンケート調査において「性感染症に感染すると不

妊の可能性がある」という質問に正確な回答をしたの

は，実施前23.4％だったのが，実施後には60.5％にな

った。その他，知識を問う項目の多くで20％以上の高

まりがみられた。しかし，エイズに関する知識の中で，

治療や検査についての知識は実施前後ともに正確な回

答率が低かった。これは講義が性感染症を中心とした

内容になっていたため，大きな変化はみられなかった

と考える。 
２．性意識・リスク認知 
「自分自身が交際しているとしたら高校 2 年生で自

分が性関係を持つことをどう思うか」という性意識を

尋ねる質問に対して，「かまわないと思う」と回答した

者は，実施前36.4％，実施後40.2％となった。実施前

の調査は7月，実施後の調査は12月に行っており，交

際している生徒も多くなり性意識については大きな変

化はみられなかったと考える。 
「将来，自分が性感染症にかかることがあると思うか」

というリスク認知を尋ねる質問では，「かなりあると思

う」「ありそうだと思う」と回答した者が，実施前20.8％，

実施後 27.3％となり，特に女子でリスク認知の高まり

がみられた。妊娠や性感染症のリスクが女子にとって

大きいことから，より効果がみられたと考えられる。 
３.希望を持てたか 
未来へ希望を持てるようになったかについて「あな

たは一日一日を大切に生きようとしていますか」とい

う質問では，「はい」と回答した者が，実施前 45.4％，

実施後 47.3％という結果になった。数値として大きな

変化はなかったが，生徒の感想には「自分の生き方につ

いてもっと改めて考えられるようになった」「将来自分

が幸せに暮らせているように今の自分がちゃんと責任

を持って生きていきたいと思った」といった回答が多

くみられた。 
【考察】 
事前調査を行うことで目の前にいる生徒にあった性

教育を実施し，ワークを通じて生徒自身が考える時間

を持つことで自分にも関係している問題であると捉え

ることができた。しかしこの一度の性教育で，予防行動

を継続していくことは困難であり，保健体育科や家庭

科といった教科とも連携し，様々な場面で予防行動が

継続されるようアプローチしていく必要がある。 
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要要支支援援児児童童をを疑疑うう子子どどももへへのの多多職職種種連連携携のの実実際際  
  

古山美穂（大阪府立大学大学院看護学研究科） 
 
キーワード：要支援児童，多職種連携，横断的連携，受診，体制づくり 
 
【目的】 
思春期の子どもと関わっている専門家が，要保護・

要支援児童ではないかと疑った時に同僚，多職種，

支援機関との連携において，円滑に連携できたとす

る要因について明らかにする。 
【方法】ケース・スタディ 
本ケースに関わった養護教諭，助産師には半構造

化面接でデータ収集も行った。ケースの分析には自

己決定理論（SDT：Deri&Rian,1985,2002）を用い

た。人が行動を起こす際，動機づけが作用している

と捉え，何も考えていない無動機，義務，賞罰，強制

による外発的動機づけ，内発的動機づけの 3 つがあ

り，進むほど自己決定の度合いが高く，行動に結び

つきやすいとしている。SDT では外発的動機づけで

あっても内面化と統合の過程で自己決定的になる場

合もあるとしている。外発的動機づけには「周りに

言われたから避妊する」等の外的調整，「相手に嫌わ

れたくないから避妊する」等の取り入れ的調整，そ

の後内面化と統合により「自分がそうしたいから行

動する」同一視的調整，統合的調整へと進む。また動

機づけを高める要因として自律性（自らが決定した

いという欲求），有能感（自分ができるという自信），

関係性がある。倫理的配慮のため，ケースが特定され

るような情報は省き，多職種連携の状況と課題を示す。

所属機関の研究倫理委員会で承認を得た（申請番号

2020-44）。 
【ケース紹介】 
 不登校傾向にある中学生女児の性感染症罹患と妊娠

を養護教諭が疑い，養護教諭が中心となって管理職，担

任，関係教師等学校における受診勧奨を主とする支援

体制を整備した。養護教諭と産婦人科医療施設の助産

師が連携し，助産師が女児の受診前面談，受診中の寄り

添い，親も含めた受診後のモニタリングを中学校卒業

まで行った。受診継続，服薬継続で，性感染症の治療を

十分とまではいかなかったが受けることができた。助

産師は院長，看護部長等の管理職に理解と了解を得て，

女児の受診に合わせて外来勤務をした。女児が安心し

て受診するために，要支援児童に配慮可能な医師が担

当できるよう，医師や外来の看護職への事前説明も含

め根回しを行った。助産師は女児の状況や思いをひた

すら傾聴し，信頼関係を構築し，性活動を繰り返すし

かない養育環境を理解し，性感染症による不妊等の

健康被害，予防教育や家族も含めた支援を行った。

言葉や紙媒体のリーフレット利用ではなく，携帯電

話のカレンダー機能を使って服薬管理，月経周期と

性行動の管理を提案し，女児の有能感を高める教育

支援を行った。女児は「自分の置かれた環境を理解

し，自他共に心身の健康を大切する」ための知識を

獲得し，行動は一旦変容したが，継続しなかった。養

護教諭と助産師は，2017年に発足した地元の教育・医

療・保健・福祉の専門家で構成する「思春期の子どもを

支える会」に参加し，顔が見える（人柄や価値観などを

双方が認知し信用している）関係を構築していた。 
【結果・考察】 
1.支援による自己決定能力の向上 
 受診行動については，無動機だった状態から外的調

整，性感染症を治療したいという取り入れ的調整，同一

視的調整まで進んだと考えられる。教師は強制で動機

づけたわけではなく，女児の登校や「受診してもいい」

という自発的な意志の出現に合わせていた。養護教諭

がいつでも受診に付き添えるよう，保健室の担当を配

置する等，学校の支援体制整備も良かった。受入医療施

設も，柔軟に対応できるよう助産師がチームを組んで

いた。女児には自律性は確認できなかったが，養護教諭

や助産師に加え，彼女らの働きかけで親が受診に付き

添ったり等，女児に関心と愛情を示す関係性が受診や

服薬行動の動機づけを高めたと思われた。性感染症や

望まない妊娠について知識や行動を伝える外発的動機

づけは小中学校の教育でも行っているが，内面化と統

合の進化は子どもの認知，養育環境等により1 人1 人

異なり，時間も必要である。学童期以前から中学校卒業

後の思春期までの切れ目ない支援体制が望まれる。 
2.多職種連携における今後の課題 
円滑に連携できた要因には，［既存のシステムに囚わ

れない養護教諭と助産師の信念と同僚や学校・施設へ

の働きかけ］［養護教諭と助産師の（女児への支援や仲

間づくりの）熟練スキル］［顔が見える場の存在］があ

った。課題は［熟練スキルの共有や継承］，事前面談や

予防教育・家族支援は無料奉仕であったため，こうした

予防支援に対する［経済システム構築］が考えられた。 
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学学校校現現場場ににおおけけるる性性のの多多様様性性へへのの意意識識    
――公公立立小小中中学学校校教教員員へへのの実実態態調調査査結結果果よよりり  第第 22 報報――  

  
〇田中 成子 1） 津田育久子 2） 藤田圭以子 3） 森田富士子 4) 鬼頭 英明 5)   

1）たなかや助産院 2）津田助産院 3）糸氏クリニック 4) 兵庫大学） 5) 法政大学  
 
キーワード：性の多様性，学校現場，教員 
 
【目的】 
児童生徒が，健やかに学校で過ごすためには，教

員によるきめ細やかな対応が鍵となる。「性の多様性」

に関して，ゆらぎやすい時期の多くの時間を過ごす

学校現場の現状と課題を明らかにすることを目的に

教員への実態調査を実施した。 
【方法】 
助産師が性教育を実施した公立校において，学校

長の承諾が得られた小中学校教員を対象に「性の多

様性」に関する自記式アンケート調査を 2 年継続し

て実施した。 
※ここでいう「性の多様性」とは「性的指向・性自

認」「性的マイノリティ」という表現を含んだ多様な

セクシュアリティのことを意味すると定義。 
 調査項目は，基本属性：①年齢（年代）②教員キャ

リア年数 ③分掌・担当科目等。 

1. 授業等で「性の多様性」を取り上げた経験につい

て，単一選択式（4 件法）。その内容については，対

象学年・テーマについての自由記述。 
2. 在籍校における性的マイノリティ児童・生徒への

配慮や支援事項については，16 項目より選択。（具体

事例 13 項目については複数回答可） 
【結果】 
有効回答数：（対象者は校内にて抽出） 
・2019年度：A) 3中学校 n39，a)2小学校 n24  
・2020年度：B) 3中学校 n68，b)1小学校 n24  
1. 授業等で「性の多様性」を取り上げた経験：中学校

においては，指導経験がない教員数は減少した。(表 
1，2) 
表表11  授授業業等等でで「「性性のの多多様様性性」」をを取取りり上上げげたた経経験験（（中中学学校校））  

中学校での指導経験 ある ない 

A) 2019年度 46% 43% 

B)  2020年度 53% 24% 

  

表表22  授授業業等等でで「「性性のの多多様様性性」」をを取取りり上上げげたた経経験験（（小小学学校校））  

小学校での指導経験 ある ない 

a) 2019年度 54% 33% 
b)  2020年度 50% 37% 

 

 
2. 在籍校での配慮や支援事項： 
2020年度は，小中学校において，「配慮していな

い」は無回答となり「制服」「呼び方」「名簿」

が上位を占めた。（図1～4） 

 
図図11..  AA))中中学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援 図図22..  BB))中中学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援    
 
 
 
 
 
 
 
図図33..  aa))小小学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援   図図44..  bb))小小学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援  

【考察】 
講演依頼のあった公立学校での小規模調査である

が，2年目には，具体的な配慮や支援が増え，各学

校現場での取り組み事項の共有化が示唆された。中

学校においては，授業等で取り上げる機会が増えて

いることも推察され，2015年 の文科省通知 1)の内

容実践が伺われた。児童生徒が自ら内に抱える思い

の表出に対し，さらなる支援体制の充実を期待す

る。今後，地域における専門相談機関との連携のあ

り方についても具体的な方策を検討していきたい。 
参参考考資資料料：：  

11))「「性性同同一一性性障障害害にに係係るる児児童童生生徒徒にに対対すするるききめめ細細かかなな対対応応のの実実施施  

等等ににつついいてて」」（（平平成成2277年年44月月3300日日  児児童童生生徒徒課課長長通通知知））  
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知知的的障障害害ののああるる児児童童生生徒徒にに対対すするる包包括括的的性性教教育育のの展展開開にに向向けけてて  
――卒卒業業生生とと教教師師へへののイインンタタビビュューー調調査査よよりり――  

  
  〇鶴岡尚子１） 林修２） 

1)和歌山大学教育学部附属特別支援学校 2)和歌山大学 
 
キーワード：知的障害 包括的性教育 ライフストーリー 卒業生の意識 教師の意識 
 
【目的】 
近年，国際的にみる性教育は，包括的セクシュアリテ

ィ教育（包括的性教育）が急速な拡がりを見せている。

特に，性的健康という観点からの性の学習は，今日，人

間の権利として位置づけられ，諸外国では性教育の制

度的基盤の整備が進んでいる。しかしながら，日本の学

校教育では，未だそうした動きは十分ではなく，特に，

知的障害児に対する性教育は看過されていると言わざ

るを得ない。こうした現状を踏まえ，知的障害児への包

括的性教育の在り方を探ろうとするところに本研究の

目的がある。すなわち，知的障害特別支援学校における

包括的性教育モデルの仮説と実践の可能性を探るため

の第一歩として，次の2点を検討した。 
1）知的障害当事者の性に対する意識から，これまでの

性教育に内包する問題を検討し，教育内容を仮説的に

導き出す 
2）附属特別支援学校の教師が包括的性教育を実践する

に至った過程を検討し，教師研修への基礎的資料を得

る。 
【方法】 
1．対象 

調査 1 では，知的障害の程度が軽度である卒業生 2
名（女性）を，調査 2 では，特別支援学校で，包括的

性教育を実践している教師6名（男性3名，女性3名）

をそれぞれ対象とした。 
2．調査の方法 

いずれの調査においても，各々一時間半から二時間

程度のインタビューを行い，ライフストーリー法によ

って分析を行なった。 
【結果】 
調査1 卒業生へのインタビュー結果 

 対象者からは，「恋愛関係では男性がリードするも

の」，「男性は性欲が強い」，「セックスの意義は子どもを

つくること」という発言が取り出された。こうした彼女

たちの意識が如何にしてつくられたかは大きな問題で

ある。なぜなら，いずれも包括的性教育が目指してい

る，ジェンダー平等の価値観や安全で肯定的な関係性

を構築する態度とは程遠い内容であったからである。 

「恋愛関係では男性がリードするもの」という意識

の背景には，中学時代に見た恋愛模様を描いたドラマ

や映画等のマスメディア影響が考えられた。つまり，そ

こで描かれる恋愛関係では男性が主導権をもってい 

たため，そうした男女の関係性が当然という価値観が

意図せず根付いたものと考えられた。また，「男性は性

欲が強くてセックスをしたがっている」という意識に

ついては，中学校時代に「『（男性は）性欲が強くなりや

すい』って聞いたような気もする」という漠然とした記

憶を頼りにしていたことが聴取された。この発言から

も，思春期に男性の性欲が強くなるという通説が一般

的と言ってよいほど浸透している現実が垣間見れた。

さらに，「セックス」を妊娠と直結して捉えていたこと

が「セックス」を危険なものという意識につながってい

たことが分かった。 
調査2 教師へのインタビュー結果 

 対象とした教師の中に，教職に就く以前に，性教育の

指導法について学んだ経験を有する者は全くいなかっ

た。しかし学校現場において子どもたちの性の課題と

直接的，あるいは間接的に直面したことが契機となり，

「性」は「恥ずかしいもの」「話すものではない」とい

ったイメージから，「性」は語る意義と必要性のあるも

のとして自身の中で位置づけ直されていた。そして，性

教育の目的を「自分を大事にできる子を育てる」「人権」

など肯定的に意味づけがなされたことで，狭義の性教

育のイメージから脱却していくという過程が明らかと

なった。また，一人の女性教師だけが，知的障害女性の

複合差別について語った。 
【考察】 
得られた結果から，特別支援学校における包括的性

教育の進展に向けた提案を行うことでまとめとしたい。

1）メディアの情報をジェンダーの視点から批判的に

見る学習機会の提供と，教師がジェンダー平等の視

点をもつ。 
2）性行動の多様な意味を知る学習機会と性行動に関

わる正しい知識を提供する。 
3）教員研修においては，実践の後ろ盾となるような

理論的根拠の提示，ジェンダーや知的障害女性の複

合差別についての周知，性教育カリキュラムの提案

と共通理解を求める。 

A-4 

－ 20－



学学校校現現場場ににおおけけるる性性のの多多様様性性へへのの意意識識    
――公公立立小小中中学学校校教教員員へへのの実実態態調調査査結結果果よよりり  第第 22 報報――  

  
〇田中成子 1） 津田育久子 2） 藤田圭以子 3） 森田富士子 4) 鬼頭英明 5)   

1）たなかや助産院 2）津田助産院 3）糸氏クリニック 4) 兵庫大学） 5) 法政大学  
 
キーワード：性の多様性，学校現場，教員 
 
【目的】 
児童生徒が，健やかに学校で過ごすためには，教

員によるきめ細やかな対応が鍵となる。「性の多様性」

に関して，ゆらぎやすい時期の多くの時間を過ごす

学校現場の現状と課題を明らかにすることを目的に

教員への実態調査を実施した。 
【方法】 
助産師が性教育を実施した公立校において，学校

長の承諾が得られた小中学校教員を対象に「性の多

様性」に関する自記式アンケート調査を 2 年継続し

て実施した。 
※ここでいう「性の多様性」とは「性的指向・性自

認」「性的マイノリティ」という表現を含んだ多様な

セクシュアリティのことを意味すると定義。 
 調査項目は，基本属性：①年齢（年代）②教員キャ

リア年数 ③分掌・担当科目等。 

1. 授業等で「性の多様性」を取り上げた経験につい

て，単一選択式（4 件法）。その内容については，対

象学年・テーマについての自由記述。 
2. 在籍校における性的マイノリティ児童・生徒への

配慮や支援事項については，16 項目より選択。（具体

事例 13 項目については複数回答可） 
【結果】 
有効回答数：（対象者は校内にて抽出） 
・2019年度：A) 3中学校 n39，a)2小学校 n24  
・2020年度：B) 3中学校 n68，b)1小学校 n24  
1. 授業等で「性の多様性」を取り上げた経験：中学校

においては，指導経験がない教員数は減少した。(表 
1，2) 
表表11  授授業業等等でで「「性性のの多多様様性性」」をを取取りり上上げげたた経経験験（（中中学学校校））  

中学校での指導経験 ある ない 

A) 2019年度 46% 43% 

B)  2020年度 53% 24% 

  

表表22  授授業業等等でで「「性性のの多多様様性性」」をを取取りり上上げげたた経経験験（（小小学学校校））  

小学校での指導経験 ある ない 

a) 2019年度 54% 33% 
b)  2020年度 50% 37% 

 

 
2. 在籍校での配慮や支援事項： 
2020年度は，小中学校において，「配慮していな

い」は無回答となり「制服」「呼び方」「名簿」

が上位を占めた。（図1～4） 

 
図図11..  AA))中中学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援 図図22..  BB))中中学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援    
 
 
 
 
 
 
 
図図33..  aa))小小学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援   図図44..  bb))小小学学校校ににおおけけるる配配慮慮・・支支援援  

【考察】 
講演依頼のあった公立学校での小規模調査である

が，2年目には，具体的な配慮や支援が増え，各学

校現場での取り組み事項の共有化が示唆された。中

学校においては，授業等で取り上げる機会が増えて

いることも推察され，2015年 の文科省通知 1)の内

容実践が伺われた。児童生徒が自ら内に抱える思い

の表出に対し，さらなる支援体制の充実を期待す

る。今後，地域における専門相談機関との連携のあ

り方についても具体的な方策を検討していきたい。 
参参考考資資料料：：  

11))「「性性同同一一性性障障害害にに係係るる児児童童生生徒徒にに対対すするるききめめ細細かかなな対対応応のの実実施施  

等等ににつついいてて」」（（平平成成2277年年44月月3300日日  児児童童生生徒徒課課長長通通知知））  
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知知的的障障害害ののああるる児児童童生生徒徒にに対対すするる包包括括的的性性教教育育のの展展開開にに向向けけてて  
――卒卒業業生生とと教教師師へへののイインンタタビビュューー調調査査よよりり――  

  
  〇鶴岡尚子１） 林修２） 

1)和歌山大学教育学部附属特別支援学校 2)和歌山大学 
 
キーワード：知的障害 包括的性教育 ライフストーリー 卒業生の意識 教師の意識 
 
【目的】 
近年，国際的にみる性教育は，包括的セクシュアリテ

ィ教育（包括的性教育）が急速な拡がりを見せている。

特に，性的健康という観点からの性の学習は，今日，人

間の権利として位置づけられ，諸外国では性教育の制

度的基盤の整備が進んでいる。しかしながら，日本の学

校教育では，未だそうした動きは十分ではなく，特に，

知的障害児に対する性教育は看過されていると言わざ

るを得ない。こうした現状を踏まえ，知的障害児への包

括的性教育の在り方を探ろうとするところに本研究の

目的がある。すなわち，知的障害特別支援学校における

包括的性教育モデルの仮説と実践の可能性を探るため

の第一歩として，次の2点を検討した。 
1）知的障害当事者の性に対する意識から，これまでの

性教育に内包する問題を検討し，教育内容を仮説的に

導き出す 
2）附属特別支援学校の教師が包括的性教育を実践する

に至った過程を検討し，教師研修への基礎的資料を得

る。 
【方法】 
1．対象 

調査 1 では，知的障害の程度が軽度である卒業生 2
名（女性）を，調査 2 では，特別支援学校で，包括的

性教育を実践している教師6名（男性3名，女性3名）

をそれぞれ対象とした。 
2．調査の方法 

いずれの調査においても，各々一時間半から二時間

程度のインタビューを行い，ライフストーリー法によ

って分析を行なった。 
【結果】 
調査1 卒業生へのインタビュー結果 

 対象者からは，「恋愛関係では男性がリードするも

の」，「男性は性欲が強い」，「セックスの意義は子どもを

つくること」という発言が取り出された。こうした彼女

たちの意識が如何にしてつくられたかは大きな問題で

ある。なぜなら，いずれも包括的性教育が目指してい

る，ジェンダー平等の価値観や安全で肯定的な関係性

を構築する態度とは程遠い内容であったからである。 

「恋愛関係では男性がリードするもの」という意識

の背景には，中学時代に見た恋愛模様を描いたドラマ

や映画等のマスメディア影響が考えられた。つまり，そ

こで描かれる恋愛関係では男性が主導権をもってい 

たため，そうした男女の関係性が当然という価値観が

意図せず根付いたものと考えられた。また，「男性は性

欲が強くてセックスをしたがっている」という意識に

ついては，中学校時代に「『（男性は）性欲が強くなりや

すい』って聞いたような気もする」という漠然とした記

憶を頼りにしていたことが聴取された。この発言から

も，思春期に男性の性欲が強くなるという通説が一般

的と言ってよいほど浸透している現実が垣間見れた。

さらに，「セックス」を妊娠と直結して捉えていたこと

が「セックス」を危険なものという意識につながってい

たことが分かった。 
調査2 教師へのインタビュー結果 

 対象とした教師の中に，教職に就く以前に，性教育の

指導法について学んだ経験を有する者は全くいなかっ

た。しかし学校現場において子どもたちの性の課題と

直接的，あるいは間接的に直面したことが契機となり，

「性」は「恥ずかしいもの」「話すものではない」とい

ったイメージから，「性」は語る意義と必要性のあるも

のとして自身の中で位置づけ直されていた。そして，性

教育の目的を「自分を大事にできる子を育てる」「人権」

など肯定的に意味づけがなされたことで，狭義の性教

育のイメージから脱却していくという過程が明らかと

なった。また，一人の女性教師だけが，知的障害女性の

複合差別について語った。 
【考察】 
得られた結果から，特別支援学校における包括的性

教育の進展に向けた提案を行うことでまとめとしたい。

1）メディアの情報をジェンダーの視点から批判的に

見る学習機会の提供と，教師がジェンダー平等の視

点をもつ。 
2）性行動の多様な意味を知る学習機会と性行動に関

わる正しい知識を提供する。 
3）教員研修においては，実践の後ろ盾となるような

理論的根拠の提示，ジェンダーや知的障害女性の複

合差別についての周知，性教育カリキュラムの提案

と共通理解を求める。 
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養養護護教教諭諭養養成成課課程程ににおおけけるる効効果果的的なな看看護護臨臨床床実実習習カカンンフファァレレンンススのの検検討討  
  

〇毛利春美１），久保加代子２），大西宏昭２），竹原彰雄２），森島研次２），加藤直子２） 

1）畿央大学 2）関西女子短期大学 
 
キーワード：看護臨床実習，養護教諭，カンファレンス 
 
【目的】 
本研究では，養護教諭養成課程における学外実習で

ある看護臨床実習カンファレンスの学びの現状を明ら

かにし，今後の看護臨床実習の内容や指導方法を考察

し，カンファレンスでの指導のあり方を検討するため

の基礎的資料とすることを目的とする。 
【方法】 
1．平成30 年度看護臨床実習最終カンファレンスに参

加した教員6名を対象とした。 
2．データ収集方法と分析方法 
 事前に最終カンファレンス指導案を作成し，それに

基づいて教員がカンファレンスを実施した。その後，教

員によるカンファレンス実施記録をもとに，データを

抽出した。実施記録は9病院分であった。 
データは文脈の意味を崩さないように簡潔な 1 文に

してコード化した。コードは，相違性，共通性を検討し，

類似した意味内容をもつものをグループ化しサブカテ

ゴリーとして分類を行った。サブカテゴリーの内容の

類似性に沿ってカテゴリー化し名称をつけた。信頼性・

妥当性を確保するために，分析は 4 名の研究者間の合

意が得られるまで検討を行った。実施記録には，①学生

の学びの内容 ②実習指導者の指導内容 ③教員の指

導内容 の以上 3 点についての内容をまとめたもので

ある。 
3．調査期間 
 平成31年3月3日から平成31年3月31日 
4．倫理的な配慮 
 実施記録の本研究への利用については，対象者に口

頭及び文書で説明し，同意を得た。分析段階で実施記録

から個人や実習施設が特定されないように努め，研究

結果を公表する際にも個人や実習施設が特定されるこ

とがないよう配慮した。実施記録は施錠できる場所に

て保管した。 
【結果】 
1．最終カンファレンス指導案の作成と実際 
 本実習の最終カンファレンスでは，指導案を作成し，

実施した。最終カンファレンスの所要時間は，学生人数

により異なり，学生人数2名の所要時間は約30分，学

生人数6名の所要時間は約60分に設定した。指導者参

加人数は，1 名から 8 名であった。指導案をもとに展

開した最終カンファレンスの実施記録は，9 回分を対

象に分析を行った。（回収率82％） 
本研究において，カテゴリーは【 】，サブカテゴリー

は《 》，コードは＜ ＞で示す。 
2．最終カンファレンスでの学生の学びの発表内容 
 最終カンファレンスでの学生の発表時間は 3 分程度

であることを事前に伝えている。内容は前日に整理し，

具体的事象から学んだ内容を明記し，そして今後にど

のように活かして生きたいかを発表させている。 
 カテゴリーは【コミュニケーション】【信頼関係構築】

【看護技術】【危機管理・安全対策】【チーム医療】【養

護実習にむけての自己の課題】の6つに分けられた。 
3．指導者による最終カンファレンス指導内容 
 74のコードが抽出され，【コミュニケーション】【信

頼関係構築】【観察・情報収集】【救急処置】【保健指導】

【危機管理】【チーム医療】【専門職としての必要な資

質・態度】【自己管理能力】の9つのカテゴリーに分け

られた。 
4．教員による最終カンファレンスでの指導内容 
 16のコードが抽出され，【コミュニケーション】【信

頼関係構築】【看護技術】【危機管理】【チーム医療】【専

門職としての資質】の6つのカテゴリーに分けられた。 
【考察】 
カンファレンスでの教員による実施記録から，最終

カンファレンスにおいては，「教授技術複合活用による

看護現象解説と原理への統合」「目標達成状況査定によ

る教授方略の維持と転換」「目標達成度向上のための学

生個別体験の共有化」を中心に，指導者，教員とも語ら

れていることが明らかになった。これら，役割をとおし

て，集団の凝集性，成果を達成させるためには，カンフ

ァレンスには外的刺激としての，専門知識に基づいた

オブザーバーが必要であることが示されたといえる。 
【結論】 
カンファレンスを授業の一つと位置付け，指導案を

作成し，教員による運営を展開したことで，ある一定の

成果が示された。教員，指導者共に協働し実施すること

で，学生の学びと自己の課題が明確になり，次の養護実

習への動機づけになることが分かった。また，専門職業

人として社会で必要な態度が，実習指導を通して自己

を振り返る機会となっていることも明らかになった。 
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外外部部講講師師にによよるる学学校校ににおおけけるる性性教教育育でで期期待待さされれるるテテーーママ  
―公立中学校教員への実態調査結果よりー 

    
〇田中成子 1)  津田愛梨 2）  鬼頭英明 3） 

1）たなかや助産院 2）生きる性研究会 3) 法政大学  
 
キーワード：学校現場，性教育，外部講師 
  
【目的】 
コロナ禍による長期にわたる臨時休校があった

2020 年度は，「生きる力」に加え，自らの健康と

安全について主体的に考え，柔軟に対応する力を

育成する健康教育が一層もとめられる状況となっ

た。そこで，医療従事者等の外部講師による性教

育について，教員が求める意識を明らかにし，効

果的な教育実践を検討するため実態調査を行った。 
【方法】 

2020 年度，助産師が教員向けの性教育講話を実

施した A 市立の中学校において，学校長の承諾が

得られた９校の教員を対象に「性の多様性・性教

育」に関する自記式アンケート調査を実施した。 
 調査項目は，基本属性：①年齢（年代）②教員 

キャリア年数 ③分掌・担当科目等。 
1. 外部講師が行う学校における生徒への性教育に，

特に期待されるテーマを 15 項目から 3 つ選んで

記入。2. 選んだ理由や生徒への性教育について具

体的に希望する内容を自由記述とした。 
【結果】 
有効回答数：n=177（調査対象者は学内にて抽

出） 

 1. 外部講師が行う学校における生徒への性教育

に対して 期待されるテーマについては， 
①多様性（LGBTQ+）・パートナーシップ/自
分らしく生きる・共に生きる②性意識と性行動

の選択 ③生命の大切さ④ デート DV/身を守る

行動 ⑤性感染症とその予防⑤具体的な避妊法の

順に多かった。（表 1） 
2. 選んだ理由としては，「（外部講師の方が）

正しい知識/新しい情報/専門性/経験した現場の

話/具体性/伝わりやすい/残りやすい/相談できる/
教員では難しい/深い話は知識不足」という記述

が確認できた。 

表表 11..  外外部部講講師師がが行行うう学学校校ににおおけけるる生生徒徒へへのの性性教教育育にに  

期期待待さされれるるテテーーママ  

テテーーママ（（全全 1155 項項目目））  合合計計  //  
選選択択数数  

平平均均  //    
割割合合  

⑪⑪  性性のの多多様様性性（（LLGGBBTTQQ＋＋））・・パパーー

トトナナーーシシッッププ//自自分分ららししくく生生ききるる・・

共共にに生生ききるる  
8855  1166..44%%  

⑦⑦  性性意意識識とと性性行行動動のの選選択択  5544  1100..44%%  
①①  生生命命のの大大切切ささ  5511  99..99%%  
⑥⑥  デデーートト DDVV//身身をを守守るる行行動動  4433  88..33%%  
⑨⑨  性性感感染染症症ととそそのの予予防防  4422  88..11%%  
⑧⑧  具具体体的的なな避避妊妊法法  4422  88..11%%  
⑤⑤  ののぞぞままししいい人人間間関関係係//  
よよりりよよいいココミミュュニニケケーーシショョンン  3344  66..66%%  

⑬⑬  臨臨床床現現場場ににおおけけるるエエピピソソーードド

（（妊妊娠娠・・出出産産・・子子育育てて//  
医医療療・・相相談談場場面面））  

3344  66..66%%  

②②  妊妊娠娠・・出出産産とと健健康康  2299  55..66%%  
③③  第第二二次次性性徴徴期期//心心身身のの変変化化  2277  55..22%%  
⑩⑩  不不安安やや悩悩みみへへのの対対処処・・相相談談先先にに  
つついいてて  2266  55..00%%  

④④  心心身身のの機機能能のの発発達達とと心心のの健健康康  2244  44..66%%  
⑫⑫  ラライイフフププラランン//  家家族族計計画画・・  

家家族族形形成成ににつついいてて  1166  33..11%%  

⑭⑭  医医療療従従事事者者のの職職能能ににつついいててのの話話  88  11..66%%  
⑮⑮そそのの他他  22  00..44%%  
総総計計  551177  66..77%%  

【考察】 
外部講師による中学校での性教育に求められる

内容として，「性の多様性」に関する項目が最多

であった。この数年での法的整備に伴う取り巻く

社会の変化に学校現場での対応の難しさも示唆さ

れた。生命（いのち）の安全教育といった新しい

教育内容も昨年度より示されているが，学校カリ

キュラムにどのように取り入れていくのか喫緊の

課題である。新生活様式がもとめられる中，健や

かな学校生活を送るためにも，外部リソースであ

る講師が，学校と連携し，効果的な性教育実践を

おこなうための方策をさらに具体的に検討してい

きたい。  
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養養護護教教諭諭養養成成課課程程ににおおけけるる効効果果的的なな看看護護臨臨床床実実習習カカンンフファァレレンンススのの検検討討  
  

〇毛利春美１），久保加代子２），大西宏昭２），竹原彰雄２），森島研次２），加藤直子２） 

1）畿央大学 2）関西女子短期大学 
 
キーワード：看護臨床実習，養護教諭，カンファレンス 
 
【目的】 
本研究では，養護教諭養成課程における学外実習で

ある看護臨床実習カンファレンスの学びの現状を明ら

かにし，今後の看護臨床実習の内容や指導方法を考察

し，カンファレンスでの指導のあり方を検討するため

の基礎的資料とすることを目的とする。 
【方法】 
1．平成30 年度看護臨床実習最終カンファレンスに参

加した教員6名を対象とした。 
2．データ収集方法と分析方法 
 事前に最終カンファレンス指導案を作成し，それに

基づいて教員がカンファレンスを実施した。その後，教

員によるカンファレンス実施記録をもとに，データを

抽出した。実施記録は9病院分であった。 
データは文脈の意味を崩さないように簡潔な 1 文に

してコード化した。コードは，相違性，共通性を検討し，

類似した意味内容をもつものをグループ化しサブカテ

ゴリーとして分類を行った。サブカテゴリーの内容の

類似性に沿ってカテゴリー化し名称をつけた。信頼性・

妥当性を確保するために，分析は 4 名の研究者間の合

意が得られるまで検討を行った。実施記録には，①学生

の学びの内容 ②実習指導者の指導内容 ③教員の指

導内容 の以上 3 点についての内容をまとめたもので

ある。 
3．調査期間 
 平成31年3月3日から平成31年3月31日 
4．倫理的な配慮 
 実施記録の本研究への利用については，対象者に口

頭及び文書で説明し，同意を得た。分析段階で実施記録

から個人や実習施設が特定されないように努め，研究

結果を公表する際にも個人や実習施設が特定されるこ

とがないよう配慮した。実施記録は施錠できる場所に

て保管した。 
【結果】 
1．最終カンファレンス指導案の作成と実際 
 本実習の最終カンファレンスでは，指導案を作成し，

実施した。最終カンファレンスの所要時間は，学生人数

により異なり，学生人数2名の所要時間は約30分，学

生人数6名の所要時間は約60分に設定した。指導者参

加人数は，1 名から 8 名であった。指導案をもとに展

開した最終カンファレンスの実施記録は，9 回分を対

象に分析を行った。（回収率82％） 
本研究において，カテゴリーは【 】，サブカテゴリー

は《 》，コードは＜ ＞で示す。 
2．最終カンファレンスでの学生の学びの発表内容 
 最終カンファレンスでの学生の発表時間は 3 分程度

であることを事前に伝えている。内容は前日に整理し，

具体的事象から学んだ内容を明記し，そして今後にど

のように活かして生きたいかを発表させている。 
 カテゴリーは【コミュニケーション】【信頼関係構築】

【看護技術】【危機管理・安全対策】【チーム医療】【養

護実習にむけての自己の課題】の6つに分けられた。 
3．指導者による最終カンファレンス指導内容 
 74のコードが抽出され，【コミュニケーション】【信

頼関係構築】【観察・情報収集】【救急処置】【保健指導】

【危機管理】【チーム医療】【専門職としての必要な資

質・態度】【自己管理能力】の9つのカテゴリーに分け

られた。 
4．教員による最終カンファレンスでの指導内容 
 16のコードが抽出され，【コミュニケーション】【信

頼関係構築】【看護技術】【危機管理】【チーム医療】【専

門職としての資質】の6つのカテゴリーに分けられた。 
【考察】 
カンファレンスでの教員による実施記録から，最終

カンファレンスにおいては，「教授技術複合活用による

看護現象解説と原理への統合」「目標達成状況査定によ

る教授方略の維持と転換」「目標達成度向上のための学

生個別体験の共有化」を中心に，指導者，教員とも語ら

れていることが明らかになった。これら，役割をとおし

て，集団の凝集性，成果を達成させるためには，カンフ

ァレンスには外的刺激としての，専門知識に基づいた

オブザーバーが必要であることが示されたといえる。 
【結論】 
カンファレンスを授業の一つと位置付け，指導案を

作成し，教員による運営を展開したことで，ある一定の

成果が示された。教員，指導者共に協働し実施すること

で，学生の学びと自己の課題が明確になり，次の養護実

習への動機づけになることが分かった。また，専門職業

人として社会で必要な態度が，実習指導を通して自己

を振り返る機会となっていることも明らかになった。 
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外外部部講講師師にによよるる学学校校ににおおけけるる性性教教育育でで期期待待さされれるるテテーーママ  
―公立中学校教員への実態調査結果よりー 

    
〇田中成子 1)  津田愛梨 2）  鬼頭英明 3） 

1）たなかや助産院 2）生きる性研究会 3) 法政大学  
 
キーワード：学校現場，性教育，外部講師 
  
【目的】 
コロナ禍による長期にわたる臨時休校があった

2020 年度は，「生きる力」に加え，自らの健康と

安全について主体的に考え，柔軟に対応する力を

育成する健康教育が一層もとめられる状況となっ

た。そこで，医療従事者等の外部講師による性教

育について，教員が求める意識を明らかにし，効

果的な教育実践を検討するため実態調査を行った。 
【方法】 

2020 年度，助産師が教員向けの性教育講話を実

施した A 市立の中学校において，学校長の承諾が

得られた９校の教員を対象に「性の多様性・性教

育」に関する自記式アンケート調査を実施した。 
 調査項目は，基本属性：①年齢（年代）②教員 

キャリア年数 ③分掌・担当科目等。 
1. 外部講師が行う学校における生徒への性教育に，

特に期待されるテーマを 15 項目から 3 つ選んで

記入。2. 選んだ理由や生徒への性教育について具

体的に希望する内容を自由記述とした。 
【結果】 
有効回答数：n=177（調査対象者は学内にて抽

出） 

 1. 外部講師が行う学校における生徒への性教育

に対して 期待されるテーマについては， 
①多様性（LGBTQ+）・パートナーシップ/自
分らしく生きる・共に生きる②性意識と性行動

の選択 ③生命の大切さ④ デート DV/身を守る

行動 ⑤性感染症とその予防⑤具体的な避妊法の

順に多かった。（表 1） 
2. 選んだ理由としては，「（外部講師の方が）

正しい知識/新しい情報/専門性/経験した現場の

話/具体性/伝わりやすい/残りやすい/相談できる/
教員では難しい/深い話は知識不足」という記述

が確認できた。 

表表 11..  外外部部講講師師がが行行うう学学校校ににおおけけるる生生徒徒へへのの性性教教育育にに  

期期待待さされれるるテテーーママ  

テテーーママ（（全全 1155 項項目目））  合合計計  //  
選選択択数数  

平平均均  //    
割割合合  

⑪⑪  性性のの多多様様性性（（LLGGBBTTQQ＋＋））・・パパーー

トトナナーーシシッッププ//自自分分ららししくく生生ききるる・・

共共にに生生ききるる  
8855  1166..44%%  

⑦⑦  性性意意識識とと性性行行動動のの選選択択  5544  1100..44%%  
①①  生生命命のの大大切切ささ  5511  99..99%%  
⑥⑥  デデーートト DDVV//身身をを守守るる行行動動  4433  88..33%%  
⑨⑨  性性感感染染症症ととそそのの予予防防  4422  88..11%%  
⑧⑧  具具体体的的なな避避妊妊法法  4422  88..11%%  
⑤⑤  ののぞぞままししいい人人間間関関係係//  
よよりりよよいいココミミュュニニケケーーシショョンン  3344  66..66%%  

⑬⑬  臨臨床床現現場場ににおおけけるるエエピピソソーードド

（（妊妊娠娠・・出出産産・・子子育育てて//  
医医療療・・相相談談場場面面））  

3344  66..66%%  

②②  妊妊娠娠・・出出産産とと健健康康  2299  55..66%%  
③③  第第二二次次性性徴徴期期//心心身身のの変変化化  2277  55..22%%  
⑩⑩  不不安安やや悩悩みみへへのの対対処処・・相相談談先先にに  
つついいてて  2266  55..00%%  

④④  心心身身のの機機能能のの発発達達とと心心のの健健康康  2244  44..66%%  
⑫⑫  ラライイフフププラランン//  家家族族計計画画・・  

家家族族形形成成ににつついいてて  1166  33..11%%  

⑭⑭  医医療療従従事事者者のの職職能能ににつついいててのの話話  88  11..66%%  
⑮⑮そそのの他他  22  00..44%%  
総総計計  551177  66..77%%  

【考察】 
外部講師による中学校での性教育に求められる

内容として，「性の多様性」に関する項目が最多

であった。この数年での法的整備に伴う取り巻く

社会の変化に学校現場での対応の難しさも示唆さ

れた。生命（いのち）の安全教育といった新しい

教育内容も昨年度より示されているが，学校カリ

キュラムにどのように取り入れていくのか喫緊の

課題である。新生活様式がもとめられる中，健や

かな学校生活を送るためにも，外部リソースであ

る講師が，学校と連携し，効果的な性教育実践を

おこなうための方策をさらに具体的に検討してい

きたい。  
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教教員員志志望望大大学学生生をを対対象象ににししたたキキャャリリアア教教育育にに関関すするる実実践践事事例例のの検検証証  

――地地域域にに根根ざざししたた高高大大連連携携ププロロググララムムをを手手ががかかりりににーー  

  

                                      〇〇八木 利津子（桃山学院教育大学）  

 

キーワード：フィールドワーク・地域連携・キャリア・大学生 

 
【研究目的】 
若者の現状からみえる様々な課題から，大学生の

実態においてコミュニケーション能力や職業観の未

熟さが多く指摘され，進路意識と目的意識が希薄な

進学者の増加がある。それは，工藤啓（2019）によ

れば，若者個人のみの問題ではなく，社会を構成す

る各界が互いに役割を認識し，社会が一体となり対

応することが必要であると考えられており，学校教

育は，その重要な役割を果たす機関でキャリア教育

を充実していく必要がある。  
そこで，大学生のキャリア形成に関わる高等教育

プログラムの充実に向けて，特別支援学校の高校生

との交流を通して活動内容や教育現場の現状を把握

することで，効果的なキャリア教育支援の在り方や

キャリア意識の変化の有無について事例検証する。。  
【研究方法】 
「フィールドワーク」（筆者開講科目：キャリア形

成と健康教育）を履修した教員志望の大学生 20名を

対象として 2019 年 8月～2020 年 8月に調査。 
授業実践前後に自記式質問紙調査を行い，キャリ

ア形成を意図した授業の有用性についてテキストマ

イニング法を用いて分析する。調査結果をShein, E. 
H.のキャリアアンカー理論から『動機・欲求』『才能・

能力』『価値・態度』の構成要素に基づき “自己肯

定感”，学生生活の意義を見出す“充実感”，前向き

に取り組む “将来志向”の3 観点にカテゴリー化し

計量テキス分析から授業実践前後の大学生の思考の

変化などを考察する。 
【結果】 
 ①自己肯定感②充実感③将来志向性の 3 つのコア

カテゴリーで活動前後の意見を分析すると，活動後

の①は「活動中に大事にしたいこと」の見解が多岐

にわたった。②の充実感は「自己実現に必要な能力」

と「自己実現に向けて教員として臨む取り組み」の

2 観点から，活動後は教員として取り組むイメージ

が明文化した。特にコミュニケーション能力に着眼

する意見が頻出し必要な能力に象徴された。そして，

「成功体験を積む」「自ら考える時間をつくる」や「グ

ループワークを取り入れる」「話し合い」「人と協力

できる環境づくり」など具体的なビジョンがうかが

える思考傾向の変容が現れた。③の将来志向性は「地

域社会の交流」や「共生社会の今後の在り方」「対人

における考えや発見」に分けて意見をまとめた結果，

活動前には障害について知ることを重視する傾向に

あり，活動後は，挨拶をする生徒の姿勢や懸命に生

きる生徒の姿を目の当たりにした学びが述べられた。

一方，新たな課題も見出され障害のある人との対応

場面に即した言葉かけや対応の難しさが表明された。 
【考察】 
計量的テキスト分析結果，総抽出語は 968 語が検

出され，大学生が考える「キャリア教育に必要なこ

と」を共起ネットワークに示したところ，本学習を

通して『自分』を知り，「将来」や「就職」に向けて

「適性」を「考える」ことが強い繋がりとして共起

している。つまり，大学生は，体験的学びから『自

分』の適性や個性と向き合い，将来像や生活の選択

肢を思考し，目的意識に派生すると考えられる。 
さらに『社会』に距離感を置くものの社会に進出

してよりよく生きる上でマナーや人間関係づくりの

必要性を重視していることが示唆されている。 
今後も大学生のボランティア活動や地域貢献を意

図したフィールドワーク体験の機会を増やして，学

校現場と大学，学生と三者間が蜜に連携し合いキャ

リア形成を円滑化することが期待される。 
（参考文献）工藤啓｢８若者の自立支援の現状｣『子供・若者育成支

援―ユースアドバイザー養成プログラム（改訂版）』内閣府，2019 
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養養護護教教諭諭のの養養成成段段階階ににおおけけるる「「IICCTT 活活用用指指導導力力」」育育成成をを目目指指ししたた取取組組  
  

〇岩﨑保之，大川尚子（京都女子大学） 
 
キーワード：ICT 活用指導力 養護教諭 ロイロノート・スクール 保健教育 救急処置 
 
【目的】 
教員養成の段階から「ICT活用指導力」（文部科学省）

の育成が求められている教職課程にあって，養護教諭

を目指す学生を対象としたその育成方法は明らかにさ

れていない。養護教諭版「ICT 活用指導力」チェック

リストを作成したり，その育成カリキュラムを開発し

たりするための基礎資料を得ることを目的として，授

業と課外活動を連動させた取組を試行的に実施した。 
【方法】 
 2020年度の後期，養護教諭を目指す学生（3回生48
人）を対象とし，ICT 機器を活用した養護教諭養成課

程の授業1科目及び有志学生（内数15人）による課外

活動を実施した。前者では，保健教育の模擬授業を行う

際にICT機器の活用を義務付けた。後者では，心肺蘇

生法を中心とする救急処置の保健教育出前授業を，日

本赤十字社京都府支部の監修のもとでICT機器を活用

しながら実施した。 
 取組の効果は，文部科学省「ICT 活用指導力チェッ

クリスト」に養護教諭の職務を加えた独自のチェック

リストを作成し，9 月（プレ調査）と 1 月（ポスト調

査）に無記名自記式による WEB 調査を実施・分析す

ることで検証した。有効回答数（回答率）は，プレ調査

が31件（64.6%），ポスト調査が23件（47.9％）であ

った。調査にあたっては，事前に京都女子大学の研究倫

理審査を受審して許可を得た。 
【結果】 
IICCTT環環境境のの整整備備  
 多くの学校で採用されている授業支援クラウド「ロ

イロノート・スクール」（LoiLo）を契約し，対象学生

が生徒と教師の両方からログインできるようにした。 
授授業業ににおおけけるる取取組組  
 養護教育実習論 15 回のうち 6 回を保健教育の学習

指導案・教材作成と模擬授業の指導に充てた。対象学生

を8 班に分け，小学校2 年生から中学生までの各学年

における1単位時間分の保健教育を配当した。 
 有志学生には，ロイロノート・スクールを使用するこ

とを義務付けた。それ以外の学生には，電子教材や大型

モニターを使用した授業とするよう求めた。 
 その際，事前にGIGAスクール構想やICT活用指導

力といった教育行政の動向とあわせて養護教諭が ICT
機器を活用する意義を講義するとともに，ロイロノー

ト・スクールの基本的な使い方を演習した。 
課課外外活活動動ににおおけけるる取取組組  
 「養護教諭を目指す京女生の『ICT 活用指導力』向

上プロジェクト」を組織し，コロナ禍による活動制限が

解けた 9 月から募集と活動を行った。救急処置につい

ては日本赤十字社京都府支部より，ICT に関しては長

谷川春生氏（富山大学大学院）より監修を受けた。 
 以下，活動実績を項目的に示す。 
・週1回の定例ミーティング（Zoom会議を含む） 
・小学校2校，中学校1校でのICT機器を活用した授

業の参観（ビデオでの参観を含む） 
・大学教員を対象としたICT研修会へのオブザーバー

参加 
・ロイロノート・スクールを活用した保健教育の学習

指導案・デジタル教材の作成 
・日本赤十字社京都府支部の指導員による救急法講習

会への参加と模擬授業の指導 
・京都市立明徳小学校第 6 学年児童を対象としたオン

ラインによる保健教育出前授業の実施 
・プロジェクト中間報告会のオンライン開催 
アアンンケケーートト調調査査にに基基づづくく効効果果検検証証  
調査した26項目の全てで平均値が上昇（2.5→3.0ポ

イント）するとともに，10項目で対応のある t検定に

おける有意な差（内 3 項目は 0.1%水準）が見られた。 
【考察】 
 アンケート調査からは，小中学校などの教室を模し

たICT環境を整備するとともに，それを活用した保健

教育の模擬授業を指導することで，養護教諭を目指す

学生の「ICT 活用指導力」が向上する可能性が示唆さ

れた。その際，学外の専門組織や専門家と連携・協働し

たり，学校でICT機器を活用している授業などを見学

したりすることで，学生のICT機器活用意識がより一

層高まることも，一連の取組を通して観察された。 
 
（謝辞）本取組の実施に際して監修を頂いたり出前授業を

受け入れてくださったりした関係各位並びに長谷川春生先

生に感謝申し上げます。なお，本取組は 2020 年度京都女

子大学学長採択プロジェクトとして採択されたものです。 
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教教員員志志望望大大学学生生をを対対象象ににししたたキキャャリリアア教教育育にに関関すするる実実践践事事例例のの検検証証  

――地地域域にに根根ざざししたた高高大大連連携携ププロロググララムムをを手手ががかかりりににーー  

  

                                      〇〇八木利津子（桃山学院教育大学）  

 

キーワード：フィールドワーク・地域連携・キャリア・大学生 

 
【研究目的】 
若者の現状からみえる様々な課題から，大学生の

実態においてコミュニケーション能力や職業観の未

熟さが多く指摘され，進路意識と目的意識が希薄な

進学者の増加がある。それは，工藤啓（2019）によ

れば，若者個人のみの問題ではなく，社会を構成す

る各界が互いに役割を認識し，社会が一体となり対

応することが必要であると考えられており，学校教

育は，その重要な役割を果たす機関でキャリア教育

を充実していく必要がある。  
そこで，大学生のキャリア形成に関わる高等教育

プログラムの充実に向けて，特別支援学校の高校生

との交流を通して活動内容や教育現場の現状を把握

することで，効果的なキャリア教育支援の在り方や

キャリア意識の変化の有無について事例検証する。。  
【研究方法】 
「フィールドワーク」（筆者開講科目：キャリア形

成と健康教育）を履修した教員志望の大学生 20名を

対象として 2019 年 8月～2020 年 8月に調査。 
授業実践前後に自記式質問紙調査を行い，キャリ

ア形成を意図した授業の有用性についてテキストマ

イニング法を用いて分析する。調査結果をShein, E. 
H.のキャリアアンカー理論から『動機・欲求』『才能・

能力』『価値・態度』の構成要素に基づき “自己肯

定感”，学生生活の意義を見出す“充実感”，前向き

に取り組む “将来志向”の3 観点にカテゴリー化し

計量テキス分析から授業実践前後の大学生の思考の

変化などを考察する。 
【結果】 
 ①自己肯定感②充実感③将来志向性の 3 つのコア

カテゴリーで活動前後の意見を分析すると，活動後

の①は「活動中に大事にしたいこと」の見解が多岐

にわたった。②の充実感は「自己実現に必要な能力」

と「自己実現に向けて教員として臨む取り組み」の

2 観点から，活動後は教員として取り組むイメージ

が明文化した。特にコミュニケーション能力に着眼

する意見が頻出し必要な能力に象徴された。そして，

「成功体験を積む」「自ら考える時間をつくる」や「グ

ループワークを取り入れる」「話し合い」「人と協力

できる環境づくり」など具体的なビジョンがうかが

える思考傾向の変容が現れた。③の将来志向性は「地

域社会の交流」や「共生社会の今後の在り方」「対人

における考えや発見」に分けて意見をまとめた結果，

活動前には障害について知ることを重視する傾向に

あり，活動後は，挨拶をする生徒の姿勢や懸命に生

きる生徒の姿を目の当たりにした学びが述べられた。

一方，新たな課題も見出され障害のある人との対応

場面に即した言葉かけや対応の難しさが表明された。 
【考察】 
計量的テキスト分析結果，総抽出語は 968 語が検

出され，大学生が考える「キャリア教育に必要なこ

と」を共起ネットワークに示したところ，本学習を

通して『自分』を知り，「将来」や「就職」に向けて

「適性」を「考える」ことが強い繋がりとして共起

している。つまり，大学生は，体験的学びから『自

分』の適性や個性と向き合い，将来像や生活の選択

肢を思考し，目的意識に派生すると考えられる。 
さらに『社会』に距離感を置くものの社会に進出

してよりよく生きる上でマナーや人間関係づくりの

必要性を重視していることが示唆されている。 
今後も大学生のボランティア活動や地域貢献を意

図したフィールドワーク体験の機会を増やして，学

校現場と大学，学生と三者間が蜜に連携し合いキャ

リア形成を円滑化することが期待される。 
（参考文献）工藤啓｢８若者の自立支援の現状｣『子供・若者育成支

援―ユースアドバイザー養成プログラム（改訂版）』内閣府，2019 
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養養護護教教諭諭のの養養成成段段階階ににおおけけるる「「IICCTT 活活用用指指導導力力」」育育成成をを目目指指ししたた取取組組  
  

〇岩﨑保之，大川尚子（京都女子大学） 
 
キーワード：ICT 活用指導力 養護教諭 ロイロノート・スクール 保健教育 救急処置 
 
【目的】 
教員養成の段階から「ICT活用指導力」（文部科学省）

の育成が求められている教職課程にあって，養護教諭

を目指す学生を対象としたその育成方法は明らかにさ

れていない。養護教諭版「ICT 活用指導力」チェック

リストを作成したり，その育成カリキュラムを開発し

たりするための基礎資料を得ることを目的として，授

業と課外活動を連動させた取組を試行的に実施した。 
【方法】 
 2020年度の後期，養護教諭を目指す学生（3回生48
人）を対象とし，ICT 機器を活用した養護教諭養成課

程の授業1科目及び有志学生（内数15人）による課外

活動を実施した。前者では，保健教育の模擬授業を行う

際にICT機器の活用を義務付けた。後者では，心肺蘇

生法を中心とする救急処置の保健教育出前授業を，日

本赤十字社京都府支部の監修のもとでICT機器を活用

しながら実施した。 
 取組の効果は，文部科学省「ICT 活用指導力チェッ

クリスト」に養護教諭の職務を加えた独自のチェック

リストを作成し，9 月（プレ調査）と 1 月（ポスト調

査）に無記名自記式による WEB 調査を実施・分析す

ることで検証した。有効回答数（回答率）は，プレ調査

が31件（64.6%），ポスト調査が23件（47.9％）であ

った。調査にあたっては，事前に京都女子大学の研究倫

理審査を受審して許可を得た。 
【結果】 
IICCTT環環境境のの整整備備  
 多くの学校で採用されている授業支援クラウド「ロ

イロノート・スクール」（LoiLo）を契約し，対象学生

が生徒と教師の両方からログインできるようにした。 
授授業業ににおおけけるる取取組組  
 養護教育実習論 15 回のうち 6 回を保健教育の学習

指導案・教材作成と模擬授業の指導に充てた。対象学生

を8 班に分け，小学校2 年生から中学生までの各学年

における1単位時間分の保健教育を配当した。 
 有志学生には，ロイロノート・スクールを使用するこ

とを義務付けた。それ以外の学生には，電子教材や大型

モニターを使用した授業とするよう求めた。 
 その際，事前にGIGAスクール構想やICT活用指導

力といった教育行政の動向とあわせて養護教諭が ICT
機器を活用する意義を講義するとともに，ロイロノー

ト・スクールの基本的な使い方を演習した。 
課課外外活活動動ににおおけけるる取取組組  
 「養護教諭を目指す京女生の『ICT 活用指導力』向

上プロジェクト」を組織し，コロナ禍による活動制限が

解けた 9 月から募集と活動を行った。救急処置につい

ては日本赤十字社京都府支部より，ICT に関しては長

谷川春生氏（富山大学大学院）より監修を受けた。 
 以下，活動実績を項目的に示す。 
・週1回の定例ミーティング（Zoom会議を含む） 
・小学校2校，中学校1校でのICT機器を活用した授

業の参観（ビデオでの参観を含む） 
・大学教員を対象としたICT研修会へのオブザーバー

参加 
・ロイロノート・スクールを活用した保健教育の学習

指導案・デジタル教材の作成 
・日本赤十字社京都府支部の指導員による救急法講習

会への参加と模擬授業の指導 
・京都市立明徳小学校第 6 学年児童を対象としたオン

ラインによる保健教育出前授業の実施 
・プロジェクト中間報告会のオンライン開催 
アアンンケケーートト調調査査にに基基づづくく効効果果検検証証  
調査した26項目の全てで平均値が上昇（2.5→3.0ポ

イント）するとともに，10項目で対応のある t検定に

おける有意な差（内 3 項目は 0.1%水準）が見られた。 
【考察】 
 アンケート調査からは，小中学校などの教室を模し

たICT環境を整備するとともに，それを活用した保健

教育の模擬授業を指導することで，養護教諭を目指す

学生の「ICT 活用指導力」が向上する可能性が示唆さ

れた。その際，学外の専門組織や専門家と連携・協働し

たり，学校でICT機器を活用している授業などを見学

したりすることで，学生のICT機器活用意識がより一

層高まることも，一連の取組を通して観察された。 
 
（謝辞）本取組の実施に際して監修を頂いたり出前授業を

受け入れてくださったりした関係各位並びに長谷川春生先

生に感謝申し上げます。なお，本取組は 2020 年度京都女

子大学学長採択プロジェクトとして採択されたものです。 
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子子どどももたたちちのの食食べべるる力力をを育育ててるるたためめにに  
  

〇大勝 千歌（奈良県山添村立やまぞえ小学校） 
 

キーワード：食べる力，栄養教諭，摂食指導，給食指導

 
【目的】 
特別支援学校における栄養教諭の役割の一つとして

子どもたちが生涯，楽しく安全な食事をするために「食

べる力」の育成が不可欠である。 
子どもたちの実態を把握し，個に応じた指導をする

ために，まず教職員間で子どもたちの「食べる力」にお

ける課題を共通認識することが重要であると考え，子

どもたちの現状を把握するとともに効果的な支援や指

導方法を検討した。 
【方法】 
 知的障害を有する児童生徒を対象とした特別支援学

校に栄養教諭として赴任したことをきっかけに，障害

のある子どもたちに「食」や「食べる」ということにど

のような課題があるのか，現状はどのようなものかを

学びたいと考え，摂食指導の研修会に参加し学んだ。 
実際に給食時間の巡回中子ども達が噛まずに飲み込

むように食べていたり，いつまでたっても口の中に食

べ物が残っていたりと咀嚼の弱さが気になった。         
そこで，自校の子どもたちの実態はどうか？を把握

し，担任と連携して子どもたち個々の課題やつまずき

を共通認識するために，「食べる力」について職員研修

会を開催し共通理解を図った。 
 第一回目の職員研修会では，「よく噛んで食べること

の重要性」「咀嚼・嚥下のメカニズム」について，また，

「食べ物の摂り込み方や，口唇・口角の動き，舌の動き

や，頬の動き等の観察ポイント」を学んだ。実際にクラ

ッカーや水分を摂りながらの実践的な学びも取り入れ

ながら研修を進めていった。また，給食時の様子を動画

に収め支援が必要な児童の様子を一緒に観察した。 
 子どもたちの「食べる力」における課題やつまずきを

見つけだすには，食べている様子を動画に撮り，画面で

見ることがとても有効であることがわかり，定期的に

動画を撮り，その課題について担任と共有し，指導の方

策を検討した。そして，こうした給食指導に関する研修

会は定期的に開催していくこととなった。 
【結果】 
 研修会後の職員のアンケートから「なぜ噛まないで

飲み込んでいるのか原因を考えるきっかけになった」

「口角の動きを知ることで見る視点が増えた」「給食指

導において，食べること自体がクリアできていればOK
という，とても大雑把な見方しかできていなかったこ 

 
とに気づいた」「教員同士が身近なところで，もっと子 
ども達の食べていることについて，どのように感じて 
どう考えているのか話がしたいと思った」などの回答

を得ることができ，教職員の共通理解につながり，子ど

もたちの「食べる力」を向上させる意識が高まった。 
各課題の対応策についての一部を以下のようにまと

める。 
①摂り込む量やスピードに課題がある子どもには，「口

の中の食べ物がなくなってから，次の食べ物をいれよ

うね」や，「口に入れすぎだよ」などの声掛けをする。 
②水分の摂取に課題がある子どもには，スプーンを使

って啜る練習をする。 
③舌が左右に動きにくく，咀嚼できず食塊形成に課題

がある子どもには，指導者が箸で直接犬歯に食べ物を

おき，よく噛むように促す。 
課題やつまずきを理解することで，どのような支援

が必要であるのかが明確になり，個別の給食指導がよ

り細やかに行えるようになった。 
【考察】 
一方で咀嚼力が弱い幼児や児童が食べ物の誤嚥を原

因とした窒息事故が時折報道される。 
給食では危険性のある食材を一切提供しないという

ことで事故は防げるかもしれないが，学校から社会に

巣立っていく子どもたちの将来を考えると，個別に対

応できる指導の場面で繰り返し練習させコツを身につ

けておくことは今後の「食」の幅を増やすことにつなが

る。健常な子どもでも，食べることは何年もかけて身に

つけるものであるが，特別支援学校の子どもたちは，さ

らに何年もかけて練習していく必要がある。 
このような取組を始めて，教職員間で子どもたちの

食べ方や課題について話す機会が増え，栄養教諭とし

て「子どもたちの食べる力を育てる」ことへの一役を担

えたのではないかと感じている。 
子どもたちにとって楽しみで大好きな時間である

食事は、生涯欠くことができない行為である。 
安全な食べ方を身につけることは口腔機能の発達

を促し、生涯健康に過ごすことにつながると考える。 
〈参考文献〉 
坂口しおり(2016).『知的障害特別支援学校での摂食指

導と言語指導』.ジアース教育新社１ 
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大大学学新新入入生生のの自自己己効効力力感感とと健健康康意意識識ににつついいてて  
  

〇竹端佑介 1)，玉井久実代 2)，後和美朝 1) 
1）大阪国際大学 2）大阪国際大学短期大学部 

 
キーワード：大学新入生，自己効力感，健康意識 
 
【目的】 
近年の生活環境や生活様式の変化に伴い，生活習慣

の乱れが生じ，この傾向は若者において顕著であるこ

とが指摘されて久しい。特に，大学生は生活習慣病に対

する予防態度が積極的ではなく，その関心は低いばか

りか生活習慣病に対する知識も不十分である（門

田,2002）。また，健康意識が高い大学生は積極的な健康

行動を取っているものの，自らを健康的でないと認識

する大学生においては無気力であることが認められ，

多くの大学生は自らの生活習慣を望ましいものと捉え

ておらず，生活習慣に対する評価が低いことが報告さ

れている（高橋,2009）。しかし，2020年以降の新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴い，全ての人々においてマ

スク着用や手指消毒等の健康行動が日常的に求められ

ている。このため，健康への関心や知識を有する必要性

が高まっていると予測されるが，このような健康行動

や健康意識については個人の心理的特性も関係してい

ると考えられる。 
そこで，本研究では大学新入生を対象に個人の心理

的特性を示す指標として自己効力感を用いて，健康意

識や健康知識との関係性について検討を試みた。 
【方法】 
 関西圏にあるA大学で調査協力の同意が得られた大

学新入生207名（男性158名，女性48名，不明1名，

平均年齢 18.10±0.35 歳）を対象に 2021 年 4 月に調

査を実施した。調査方法は集合法にて健康系科目の授

業時に Google フォーム用いたオンライン調査にて実

施した。調査項目は，①健康意識として食事，睡眠・休

養，運動に対する関心度について，それぞれ 4 件法で

回答を求めた。②心理的特性については，成田ら（1995）
の「特性的自己効力感尺度」（以下，自己効力感）23項

目を 5 件法にて回答を求めた。③健康知識では，筆者

らが独自に作成した10項目の設問を提示し，「正・誤・

わからない」で回答を求めた。 
【結果】 
1．健康意識と自己効力感の性差について 
健康意識（食事，睡眠・休養，運動）に対する関心度

の性差についてそれぞれの比較を行ったところ，「運動」

に対してのみ，男性の方が女性よりも関心度が有意に

高くなった（p<0.05）。一方，自己効力感では有意な性

差はみられなかった（t=1.14,df=204,p=0.26）。 
2．健康知識の理解度について 
健康知識における正答数の平均（平均正答数）は8.2

±1.6 問であった。なお，“わからない”と回答した設

問数の平均正答数は1.0±1.4問であった。 
3．自己効力感と健康意識・健康知識との関係性について 
健康意識（食事，睡眠・休養，運動）の 3 分野の関

心度よりクラスター分析（Ward法）を行った結果，3
分野において「かなり関心がある」，「少し関心がある」，

「睡眠・休養，運動に関心がある」，「全てに無関心」の

4 群に分けられ，各群における自己効力感の得点を比

較したところ，群間における有意差がみられた

（F(3,203)=4.63,p<0.01）。なお，多重比較（Tukey HSD
法）により，3分野全てに「かなり関心がある」者では，

「少し関心がある」者および「全てに無関心」者に比べ

自己効力感の得点が有意に高くなった（p<0.05）。また，

3 分野の関心度別 4 群での健康知識の平均正答数との

関係性を検討したところ，3分野全てに「かなり関心が

ある」者は8.4±1.4問，「少し関心がある」者は8.2±
1.6問，「睡眠・休養，運動に関心がある」者で8.2±1.3
問，「全てに無関心」である者は7.5±2.6問であった。 
【考察】 
 本研究の対象となった大学生において健康意識を 3
つの分野別に検討したところ，「運動」についての関心

度は男性に比べて女性が有意に低くなっていた。健康

日本 21（厚生労働省,2019）でも指摘されているよう

に，女性の運動習慣の低下が危惧されていることから

も，女子大学生に対して運動への関心を高めるだけで

なく，運動習慣の獲得に向けた取り組みが必要と思わ

れる。 
 また，健康について「かなり関心がある」と回答した

学生は自己効力感が有意に高かったことから，これら

の学生は自身が健康行動を行えているという意識があ

り，その健康行動は正しい知識を基にした正しい行動

であると考えられる。一方，健康意識の低い学生は健康

知識の正答数が低く，自己効力感も低いことから健康

行動に対する行動変容を促すことが難しい傾向にある

と推察された。そのため，このような健康意識の低い学

生に対しては，今後は行動変容を促すことを意図した

健康教育が重要ではないかと考える。 
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子子どどももたたちちのの食食べべるる力力をを育育ててるるたためめにに  
  

大勝千歌（奈良県山添村立やまぞえ小学校） 
 

キーワード：食べる力，栄養教諭，摂食指導，給食指導

 
【目的】 
特別支援学校における栄養教諭の役割の一つとして

子どもたちが生涯，楽しく安全な食事をするために「食

べる力」の育成が不可欠である。 
子どもたちの実態を把握し，個に応じた指導をする

ために，まず教職員間で子どもたちの「食べる力」にお

ける課題を共通認識することが重要であると考え，子

どもたちの現状を把握するとともに効果的な支援や指

導方法を検討した。 
【方法】 
 知的障害を有する児童生徒を対象とした特別支援学

校に栄養教諭として赴任したことをきっかけに，障害

のある子どもたちに「食」や「食べる」ということにど

のような課題があるのか，現状はどのようなものかを

学びたいと考え，摂食指導の研修会に参加し学んだ。 
実際に給食時間の巡回中子ども達が噛まずに飲み込

むように食べていたり，いつまでたっても口の中に食

べ物が残っていたりと咀嚼の弱さが気になった。         
そこで，自校の子どもたちの実態はどうか？を把握

し，担任と連携して子どもたち個々の課題やつまずき

を共通認識するために，「食べる力」について職員研修

会を開催し共通理解を図った。 
 第一回目の職員研修会では，「よく噛んで食べること

の重要性」「咀嚼・嚥下のメカニズム」について，また，

「食べ物の摂り込み方や，口唇・口角の動き，舌の動き

や，頬の動き等の観察ポイント」を学んだ。実際にクラ

ッカーや水分を摂りながらの実践的な学びも取り入れ

ながら研修を進めていった。また，給食時の様子を動画

に収め支援が必要な児童の様子を一緒に観察した。 
 子どもたちの「食べる力」における課題やつまずきを

見つけだすには，食べている様子を動画に撮り，画面で

見ることがとても有効であることがわかり，定期的に

動画を撮り，その課題について担任と共有し，指導の方

策を検討した。そして，こうした給食指導に関する研修

会は定期的に開催していくこととなった。 
【結果】 
 研修会後の職員のアンケートから「なぜ噛まないで

飲み込んでいるのか原因を考えるきっかけになった」

「口角の動きを知ることで見る視点が増えた」「給食指

導において，食べること自体がクリアできていればOK
という，とても大雑把な見方しかできていなかったこ 

 
とに気づいた」「教員同士が身近なところで，もっと子 
ども達の食べていることについて，どのように感じて 
どう考えているのか話がしたいと思った」などの回答

を得ることができ，教職員の共通理解につながり，子ど

もたちの「食べる力」を向上させる意識が高まった。 
各課題の対応策についての一部を以下のようにまと

める。 
①摂り込む量やスピードに課題がある子どもには，「口

の中の食べ物がなくなってから，次の食べ物をいれよ

うね」や，「口に入れすぎだよ」などの声掛けをする。 
②水分の摂取に課題がある子どもには，スプーンを使

って啜る練習をする。 
③舌が左右に動きにくく，咀嚼できず食塊形成に課題

がある子どもには，指導者が箸で直接犬歯に食べ物を

おき，よく噛むように促す。 
課題やつまずきを理解することで，どのような支援

が必要であるのかが明確になり，個別の給食指導がよ

り細やかに行えるようになった。 
【考察】 
一方で咀嚼力が弱い幼児や児童が食べ物の誤嚥を原

因とした窒息事故が時折報道される。 
給食では危険性のある食材を一切提供しないという

ことで事故は防げるかもしれないが，学校から社会に

巣立っていく子どもたちの将来を考えると，個別に対

応できる指導の場面で繰り返し練習させコツを身につ

けておくことは今後の「食」の幅を増やすことにつなが

る。健常な子どもでも，食べることは何年もかけて身に

つけるものであるが，特別支援学校の子どもたちは，さ

らに何年もかけて練習していく必要がある。 
このような取組を始めて，教職員間で子どもたちの

食べ方や課題について話す機会が増え，栄養教諭とし

て「子どもたちの食べる力を育てる」ことへの一役を担

えたのではないかと感じている。 
子どもたちにとって楽しみで大好きな時間である

食事は、生涯欠くことができない行為である。 
安全な食べ方を身につけることは口腔機能の発達

を促し、生涯健康に過ごすことにつながると考える。 
〈参考文献〉 
坂口しおり(2016).『知的障害特別支援学校での摂食指

導と言語指導』.ジアース教育新社１ 
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大大学学新新入入生生のの自自己己効効力力感感とと健健康康意意識識ににつついいてて  
  

〇竹端佑介 1)，玉井久実代 2)，後和美朝 1) 
1）大阪国際大学 2）大阪国際大学短期大学部 

 
キーワード：大学新入生，自己効力感，健康意識 
 
【目的】 
近年の生活環境や生活様式の変化に伴い，生活習慣

の乱れが生じ，この傾向は若者において顕著であるこ

とが指摘されて久しい。特に，大学生は生活習慣病に対

する予防態度が積極的ではなく，その関心は低いばか

りか生活習慣病に対する知識も不十分である（門

田,2002）。また，健康意識が高い大学生は積極的な健康

行動を取っているものの，自らを健康的でないと認識

する大学生においては無気力であることが認められ，

多くの大学生は自らの生活習慣を望ましいものと捉え

ておらず，生活習慣に対する評価が低いことが報告さ

れている（高橋,2009）。しかし，2020年以降の新型コ

ロナウイルス感染拡大に伴い，全ての人々においてマ

スク着用や手指消毒等の健康行動が日常的に求められ

ている。このため，健康への関心や知識を有する必要性

が高まっていると予測されるが，このような健康行動

や健康意識については個人の心理的特性も関係してい

ると考えられる。 
そこで，本研究では大学新入生を対象に個人の心理

的特性を示す指標として自己効力感を用いて，健康意

識や健康知識との関係性について検討を試みた。 
【方法】 
 関西圏にあるA大学で調査協力の同意が得られた大

学新入生207名（男性158名，女性48名，不明1名，

平均年齢 18.10±0.35 歳）を対象に 2021 年 4 月に調

査を実施した。調査方法は集合法にて健康系科目の授

業時に Google フォーム用いたオンライン調査にて実

施した。調査項目は，①健康意識として食事，睡眠・休

養，運動に対する関心度について，それぞれ 4 件法で

回答を求めた。②心理的特性については，成田ら（1995）
の「特性的自己効力感尺度」（以下，自己効力感）23項

目を 5 件法にて回答を求めた。③健康知識では，筆者

らが独自に作成した10項目の設問を提示し，「正・誤・

わからない」で回答を求めた。 
【結果】 
1．健康意識と自己効力感の性差について 
健康意識（食事，睡眠・休養，運動）に対する関心度

の性差についてそれぞれの比較を行ったところ，「運動」

に対してのみ，男性の方が女性よりも関心度が有意に

高くなった（p<0.05）。一方，自己効力感では有意な性

差はみられなかった（t=1.14,df=204,p=0.26）。 
2．健康知識の理解度について 
健康知識における正答数の平均（平均正答数）は8.2

±1.6 問であった。なお，“わからない”と回答した設

問数の平均正答数は1.0±1.4問であった。 
3．自己効力感と健康意識・健康知識との関係性について 
健康意識（食事，睡眠・休養，運動）の 3 分野の関

心度よりクラスター分析（Ward法）を行った結果，3
分野において「かなり関心がある」，「少し関心がある」，

「睡眠・休養，運動に関心がある」，「全てに無関心」の

4 群に分けられ，各群における自己効力感の得点を比

較したところ，群間における有意差がみられた

（F(3,203)=4.63,p<0.01）。なお，多重比較（Tukey HSD
法）により，3分野全てに「かなり関心がある」者では，

「少し関心がある」者および「全てに無関心」者に比べ

自己効力感の得点が有意に高くなった（p<0.05）。また，

3 分野の関心度別 4 群での健康知識の平均正答数との

関係性を検討したところ，3分野全てに「かなり関心が

ある」者は8.4±1.4問，「少し関心がある」者は8.2±
1.6問，「睡眠・休養，運動に関心がある」者で8.2±1.3
問，「全てに無関心」である者は7.5±2.6問であった。 
【考察】 
 本研究の対象となった大学生において健康意識を 3
つの分野別に検討したところ，「運動」についての関心

度は男性に比べて女性が有意に低くなっていた。健康

日本 21（厚生労働省,2019）でも指摘されているよう

に，女性の運動習慣の低下が危惧されていることから

も，女子大学生に対して運動への関心を高めるだけで

なく，運動習慣の獲得に向けた取り組みが必要と思わ

れる。 
 また，健康について「かなり関心がある」と回答した

学生は自己効力感が有意に高かったことから，これら

の学生は自身が健康行動を行えているという意識があ

り，その健康行動は正しい知識を基にした正しい行動

であると考えられる。一方，健康意識の低い学生は健康

知識の正答数が低く，自己効力感も低いことから健康

行動に対する行動変容を促すことが難しい傾向にある

と推察された。そのため，このような健康意識の低い学

生に対しては，今後は行動変容を促すことを意図した

健康教育が重要ではないかと考える。 
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中中学学生生ににおおけけるる伸伸張張－－短短縮縮ササイイククルル動動作作遂遂行行能能力力のの経経年年変変化化  
  

〇國井洸樹 1), 寺田和史 1), 山本樹 2), 宮井信行 3), 内海みよ子 4), 中谷敏昭 1), 宮下和久 3), 有田幹雄 5) 

1) 天理大学, 2) 天理大学大学院, 3) 和歌山県立医科大学, 

4) 東京医療保健大学, 5) 角谷リハビリテーション病院 

 

キーワード：若年者，ジャンプ，爆発的筋力，脱トレーニング，プライオメトリック 

 

【背景】 

急な動作や多くのスポーツにおける瞬発力の発揮に

よって行われる動作時には，伸張－短縮サイクル

（Stretch-shortening cycle: SSC）と呼ばれる筋・腱

－神経の働きが生じる。SSC動作の遂行能力（以下，SSC

能力とする）は垂直跳，リバウンドジャンプ（Rebound 

jump: RJ）などの跳躍やスプリントの成績と関係する。

また，SSC動作の遂行は骨格筋の質を改善し，健康寿命

を延伸させることが報告されていることなどから，あ

らゆる年代において SSC 能力を高めておくことは極め

て重要である。 

ただし，この SSC 能力についての中学生年代におけ

る縦断的な観察は少なく，追跡期間が 1 年を超えるよ

うな比較的長期の検討はほとんどみあたらない。その

ため，この時期の SSC 能力の発達過程を明らかにでき

るような，成長の時期や発育スパートなどの発育速度

を考慮し検討した研究は，散見されるにとどまる。 

【目的】 

そこで本研究では，中学生年代における SSC 能力の

発達過程ならびに身体的発育・発達の度合いや速度と

SSC能力の関係を明らかにするために，3年間にわたる

縦断的調査を行った。 

【方法】 

対象は，某中学校の1年生から3年生までの3年間

にわたるデータが追跡できた男子30名，女子29名の

計59名とした。 

SSC能力を代表する評価項目として，リバウンドジャ

ンプ指数（RJ指数）と垂直跳を用いた。RJ指数は，光

学センサーを用いて接地時間，及び滞空時間から求め

た跳躍高を測定し，跳躍高を接地時間で除して求めた。

また，一般的な筋力として，握力を測定した。その他，

体格として身長・体重についても測定した。RJ指数と

垂直跳の測定は，いずれも体育館の床上で行った。測定

時期は毎年10月～11月とした。なお，本研究は，天理

大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った。 

【結果】 

まず，中学 3 年間の各項目の値の変化を観察した。

男子では，RJ指数については，1年時から2年時に有

意に上昇，3年時では2年次と比べ低下したものの，1

年時の値を上回った。垂直跳は1年時から2年時に有

意に上昇したが，2 年時から 3 年時には有意に低下し

た。握力はRJ指数や垂直跳びとは異なり，学年が進む

につれて有意に増加した。女子では，RJ指数，垂直跳

は1 年時から2 年時には値が横ばいで変化せず，2 年

時から 3 年時に有意に低下した。握力は学年が進むに

つれて緩やかに向上し，特に1年時から2年時には有

意に上昇した。なお，身長と体重は，男女とも学年が進

むにつれて有意に増加した。 

次に，成長の速度が各項目の 3 年間の変化に与える

影響をより詳細に検討するために，対象者を成長速度

（年間の身長増加量）の上位と下位の 2 群分け，各項

目の比較を行った。2群（群）と3年間（時間）の2要

因による反復測定二元配置分散分析を行ったところ，

男子では，RJ指数，垂直跳には交互作用がみられず，

握力，身長，体重には交互作用が認められた。女子では，

身長にのみ交互作用が認められた。 

【考察】 

中学生の3年間の追跡調査から，男女ともにRJ指数

と垂直跳は 3 年間増大し続ける傾向になく，一方で，

男女ともに身長と体重は 3 年間増加する傾向，握力は

男子では3年間増大し，女子では2年目以降横ばいの

傾向となった。したがって，男女ともに SSC 能力は，

身長などの体格の変化につれて発達するわけではなく，

体格や一般的な筋力とは独立して発達する可能性が示

唆された。また，男女で変化の傾向の異なる部分がある

ことから，中学生年代の SSC 能力の発達については，

性差の存在する可能性が示された。 

RJ指数や垂直跳が3年目に低下していたことについ

ては，以下のことが考えられた。本研究の対象者の83％

は，課外活動で何らかの運動部あるいは競技スポーツ

のクラブチームに所属していることが調査により把握

されており，且つ，それらの活動は3年時の7月で一

斉に終了する。したがって，本研究において中学 3 年

時にこれら SSC 能力に関する項目の値が低下する要因

として，部活動などの特別な運動習慣が中止されるこ

とで，トレーニングにおける可逆性の原理が働き，測定

時にはすでにその能力が減退し始めている可能性が考

えられた。 

【結語】 

中学生年代の SSC 能力は，体格や一般的な筋力な

どとは異なり成長に伴って発達するものではなく，

その発達には運動トレーニングなどの身体活動がよ

り強く影響を与えている可能性が示唆された。 
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AA 小小学学校校ににおおけけるる 1100 年年間間のの学学校校保保健健統統計計にによよるるうう歯歯のの評評価価  
  

〇熊田晃子１），髙田恵美子２） 
1）香芝市立真美ケ丘西小学校 2）畿央大学 

 
キーワード：学校保健統計，う歯，処置完了率，未処置率 
 
【目的】 
学校保健統計は，学校における幼児，児童及び生徒の

発育及び健康の状態を明らかにすることを目的に実施

されており，全国平均等とのデータ比較により目標を

設定し，学校における教育活動に活用することが示さ

れている。そこで，本研究はA小学校（以下A校）に

おける2010年度～2019年度の学校保健統計をもとに

う歯の評価を行うことを目的とする。 
【方法】 

10 年間の学校保健統計における A 校と全国の小学

生全体、学年別の「う歯率」「処置完了率」「未処置率」

について比較した。また，A校の入学年度生別の「未処

置率」について比較した。 
さらに，A校1年生と学校の所在地B市のその年度

に対応する 3 歳児（2007 年度～2016 年度）の「う歯

率」について関連を調べた。 
A校と全国平均の比較にはMann–Whitney のU検

定を，1 年生と 3 歳児の相関関係については，

Spearman の順位相関係数を求めた。分析には Excel
統計ソフトを使用し，有意水準は5％とした。 
倫理的配慮として，学校長に研究目的と方法，個人情報

の保護，研究結果の公開等について説明し，学校長の同

意を得て実施した。 
なお，A校は，2010年度より全学年系統立てた歯科

保健教育に取り組み，4 年生を対象に歯科衛生士によ

る個別の歯磨き指導を位置づけた。また給食後の歯磨

きの励行など歯科保健に関する活動を推進している。 
【結果】 

10年間の「う歯率」の平均値において，A校と全国

を比較すると小学生全体・1 年生・2 年生・3 年生・4
年生・5年生でA校の方が有意に高かった（p<0.01）。
「処置完了率」では、小学生全体・3 年生・4 年生・5
年生・6年生でA校の方が有意に高かった（p<0.01）。
「未処置率」では、A校の方が1年生・2年生で有意に

高かった（1年生p<0.01，2年生p<0.05）。 
また， A 校の 1 年生とB 市の 3 歳児の「う歯率」

については正の強い相関関係が認められた（r = 0.839 ，
p = 0.002）。 

A校の学校全体の10年間の推移については、う歯率

は前年度比−6.8 ポイントから 2.6 ポイントの間で増減

し、2019 年度は，2010 年度より 8.6 ポイント減少し

た。処置完了率は前年度比−12.8ポイントから4.6ポイ

ントの間で増減し、2019年度は2010年度より3.6ポ

イント減少した。未処置率は，前年度比−6.6 ポイント

から13.1ポイントの間で増減し、2019年度は2010年

度より5.4ポイント減少した。 
また、A校の入学年度生（2011年度～2014年度）別

の「未処置率」の比較では，2011 年度生・2012 年度

生・2013年度生は1年生から2年生で減少し，3年生

で増加，4年生から6年生まで減少したが，2014年度

生は1年生46.2% から5年生15.4%まで減少し，6年

生で 25.0%と増加した。さらに 6 年生の「永久歯の未

処置率」を比較すると，2014年度生は19.2%と最も高

く，DMF指数においても0.88本と最も高かった。 
【考察】 

10年間の学校保健統計より，A校は低学年の「未処

置率」が全国より高く，中学年以降は，「処置完了率」

が全国より高くなっていることが示唆された。また、

2019年度は2010年度より「齲歯率」「未処置率」が減

少していることから，学校における歯科保健活動が治

療の促進に影響を与えているのではないかと推察する。 
一方で，高学年の「永久歯の未処置率」の増加も見ら

れたことから，歯の発育に応じた歯磨き指導等，集団及

び個別の指導を行う必要がある。 
さらに，1年生の「う歯率」と3歳児の「う歯率」に

関連があることから，地域保健センター等と連携・協働

し，生涯にわたる歯口の健康づくりについての取組を

検討するとともに，就学児健康診断後の個別の歯科保

健指導やう歯予防に関する啓発についても教育委員会

と連携して適切に対応していく必要があると考える。 
なお，2019年度の「未処置者」の割合の増加は，学

校歯科医の交代に関わる影響も推察されることから，

歯科検診の診断基準についても事前に学校歯科医と確

認することも重要である。 
今後の課題として，学校保健統計の横断的活用だけ

でなく，縦断的活用により児童一人ひとりの歯口の健

康問題を把握し，改善に向けた支援ができるようにデ

ータ管理の工夫についても検討していきたいと考える。 
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中中学学生生ににおおけけるる伸伸張張－－短短縮縮ササイイククルル動動作作遂遂行行能能力力のの経経年年変変化化  
  

〇國井洸樹 1), 寺田和史 1), 山本樹 2), 宮井信行 3), 内海みよ子 4), 中谷敏昭 1), 宮下和久 3), 有田幹雄 5) 

1) 天理大学, 2) 天理大学大学院, 3) 和歌山県立医科大学, 

4) 東京医療保健大学, 5) 角谷リハビリテーション病院 

 

キーワード：若年者，ジャンプ，爆発的筋力，脱トレーニング，プライオメトリック 

 

【背景】 

急な動作や多くのスポーツにおける瞬発力の発揮に

よって行われる動作時には，伸張－短縮サイクル

（Stretch-shortening cycle: SSC）と呼ばれる筋・腱

－神経の働きが生じる。SSC動作の遂行能力（以下，SSC

能力とする）は垂直跳，リバウンドジャンプ（Rebound 

jump: RJ）などの跳躍やスプリントの成績と関係する。

また，SSC動作の遂行は骨格筋の質を改善し，健康寿命

を延伸させることが報告されていることなどから，あ

らゆる年代において SSC 能力を高めておくことは極め

て重要である。 

ただし，この SSC 能力についての中学生年代におけ

る縦断的な観察は少なく，追跡期間が 1 年を超えるよ

うな比較的長期の検討はほとんどみあたらない。その

ため，この時期の SSC 能力の発達過程を明らかにでき

るような，成長の時期や発育スパートなどの発育速度

を考慮し検討した研究は，散見されるにとどまる。 

【目的】 

そこで本研究では，中学生年代における SSC 能力の

発達過程ならびに身体的発育・発達の度合いや速度と

SSC能力の関係を明らかにするために，3年間にわたる

縦断的調査を行った。 

【方法】 

対象は，某中学校の1年生から3年生までの3年間

にわたるデータが追跡できた男子30名，女子29名の

計59名とした。 

SSC能力を代表する評価項目として，リバウンドジャ

ンプ指数（RJ指数）と垂直跳を用いた。RJ指数は，光

学センサーを用いて接地時間，及び滞空時間から求め

た跳躍高を測定し，跳躍高を接地時間で除して求めた。

また，一般的な筋力として，握力を測定した。その他，

体格として身長・体重についても測定した。RJ指数と

垂直跳の測定は，いずれも体育館の床上で行った。測定

時期は毎年10月～11月とした。なお，本研究は，天理

大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った。 

【結果】 

まず，中学 3 年間の各項目の値の変化を観察した。

男子では，RJ指数については，1年時から2年時に有

意に上昇，3年時では2年次と比べ低下したものの，1

年時の値を上回った。垂直跳は1年時から2年時に有

意に上昇したが，2 年時から 3 年時には有意に低下し

た。握力はRJ指数や垂直跳びとは異なり，学年が進む

につれて有意に増加した。女子では，RJ指数，垂直跳

は1 年時から2 年時には値が横ばいで変化せず，2 年

時から 3 年時に有意に低下した。握力は学年が進むに

つれて緩やかに向上し，特に1年時から2年時には有

意に上昇した。なお，身長と体重は，男女とも学年が進

むにつれて有意に増加した。 

次に，成長の速度が各項目の 3 年間の変化に与える

影響をより詳細に検討するために，対象者を成長速度

（年間の身長増加量）の上位と下位の 2 群分け，各項

目の比較を行った。2群（群）と3年間（時間）の2要

因による反復測定二元配置分散分析を行ったところ，

男子では，RJ指数，垂直跳には交互作用がみられず，

握力，身長，体重には交互作用が認められた。女子では，

身長にのみ交互作用が認められた。 

【考察】 

中学生の3年間の追跡調査から，男女ともにRJ指数

と垂直跳は 3 年間増大し続ける傾向になく，一方で，

男女ともに身長と体重は 3 年間増加する傾向，握力は

男子では3年間増大し，女子では2年目以降横ばいの

傾向となった。したがって，男女ともに SSC 能力は，

身長などの体格の変化につれて発達するわけではなく，

体格や一般的な筋力とは独立して発達する可能性が示

唆された。また，男女で変化の傾向の異なる部分がある

ことから，中学生年代の SSC 能力の発達については，

性差の存在する可能性が示された。 

RJ指数や垂直跳が3年目に低下していたことについ

ては，以下のことが考えられた。本研究の対象者の83％

は，課外活動で何らかの運動部あるいは競技スポーツ

のクラブチームに所属していることが調査により把握

されており，且つ，それらの活動は3年時の7月で一

斉に終了する。したがって，本研究において中学 3 年

時にこれら SSC 能力に関する項目の値が低下する要因

として，部活動などの特別な運動習慣が中止されるこ

とで，トレーニングにおける可逆性の原理が働き，測定

時にはすでにその能力が減退し始めている可能性が考

えられた。 

【結語】 

中学生年代の SSC 能力は，体格や一般的な筋力な

どとは異なり成長に伴って発達するものではなく，

その発達には運動トレーニングなどの身体活動がよ

り強く影響を与えている可能性が示唆された。 

C-1 

AA 小小学学校校ににおおけけるる 1100 年年間間のの学学校校保保健健統統計計にによよるるうう歯歯のの評評価価  
  

〇熊田晃子１），髙田恵美子２） 
1）香芝市立真美ケ丘西小学校 2）畿央大学 

 
キーワード：学校保健統計，う歯，処置完了率，未処置率 
 
【目的】 
学校保健統計は，学校における幼児，児童及び生徒の

発育及び健康の状態を明らかにすることを目的に実施

されており，全国平均等とのデータ比較により目標を

設定し，学校における教育活動に活用することが示さ

れている。そこで，本研究はA小学校（以下A校）に

おける2010年度～2019年度の学校保健統計をもとに

う歯の評価を行うことを目的とする。 
【方法】 

10 年間の学校保健統計における A 校と全国の小学

生全体、学年別の「う歯率」「処置完了率」「未処置率」

について比較した。また，A校の入学年度生別の「未処

置率」について比較した。 
さらに，A校1年生と学校の所在地B市のその年度

に対応する 3 歳児（2007 年度～2016 年度）の「う歯

率」について関連を調べた。 
A校と全国平均の比較にはMann–Whitney のU検

定を，1 年生と 3 歳児の相関関係については，

Spearman の順位相関係数を求めた。分析には Excel
統計ソフトを使用し，有意水準は5％とした。 
倫理的配慮として，学校長に研究目的と方法，個人情報

の保護，研究結果の公開等について説明し，学校長の同

意を得て実施した。 
なお，A校は，2010年度より全学年系統立てた歯科

保健教育に取り組み，4 年生を対象に歯科衛生士によ

る個別の歯磨き指導を位置づけた。また給食後の歯磨

きの励行など歯科保健に関する活動を推進している。 
【結果】 

10年間の「う歯率」の平均値において，A校と全国

を比較すると小学生全体・1 年生・2 年生・3 年生・4
年生・5年生でA校の方が有意に高かった（p<0.01）。
「処置完了率」では、小学生全体・3 年生・4 年生・5
年生・6年生でA校の方が有意に高かった（p<0.01）。
「未処置率」では、A校の方が1年生・2年生で有意に

高かった（1年生p<0.01，2年生p<0.05）。 
また， A 校の 1 年生とB 市の 3 歳児の「う歯率」

については正の強い相関関係が認められた（r = 0.839 ，
p = 0.002）。 

A校の学校全体の10年間の推移については、う歯率

は前年度比−6.8 ポイントから 2.6 ポイントの間で増減

し、2019 年度は，2010 年度より 8.6 ポイント減少し

た。処置完了率は前年度比−12.8ポイントから4.6ポイ

ントの間で増減し、2019年度は2010年度より3.6ポ

イント減少した。未処置率は，前年度比−6.6 ポイント

から13.1ポイントの間で増減し、2019年度は2010年

度より5.4ポイント減少した。 
また、A校の入学年度生（2011年度～2014年度）別

の「未処置率」の比較では，2011 年度生・2012 年度

生・2013年度生は1年生から2年生で減少し，3年生

で増加，4年生から6年生まで減少したが，2014年度

生は1年生46.2% から5年生15.4%まで減少し，6年

生で 25.0%と増加した。さらに 6 年生の「永久歯の未

処置率」を比較すると，2014年度生は19.2%と最も高

く，DMF指数においても0.88本と最も高かった。 
【考察】 

10年間の学校保健統計より，A校は低学年の「未処

置率」が全国より高く，中学年以降は，「処置完了率」

が全国より高くなっていることが示唆された。また、

2019年度は2010年度より「齲歯率」「未処置率」が減

少していることから，学校における歯科保健活動が治

療の促進に影響を与えているのではないかと推察する。 
一方で，高学年の「永久歯の未処置率」の増加も見ら

れたことから，歯の発育に応じた歯磨き指導等，集団及

び個別の指導を行う必要がある。 
さらに，1年生の「う歯率」と3歳児の「う歯率」に

関連があることから，地域保健センター等と連携・協働

し，生涯にわたる歯口の健康づくりについての取組を

検討するとともに，就学児健康診断後の個別の歯科保

健指導やう歯予防に関する啓発についても教育委員会

と連携して適切に対応していく必要があると考える。 
なお，2019年度の「未処置者」の割合の増加は，学

校歯科医の交代に関わる影響も推察されることから，

歯科検診の診断基準についても事前に学校歯科医と確

認することも重要である。 
今後の課題として，学校保健統計の横断的活用だけ

でなく，縦断的活用により児童一人ひとりの歯口の健

康問題を把握し，改善に向けた支援ができるようにデ

ータ管理の工夫についても検討していきたいと考える。 
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学学校校管管理理下下ににおおけけるる死死亡亡のの状状況況：：22000099～～22001188 年年とと 11998899～～11999988 年年のの比比較較  
 

〇長谷川 ちゆ子 1), 西岡伸紀 2) 
1）元湊川短期大学 ２）兵庫教育大学大学院 

 
キーワード：学校事故 事故防止 死亡事例 学校安全 
 
【目的】 
学校の管理下における児童生徒の死亡事故の防止は

教育における最重要課題である。筆者は 1989 年から

1998 年の死亡事例の分析を行い学年別の特徴や実態

を明らかにした。今回はそこから10年を経た2009年

から2018年の児童生徒の死亡実態を把握し，両期間を

比較したので報告する。 
【方法】 
資料は日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ刊行の「学校の管理下の死

亡・障害」の平成 22 年版（2009 年度事例）から令和

元年版（2018年度事例）を使用した。小，中，高校に

おける死亡事例の 1 例ごとに，学年，性別，事故区分

（交通事故を除く事故，交通事故，突然死，熱中症他，

学校での出来事による），場合（教科，課外など），具体

的状況，直前の発端･要因（転落･落下など），死亡時傷

病名について分析した。 
【結果と考察】 
両期間を比較する上で，2009 から 2018 年を 09-と

1989 から 1998 年を 89-と表記し 89-の値については

（ ）内に示した。性別件数は 09-男子 592 件(1,728)，
女子294件(920)で男女比は約2対１であった。下表に

09-の学年別事故区分別死亡事例数と総数及び，89-の
校種別死亡事例数と総数を示した。 
10年間の総死亡数を，10年間の日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ加

入者10万対でみると，09-は0.6（1.4）と半減して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いた。校種別では09-は小学校0.3（0.9），中学校0.7
（1.3），高等学校1.3（2.5）と死亡率が低減していた。

事故区分でも，09-交通事故0.2(0.6)，突然死0.2(0.5)，
事故 0.2(0.3)と減少していた。09-には”学校での出来

事による死亡”という記述の事例が63件あり，これら

については，強い心理的な負担による死亡に対する日

本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰから給付がなされたと推察される。事

故の場合の内訳で事故直前の発端･要因で一番多かっ

た転落･落下は，09-は74件（133）であり，具体的状

況では，校舎の庇や，屋上，天窓，階段等からは09-は
1件(28)と減少していたが，自宅ﾏﾝｼｮﾝからの転落･落下

が16件(0)あった。 
 09-と 89-を比較した結果，校種別でも，交通事故，

突然死，事故の各場合においても死亡率が低減してい

た。その背景には，通学路の交通安全確保に向けた継続

的取組や，突然死の予防体制や事後対応研修等があっ

たと考える。また転落･落下が減少した背景には「学校

における転落事故防止の留意点」の啓発の結果といえ

る。一方，学校外の高所からの転落等の防止策の検討の

必要が残った。 
強い心理的負担によって自ら命を絶たなければなら

なかったという事実の背後には，児童生徒の命の悲痛

な叫びがある。死亡事故を減らす手立てを探るために

も，今後も死亡事例の分析を続ける。 
 
 
 表  　学年別・事故区分別死亡事例数　2009～2018

　　小学校 　　　　中学校 　　　　　高等学校
89- 89- 89- 89-
(    ) (    ) (    ) (    )

事故 9 6 12 10 7 11 55 166 28 26 18 72 148 47 32 31 110 215 237 529

交通事故 17 26 9 9 3 3 67 379 19 24 14 57 179 54 66 47 167 590 291 1,148

突然死 10 5 9 7 10 18 59 189 25 32 22 79 310 31 54 40 125 420 263 919

熱中症他 2 1 3 8 3 1 4 14 10 10 4 24 30 31 52

出来事 1 1 3 5 13 22 9 44 7 4 4 15 64

38 37 30 27 22 25 179 742 88 105 63 256 651 149 166 126 441 1,255 886 2,648

　加入者10万対死亡率　  小：0.3  (0.9)       　  中：0.7 (1.3)    　     高：1.3 (2.5) 0.6 1.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表中の（ ）欄及び（ ）内は1989～1998年の数値を示す。

 計 総計1 2 3 4 5 6  計 1 2 3  計 1 2 3
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教教員員養養成成系系大大学学 11 年年生生入入学学時時のの防防災災教教育育にに関関すするる意意識識調調査査  
  

〇山野遼汰郎１），笠次良爾２） 
1）奈良教育大学大学院 教育学研究科 2）奈良教育大学 教育学部 保健体育講座 

 
キーワード：大学生 防災教育 指導の自信 
 
【目的】 
 災害が多い日本では防災教育が必要不可欠である。

文部科学省(2019) は，幼稚園～高等学校まで各世代で

防災を学ぶ必要があることを述べ，防災教育の内容は

発達段階に応じて目標が設定されている。さらに学校

現場では消防法で定められた避難訓練が毎年行われ，

この行事が防災教育を兼ねている。しかし，西田ら

(2019)の調査では，防災の知識が乏しいことや準備の

時間がないという理由から，授業で扱う防災教育の実

施は難しいと報告されている。その課題を解決するに

は，防災教育を扱うには教員になる前に，防災教育の内

容を学習する必要があると考える。そして，大学生が防

災教育の得意分野・苦手分野を把握し，その実情に合わ

せた大学における取り組みが必要である。 
そこで本調査では，教員養成系大学に入学した 1 年

生を対象に，防災教育に関する意欲と，得意分野・苦手

分野を調査することを目的とした。 
【方法】 
 対象はN県にある教員養成系大学の1年生を対象と

し，2021 年4 月1 日(木)と2 日(金)に行われた健康診

断で，選択式及び一部記述式を併用した質問紙調査法

を用いてアンケート調査を実施した。 
本調査で使用した質問紙は，先行研究(此松ら, 2010，

香川ら, 2019)の調査用紙を元に，学校防災のための参

考資料「生きる力」を育む防災教育の展開(文部科学省 
2013)を参照し作成した。調査項目は，対象者の基本属

性，防災意識，防災教育についてである 
 データは，Microsoft Office Excel2013 ならびに

Statcel4 を用いて，単純集計を行った。防災教育に関

する項目では，群間差の検定において，Kruskal-Wallis
検定を行い，有意差があった項目では，Steel-Dwass法
を用いて群間内での比較を行った。統計学的有意水準

を5%未満とした。 
【結果】 
 健康診断で配布し回収した用紙は236枚である。 
「災害に対して危機感をもっていますか」という問い

に，「ある」と回答した学生は222人(93.9%)であった。 

 防災教育に関する項目で「，防災の知識の指導・災害

に予め備える指導・共助に関する指導」の 3 者を比較

したところ，「共助の大切さを指導する」が，他の項目

より有意に高値であることが分かった(p＜0.05)。 
【考察】 
 今回の調査から，N 県内の教員養成大学に入学した

1 年生は，災害に対して危機感をもっていることが分

かった。さらに指導に関する項目で，地域防災の重要性

など共助の大切さを指導する項目が，災害のメカニズ

ムや準備に関する項目よりも自信をもっていた。 
香川ら(2019)の大学 4 年生対象の調査では，防災を

指導する自信があると回答した学生の理由として「小

学校～高校までに防災教育を受けてきたから」が半数

以上を占めていた。また，生きる力(2013)では，高校で

の防災教育の目標は，「地域の防災活動や災害時の支援

活動で，自ら判断し行動できる」となっている。この目

標を元に，高校の防災の授業では，共助に関する内容を

受けてきたと考えられる。これらを踏まえると，高校生

までに地域防災に関する内容の学習経験があったこと

で，「共助の大切さを指導する」ことが他の項目より自

信をもっていた可能性が考えられた。 
【文献】 
文部科学省(2019). 学校安全資料「生きる力」をはぐく

む学校での安全教育.  
西田愛, 吉田大介, 生田英輔(2018). 日本の学校教育

における防災意識向上に関する研究. 都市防災研

究論文集. 5:19-24. 
此松昌彦, 中北綾香(2010). 和歌山県北部の児童・生

徒・学生に行った防災教育意識調査. 和歌山大学教育

学部教育実践総合センター紀要. 20:133-142.  
香川栞理, 立松麻衣子, 石田正樹(2019). 教員養成大学

における防災教育の効果的な学習方法-防災養育に

関するアンケート調査と「学生防災会議」の企画・運

営からの一考察. 奈良教育大学自然環境教育センタ

ー紀要. 20:11-23. - 
文部科学省(2013). 学校防災のための参考資料「生きる

力」を育む防災教育の展開.  
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学学校校管管理理下下ににおおけけるる死死亡亡のの状状況況：：22000099～～22001188 年年とと 11998899～～11999988 年年のの比比較較  
 

〇長谷川ちゆ子 1), 西岡伸紀 2) 
1）元湊川短期大学 ２）兵庫教育大学大学院 

 
キーワード：学校事故 事故防止 死亡事例 学校安全 
 
【目的】 
学校の管理下における児童生徒の死亡事故の防止は

教育における最重要課題である。筆者は 1989 年から

1998 年の死亡事例の分析を行い学年別の特徴や実態

を明らかにした。今回はそこから10年を経た2009年

から2018年の児童生徒の死亡実態を把握し，両期間を

比較したので報告する。 
【方法】 
資料は日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ刊行の「学校の管理下の死

亡・障害」の平成 22 年版（2009 年度事例）から令和

元年版（2018年度事例）を使用した。小，中，高校に

おける死亡事例の 1 例ごとに，学年，性別，事故区分

（交通事故を除く事故，交通事故，突然死，熱中症他，

学校での出来事による），場合（教科，課外など），具体

的状況，直前の発端･要因（転落･落下など），死亡時傷

病名について分析した。 
【結果と考察】 
両期間を比較する上で，2009 から 2018 年を 09-と

1989 から 1998 年を 89-と表記し 89-の値については

（ ）内に示した。性別件数は 09-男子 592 件(1,728)，
女子294件(920)で男女比は約2対１であった。下表に

09-の学年別事故区分別死亡事例数と総数及び，89-の
校種別死亡事例数と総数を示した。 
10年間の総死亡数を，10年間の日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ加

入者10万対でみると，09-は0.6（1.4）と半減して 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いた。校種別では09-は小学校0.3（0.9），中学校0.7
（1.3），高等学校1.3（2.5）と死亡率が低減していた。

事故区分でも，09-交通事故0.2(0.6)，突然死0.2(0.5)，
事故 0.2(0.3)と減少していた。09-には”学校での出来

事による死亡”という記述の事例が63件あり，これら

については，強い心理的な負担による死亡に対する日

本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰから給付がなされたと推察される。事

故の場合の内訳で事故直前の発端･要因で一番多かっ

た転落･落下は，09-は74件（133）であり，具体的状

況では，校舎の庇や，屋上，天窓，階段等からは09-は
1件(28)と減少していたが，自宅ﾏﾝｼｮﾝからの転落･落下

が16件(0)あった。 
 09-と 89-を比較した結果，校種別でも，交通事故，

突然死，事故の各場合においても死亡率が低減してい

た。その背景には，通学路の交通安全確保に向けた継続

的取組や，突然死の予防体制や事後対応研修等があっ

たと考える。また転落･落下が減少した背景には「学校

における転落事故防止の留意点」の啓発の結果といえ

る。一方，学校外の高所からの転落等の防止策の検討の

必要が残った。 
強い心理的負担によって自ら命を絶たなければなら

なかったという事実の背後には，児童生徒の命の悲痛

な叫びがある。死亡事故を減らす手立てを探るために

も，今後も死亡事例の分析を続ける。 
 
 
 表  　学年別・事故区分別死亡事例数　2009～2018

　　小学校 　　　　中学校 　　　　　高等学校
89- 89- 89- 89-
(    ) (    ) (    ) (    )

事故 9 6 12 10 7 11 55 166 28 26 18 72 148 47 32 31 110 215 237 529

交通事故 17 26 9 9 3 3 67 379 19 24 14 57 179 54 66 47 167 590 291 1,148

突然死 10 5 9 7 10 18 59 189 25 32 22 79 310 31 54 40 125 420 263 919

熱中症他 2 1 3 8 3 1 4 14 10 10 4 24 30 31 52

出来事 1 1 3 5 13 22 9 44 7 4 4 15 64

38 37 30 27 22 25 179 742 88 105 63 256 651 149 166 126 441 1,255 886 2,648

　加入者10万対死亡率　  小：0.3  (0.9)       　  中：0.7 (1.3)    　     高：1.3 (2.5) 0.6 1.4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表中の（ ）欄及び（ ）内は1989～1998年の数値を示す。

 計 総計1 2 3 4 5 6  計 1 2 3  計 1 2 3
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教教員員養養成成系系大大学学 11 年年生生入入学学時時のの防防災災教教育育にに関関すするる意意識識調調査査  
  

〇山野遼汰郎１），笠次良爾２） 
1）奈良教育大学大学院 教育学研究科 2）奈良教育大学 教育学部 保健体育講座 

 
キーワード：大学生 防災教育 指導の自信 
 
【目的】 
 災害が多い日本では防災教育が必要不可欠である。

文部科学省(2019) は，幼稚園～高等学校まで各世代で

防災を学ぶ必要があることを述べ，防災教育の内容は

発達段階に応じて目標が設定されている。さらに学校

現場では消防法で定められた避難訓練が毎年行われ，

この行事が防災教育を兼ねている。しかし，西田ら

(2019)の調査では，防災の知識が乏しいことや準備の

時間がないという理由から，授業で扱う防災教育の実

施は難しいと報告されている。その課題を解決するに

は，防災教育を扱うには教員になる前に，防災教育の内

容を学習する必要があると考える。そして，大学生が防

災教育の得意分野・苦手分野を把握し，その実情に合わ

せた大学における取り組みが必要である。 
そこで本調査では，教員養成系大学に入学した 1 年

生を対象に，防災教育に関する意欲と，得意分野・苦手

分野を調査することを目的とした。 
【方法】 
 対象はN県にある教員養成系大学の1年生を対象と

し，2021 年4 月1 日(木)と2 日(金)に行われた健康診

断で，選択式及び一部記述式を併用した質問紙調査法

を用いてアンケート調査を実施した。 
本調査で使用した質問紙は，先行研究(此松ら, 2010，

香川ら, 2019)の調査用紙を元に，学校防災のための参

考資料「生きる力」を育む防災教育の展開(文部科学省 
2013)を参照し作成した。調査項目は，対象者の基本属

性，防災意識，防災教育についてである 
 データは，Microsoft Office Excel2013 ならびに

Statcel4 を用いて，単純集計を行った。防災教育に関

する項目では，群間差の検定において，Kruskal-Wallis
検定を行い，有意差があった項目では，Steel-Dwass法
を用いて群間内での比較を行った。統計学的有意水準

を5%未満とした。 
【結果】 
 健康診断で配布し回収した用紙は236枚である。 
「災害に対して危機感をもっていますか」という問い

に，「ある」と回答した学生は222人(93.9%)であった。 

 防災教育に関する項目で「，防災の知識の指導・災害

に予め備える指導・共助に関する指導」の 3 者を比較

したところ，「共助の大切さを指導する」が，他の項目

より有意に高値であることが分かった(p＜0.05)。 
【考察】 
 今回の調査から，N 県内の教員養成大学に入学した

1 年生は，災害に対して危機感をもっていることが分

かった。さらに指導に関する項目で，地域防災の重要性

など共助の大切さを指導する項目が，災害のメカニズ

ムや準備に関する項目よりも自信をもっていた。 
香川ら(2019)の大学 4 年生対象の調査では，防災を

指導する自信があると回答した学生の理由として「小

学校～高校までに防災教育を受けてきたから」が半数

以上を占めていた。また，生きる力(2013)では，高校で

の防災教育の目標は，「地域の防災活動や災害時の支援

活動で，自ら判断し行動できる」となっている。この目

標を元に，高校の防災の授業では，共助に関する内容を

受けてきたと考えられる。これらを踏まえると，高校生

までに地域防災に関する内容の学習経験があったこと

で，「共助の大切さを指導する」ことが他の項目より自

信をもっていた可能性が考えられた。 
【文献】 
文部科学省(2019). 学校安全資料「生きる力」をはぐく

む学校での安全教育.  
西田愛, 吉田大介, 生田英輔(2018). 日本の学校教育

における防災意識向上に関する研究. 都市防災研

究論文集. 5:19-24. 
此松昌彦, 中北綾香(2010). 和歌山県北部の児童・生

徒・学生に行った防災教育意識調査. 和歌山大学教育

学部教育実践総合センター紀要. 20:133-142.  
香川栞理, 立松麻衣子, 石田正樹(2019). 教員養成大学

における防災教育の効果的な学習方法-防災養育に

関するアンケート調査と「学生防災会議」の企画・運

営からの一考察. 奈良教育大学自然環境教育センタ

ー紀要. 20:11-23. - 
文部科学省(2013). 学校防災のための参考資料「生きる

力」を育む防災教育の展開.  
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大大学学新新入入生生ののラライイフフススキキルルとと大大学学適適応応感感ににつついいてて  
−−新新型型ココロロナナウウイイルルスス（（CCOOVVIIDD--1199））感感染染症症拡拡大大前前後後のの比比較較−−  

  
〇高山昌子，竹端佑介，藤田了，後和美朝（大阪国際大学） 

 
キーワード：COVID-19，ライフスキル，大学適応感，大学新入生 
 
【目的】 
 2020 年に流行が始まった COVID-19 の影響は緊

急事態宣言発出を受け，外出自粛や教育現場では環

境が整備されていない中でのリモート授業が行われ，

大学側はもちろんのこと，高校生にとっても大きな

環境の変化に対応せざるを得ない一年であった。 
そこで本研究は，大学新入生を対象にライフスキ

ルと大学適応感について調査し，COVID-19 感染症

拡大前の新入生と比較検討を行うことを目的とした。 
【方法】 
 対象者は大阪府下にある健康スポーツ系学科に所

属し、調査協力の得られた新入生 100 名（男 59 名，

女 41 名；2021 年度生）を対象に，一斉に質問紙調

査を配布し全員に回答を求めた。個人が特定されな

い等の倫理的配慮を行い，理解を得た上で 2021 年 4
月に調査を行った。なお，比較対照となった 2019 年

度入学生 82名は（男 54名，女 28名；2019 年度生）

であった。生活習慣として，部活動所属の有無，アル

バイト実施の有無について調査した。心理的尺度と

して，ライフスキルでは島本・石井（2006）が作成

した日常生活スキル尺度（大学生版）24 項目（4 件

法），大学生活への適応では大久保（2005）による青

年用適応感尺度の各因子の上位 3 項目計 12 の質問

項目（5 件法）を用いた。 
【結果】 
11..新新入入生生のの部部活活動動所所属属ととアアルルババイイトト状状況況ににつついいてて  

2021 年度入学生の部活動の所属については，「未

定」が 51 名，「何らかの部活に入部希望している」

が 10 名，「既に入部している」が 36名，無記名が 3
名であった。既に入部していると回答した学生はス

ポーツ推薦にて入学している学生で，全国大会出場

を目標に取り組む部活動の所属であった。アルバイ

トについての質問には，既にアルバイトをしている

学生は 61 名で，1 週間の勤務日数では「週 3 回」が

25 名（43.1％）と最も多かった。また，アルバイト

をしている学生の 1 日当たりの平均アルバイト時間

は「3～4 時間」が最も多く（41.0％）次に「4～5 時

間」（27.9％）であった。 
  

22..ラライイフフススキキルル得得点点のの比比較較ににつついいてて  
2021 年度生と 2019 年度生のライフスキルを比較

したところ，『親和性』（t(179)=2.06,p<0.05）におい

て2021年度生の得点が2019年度生より有意に高く

なっていた。 
33..大大学学適適応応感感得得点点のの比比較較ににつついいてて  
 2021 年度生と 2019 年度生の大学適応感を比較し

たところ，『課題・目的の存在』（t(179)=1.70,p<0.05）
と『劣等感の無さ』（t(179)=2.35,p<0.05）において

2021 年度生の得点が 2019 年度生より有意に高くな

っていた。 
【考察】 
 2021 年度生と 2019 年度生との部活動所属につい

ては例年と大きく変わらなかったが，アルバイトに

従事している時間・週当たりの日数について減少し

ていた。これは，COVID-19 感染対策により国や都

道府県知事からの飲食店の休業要請等が関係してい

ると考えられる。今回調査対象とした学生はアルバ

イトの収入により学生生活を支えている者も多く，

今後の学生生活においてネガティブな影響が出ない

よう策を講じる必要があると考える。 
ライフスキルでは，2021 年度生の『親和性』の得

点が 2019 年度生に比べて有意に高かった。誰も体

験したことのない感染症の脅威に大きく生活様式が

変わり，学習様式においても今までと異なり，主体

的に課題等に対して取り組むことや疑問点を友人に

相談したり，本音で話をするような環境が生まれ，

結果として『親和性』が高まったのではないだろう

か。また，大学適応感では『課題・目的の存在』と『劣

等感の無さ』の得点が 2019 年度生に比べて有意に

高くなっていた。大学適応感においても COVID-19
感染拡大により，将来の不安によって目的意識がよ

り明確になったことが考えられ，このような目的意

識の高さが『劣等感の無さ』にも現れていることが

推察される。今後も 2021 年度生のライフスキルや

大学適応感の変化について継続的に検討し，その関

連性を明らかにしたい。 

C-5 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス禍禍ににおおけけるる大大学学生生ののスストトレレススととココーーピピンンググ  
  

                                                     宮慶美恵子（花園大学） 
 
キーワード：新型コロナウイル福，大学生，ストレス，コーピング 
 
【目的】 

2019 年 12 月に発生した新型ロナウイルス感染症

（COVID-19）により，2020年度は多くの大学生が自宅

等でICT 機器を使ったオンラインやオンデマンドによ

る授業を余儀なくされた。このような状況下で，大学

生はどのような事にストレスを感じていたのか，また

健康状態は良好であったのか，さらにストレスに対し

どのようなコーピング方法をとっていたのかなどを調

査することを主な目的とした。 

【方法】 

１ 時期及び対象者 

2020年6～7月，B市内A大学における学生65名を

対象に，オンデマンドによる質問紙調査を実施した。

その内，有効回答のあった58名を対象とした。 

2 調査内容 

1）コロナ禍における大学生のストレスの有無やストレ

スの原因について 

2）コロナ禍での健康状態（身体, 精神, 社会的） 

3）神村ら1）の「対処方略尺度24項目」 

3 分析方法 

ストレスの有無と健康状態との関連についてはｔ検

定を行った。また，ストレスの有無と神村ら1）の「対

処方略尺度24項目」の下位尺度8項目との関連には，

一要因の分散分析を行った。解析には IBM SPSS 

Statistics Version 26を使用し，統計上の有意水準

は5％とした。 

【結果】 

コロナ禍で，A 大学においてストレスがあると回答

した学生は96.6%であった。また，ストレスの原因とし

て一番多かったのが「大学の課題が多いこと」（41.4％）

であり，次に「外出できにくいこと」（19.0％）であっ

た（表 1）。ストレスの有無と健康状態（身体, 精神, 

社会的）との間では，有意差は認められなかった（ｐ

=0.79～0.89）。さらにストレスの有無と，神村ら1）の

「対処方略尺度24項目」の下位尺度との間では，スト

レスのある学生は「カタルシス」（抑圧されていた感情

の解放）（p=0.01）や，「情報収集」（p=0.04）といった

方法よってストレスにコーピング（対処）しているこ

とがわかった（表2）。 

 

【考察】 

コロナ禍における大学生のストレスの原因として一

番多かったのは「大学の課題が多いこと」（41.4％）で

あった。このことは従来，対面授業が主流であった大

学生にとって，大学以外の場所でICT機器を使い，多

くの課題レポート等に対応しなければならない状況が，

今まで経験したことのない対応を迫られ，ストレスの

大きな原因の一つになったと推測される。また，コロ

ナ禍で「ストレスあり」と回答した学生は「ストレス

なし」と回答した学生に比べ，「カタルシス」（抑圧さ

れた感情の開放）（p=0.01）や「情報収集」（p=0.04）な

どの対処をより試みていることが示唆された（表 2）。

このことは，コロナ禍での抑圧された感情を開放する

ことによって，また「新型コロナウイルス感染症」に

ついての「情報収集」をすることによって，ストレス

に対処していたことが推測される。さらに，これらの

方法でストレスに対処したことが，健康状態にもよい

影響を与えていたと推測される。 

 

 

【文献】 
1）神村他：3次元モデルにもとづく対処方略尺度．

心理測定尺度集Ⅲ，27-31，19 

コーピングの内容 Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
カタルシス 4.0 1.41 9.55 3.00 6.69 0.01 *

放棄・諦め 6.5 4.95 8.57 3.07 0.85 0.36
情報収集 5.5 3.53 9.83 2.83 4.48 0.04 *

気晴らし 9.5 2.12 11.37 2.51 1.08 0.30
回避的思考 6.0 4.24 9.21 2.85 2.40 0.13
肯定的解釈 11.0 0.00 11.69 2.23 0.19 0.66
計画立案 9.5 3.53 9.85 2.56 0.04 0.85
責任転嫁 4.0 1.41 7.44 2.47 3.78 0.06
   * p<0.05

n=2 n=56

表2  ストレスの有無とコーピング
(1)ストレスなし （2）ストレスあり

F値 p値

C-4 

－ 32－



大大学学新新入入生生ののラライイフフススキキルルとと大大学学適適応応感感ににつついいてて  
−−新新型型ココロロナナウウイイルルスス（（CCOOVVIIDD--1199））感感染染症症拡拡大大前前後後のの比比較較−−  

  
〇高山昌子，竹端佑介，藤田了，後和美朝（大阪国際大学） 

 
キーワード：COVID-19，ライフスキル，大学適応感，大学新入生 
 
【目的】 
 2020 年に流行が始まった COVID-19 の影響は緊

急事態宣言発出を受け，外出自粛や教育現場では環

境が整備されていない中でのリモート授業が行われ，

大学側はもちろんのこと，高校生にとっても大きな

環境の変化に対応せざるを得ない一年であった。 
そこで本研究は，大学新入生を対象にライフスキ

ルと大学適応感について調査し，COVID-19 感染症

拡大前の新入生と比較検討を行うことを目的とした。 
【方法】 
 対象者は大阪府下にある健康スポーツ系学科に所

属し、調査協力の得られた新入生 100 名（男 59 名，

女 41 名；2021 年度生）を対象に，一斉に質問紙調

査を配布し全員に回答を求めた。個人が特定されな

い等の倫理的配慮を行い，理解を得た上で 2021 年 4
月に調査を行った。なお，比較対照となった 2019 年

度入学生 82名は（男 54名，女 28名；2019 年度生）

であった。生活習慣として，部活動所属の有無，アル

バイト実施の有無について調査した。心理的尺度と

して，ライフスキルでは島本・石井（2006）が作成

した日常生活スキル尺度（大学生版）24 項目（4 件

法），大学生活への適応では大久保（2005）による青

年用適応感尺度の各因子の上位 3 項目計 12 の質問

項目（5 件法）を用いた。 
【結果】 
11..新新入入生生のの部部活活動動所所属属ととアアルルババイイトト状状況況ににつついいてて  

2021 年度入学生の部活動の所属については，「未

定」が 51 名，「何らかの部活に入部希望している」

が 10 名，「既に入部している」が 36名，無記名が 3
名であった。既に入部していると回答した学生はス

ポーツ推薦にて入学している学生で，全国大会出場

を目標に取り組む部活動の所属であった。アルバイ

トについての質問には，既にアルバイトをしている

学生は 61 名で，1 週間の勤務日数では「週 3 回」が

25 名（43.1％）と最も多かった。また，アルバイト

をしている学生の 1 日当たりの平均アルバイト時間

は「3～4 時間」が最も多く（41.0％）次に「4～5 時

間」（27.9％）であった。 
  

22..ラライイフフススキキルル得得点点のの比比較較ににつついいてて  
2021 年度生と 2019 年度生のライフスキルを比較

したところ，『親和性』（t(179)=2.06,p<0.05）におい

て2021年度生の得点が2019年度生より有意に高く

なっていた。 
33..大大学学適適応応感感得得点点のの比比較較ににつついいてて  
 2021 年度生と 2019 年度生の大学適応感を比較し

たところ，『課題・目的の存在』（t(179)=1.70,p<0.05）
と『劣等感の無さ』（t(179)=2.35,p<0.05）において

2021 年度生の得点が 2019 年度生より有意に高くな

っていた。 
【考察】 
 2021 年度生と 2019 年度生との部活動所属につい

ては例年と大きく変わらなかったが，アルバイトに

従事している時間・週当たりの日数について減少し

ていた。これは，COVID-19 感染対策により国や都

道府県知事からの飲食店の休業要請等が関係してい

ると考えられる。今回調査対象とした学生はアルバ

イトの収入により学生生活を支えている者も多く，

今後の学生生活においてネガティブな影響が出ない

よう策を講じる必要があると考える。 
ライフスキルでは，2021 年度生の『親和性』の得

点が 2019 年度生に比べて有意に高かった。誰も体

験したことのない感染症の脅威に大きく生活様式が

変わり，学習様式においても今までと異なり，主体

的に課題等に対して取り組むことや疑問点を友人に

相談したり，本音で話をするような環境が生まれ，

結果として『親和性』が高まったのではないだろう

か。また，大学適応感では『課題・目的の存在』と『劣

等感の無さ』の得点が 2019 年度生に比べて有意に

高くなっていた。大学適応感においても COVID-19
感染拡大により，将来の不安によって目的意識がよ

り明確になったことが考えられ，このような目的意

識の高さが『劣等感の無さ』にも現れていることが

推察される。今後も 2021 年度生のライフスキルや

大学適応感の変化について継続的に検討し，その関

連性を明らかにしたい。 

C-5 

新新型型ココロロナナウウイイルルスス禍禍ににおおけけるる大大学学生生ののスストトレレススととココーーピピンンググ  
  
                                                     〇宮慶美恵子（花園大学） 
 
キーワード：新型コロナウイル福，大学生，ストレス，コーピング 
 
【目的】 

2019 年 12 月に発生した新型ロナウイルス感染症

（COVID-19）により，2020年度は多くの大学生が自宅

等でICT 機器を使ったオンラインやオンデマンドによ

る授業を余儀なくされた。このような状況下で，大学

生はどのような事にストレスを感じていたのか，また

健康状態は良好であったのか，さらにストレスに対し

どのようなコーピング方法をとっていたのかなどを調

査することを主な目的とした。 

【方法】 

１ 時期及び対象者 

2020年6～7月，B市内A大学における学生65名を

対象に，オンデマンドによる質問紙調査を実施した。

その内，有効回答のあった58名を対象とした。 

2 調査内容 

1）コロナ禍における大学生のストレスの有無やストレ

スの原因について 

2）コロナ禍での健康状態（身体, 精神, 社会的） 

3）神村ら1）の「対処方略尺度24項目」 

3 分析方法 

ストレスの有無と健康状態との関連についてはｔ検

定を行った。また，ストレスの有無と神村ら1）の「対

処方略尺度24項目」の下位尺度8項目との関連には，

一要因の分散分析を行った。解析には IBM SPSS 

Statistics Version 26を使用し，統計上の有意水準

は5％とした。 

【結果】 

コロナ禍で，A 大学においてストレスがあると回答

した学生は96.6%であった。また，ストレスの原因とし

て一番多かったのが「大学の課題が多いこと」（41.4％）

であり，次に「外出できにくいこと」（19.0％）であっ

た（表 1）。ストレスの有無と健康状態（身体, 精神, 

社会的）との間では，有意差は認められなかった（ｐ

=0.79～0.89）。さらにストレスの有無と，神村ら1）の

「対処方略尺度24項目」の下位尺度との間では，スト

レスのある学生は「カタルシス」（抑圧されていた感情

の解放）（p=0.01）や，「情報収集」（p=0.04）といった

方法よってストレスにコーピング（対処）しているこ

とがわかった（表2）。 

 

【考察】 

コロナ禍における大学生のストレスの原因として一

番多かったのは「大学の課題が多いこと」（41.4％）で

あった。このことは従来，対面授業が主流であった大

学生にとって，大学以外の場所でICT機器を使い，多

くの課題レポート等に対応しなければならない状況が，

今まで経験したことのない対応を迫られ，ストレスの

大きな原因の一つになったと推測される。また，コロ

ナ禍で「ストレスあり」と回答した学生は「ストレス

なし」と回答した学生に比べ，「カタルシス」（抑圧さ

れた感情の開放）（p=0.01）や「情報収集」（p=0.04）な

どの対処をより試みていることが示唆された（表 2）。

このことは，コロナ禍での抑圧された感情を開放する

ことによって，また「新型コロナウイルス感染症」に

ついての「情報収集」をすることによって，ストレス

に対処していたことが推測される。さらに，これらの

方法でストレスに対処したことが，健康状態にもよい

影響を与えていたと推測される。 

 

 

【文献】 
1）神村他：3次元モデルにもとづく対処方略尺度．

心理測定尺度集Ⅲ，27-31，19 

コーピングの内容 Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
カタルシス 4.0 1.41 9.55 3.00 6.69 0.01 *

放棄・諦め 6.5 4.95 8.57 3.07 0.85 0.36
情報収集 5.5 3.53 9.83 2.83 4.48 0.04 *

気晴らし 9.5 2.12 11.37 2.51 1.08 0.30
回避的思考 6.0 4.24 9.21 2.85 2.40 0.13
肯定的解釈 11.0 0.00 11.69 2.23 0.19 0.66
計画立案 9.5 3.53 9.85 2.56 0.04 0.85
責任転嫁 4.0 1.41 7.44 2.47 3.78 0.06
   * p<0.05

n=2 n=56

表2  ストレスの有無とコーピング
(1)ストレスなし （2）ストレスあり

F値 p値
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第 68 回近畿学校保健学会役員 

 

会  ⻑  髙田 恵美子（畿央大学 教育学部） 

事務局⻑  玉井 典子（畿央大学 健康科学部） 

実行委員（50 音順） 

上田 恵子（畿央大学 教育学部） 

大坪 昌子（奈良県教育委員会） 

笠次 良爾（奈良教育大学 教育学部） 

喜多 絹子（奈良県学校保健会） 

對間 裕子（白鳳短期大学） 

辻井 啓之（奈良教育大学 教育学部） 

山中 淳代（奈良県学校給食栄養研究会） 

吉村 知容（奈良県教育委員会） 

 

共  催  公益財団法人 奈良県学校給食会 

      BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社 

緊緊急急事事態態宣宣言言発発出出時時ににおおけけるる就就学学前前施施設設休休園園時時のの  
子子どどもものの遊遊びびにに対対すするる保保護護者者のの対対応応ににつついいてて  

  
〇玉井久実代１），竹端佑介２），涌井忠昭３） 

1）大阪国際大学短期大学部 2）大阪国際大学 3）関西大学 
 
キーワード 子ども，遊び，就学前施設休園時，緊急事態宣言 
 
【はじめに】 
 2020 年に拡大した新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）は，幼児の遊びに大きな影響を及ぼした。

大阪府では，2020年4月7日に緊急事態宣言が発出さ

れ，1カ月以上の外出自粛要請等の緊急事態措置が行わ

れた。緊急事態措置により，多くの就学前施設が休園措

置をとったことにより，幼児の遊び環境を含む生活全

体に大きな影響をもたらした。 
 そこで本研究では，新型コロナウイルス感染症拡大

防止のための緊急事態宣言発出に伴う就学前施設にお

ける休園時に，家庭での子どもの遊びに対する保護者

の対応において，困った点および工夫していた点を検

討した。 
【方法】 
 本調査は，2020年7月，大阪府にある認定こども園

（1園）の4・5歳児クラスの園児180名を対象に，園

児の保護者に質問紙調査を実施した。園児を通じて質

問紙の配布と回収を行った結果，145票（回収率80.6%）

が回収された。 
 調査内容は，基本的属性については，対象児の月齢，

性別，学年，住宅形態，外出自粛中の平均的な登園状況

（対象園は一部登園可）であった。さらに，休園時の園

児の遊びについて「子どもの遊びについて困ったこと」

（以下，困り事），「子どもの遊びについて工夫していた

こと」（以下，工夫点）の2点について，自由記述を求

めた。 
 分析方法は，計量テキスト分析ソフトKH Coder（樋

口,2014）を用いた共起ネットワーク分析を行った。自

由記述で得られた「困り事」「工夫点」について，全体

的な傾向を把握するために，本研究の共起ネットワー

ク分析では，出現頻度が5 以上の語，かつJaccard 係

数が0.2以上を示した語と語の関連を分析対象とした。

文中においては，抽出された語を『 』内に，抽出語の

分類や解釈された意味を【 】内に示した。 
【結果】 
自由記述において，「困り事」は81件，「工夫点」は

92件の自由記述が得られた。 
 その結果，「困り事」は，『遊ぶ』と『困る』の関連と

して分類されたサブグラフ以外に，【公園への恐怖心】

【ママ友関係】【外出したがること】【毎日の大変さ】【外

遊び】【スクリーンタイム】【体を動かすこと】に分類，

解釈した。サブグラフ以外には，『家』『友達』『ストレ

ス』等の語が抽出された。なお，「困り事」において，

出現頻度が10以上の高頻度の語は14語であった。 
「工夫点」は，【家での過ごし方】【家での遊び方の工

夫】【ドリル等の勉強】【ボールを用いたこと】【トラン

ポリンを練習したこと】【運動不足対策】【公園へ行くた

めの工夫】【体を動かす工夫】に分類，解釈した。なお，

「工夫点」において，出現頻度が10以上の高頻度の語

は18語であった。 
【考察】 
緊急事態宣言発出時における就学前施設休園時の

子どもの遊びに対する困り事は，一定の見解が得ら

れ，空間と仲間が制限されたことによる影響が大き

かった。具体的には，スクリーンタイムが増えること

や体を動かす遊びが少ないあるいはできないこと，

毎日子どもと遊んであげる大変さや遊んであげられ

ない大変さ等が困り事として明らかになった。 
一方，スクリーンタイムは外出自粛によって止む

無く増したという現状も明らかになったが，多くの

保護者が視聴について約束を設ける等の工夫を行っ

ていた。 
外出自粛を求められた状況での就学前施設休園時

の家庭での遊びは，料理等の生活遊びや制作遊びが

行いやすく，運動遊びは行いにくいことが明らかに

なった。運動遊びは，遊びの中でも特に家の中で行い

にくかった遊びであり，工夫するのが難しかったこ

とが示唆された。 
生活全般に関しては，こども園の保育内容を参考

にしたり，平常時の生活リズムを心掛けるようにし

た等の工夫がみられた。 
保育内容や生活リズム等，こども園での活動は，家

庭における子どもの生活の方向性を示すものとなっ

ている。今回の就学前施設休園時の家庭での生活に

よって保護者は，就学前施設の意義を再認識したと

推察される。 
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第 68 回近畿学校保健学会役員等 
 

会  ⻑  髙田 恵美子（畿央大学 教育学部） 

事務局⻑  玉井 典子（畿央大学 健康科学部） 

実行委員（50 音順） 

上田 恵子（畿央大学 教育学部） 

大坪 昌子（奈良県教育委員会） 

笠次 良爾（奈良教育大学 教育学部） 

喜多 絹子（奈良県学校保健会） 

對間 裕子（白鳳短期大学） 

辻井 啓之（奈良教育大学 教育学部） 

山中 淳代（奈良県学校給食栄養研究会） 

吉村 知容（奈良県教育委員会） 

後  援  奈良県教育委員会 香芝市教育委員会 広陵町教育委員会  

奈良県医師会 奈良県⻭科医師会 奈良県薬剤師会  

奈良県学校保健会 公益財団法人 奈良県学校給食会 

共  催  公益財団法人 奈良県学校給食会 

      BioMarin Pharmaceutical Japan 株式会社（特別講演） 

協  賛  （株）少年写真新聞社 （株）日本学校保健研修社 

協  力  畿央大学 

緊緊急急事事態態宣宣言言発発出出時時ににおおけけるる就就学学前前施施設設休休園園時時のの  
子子どどもものの遊遊びびにに対対すするる保保護護者者のの対対応応ににつついいてて  

  
〇玉井久実代１），竹端佑介２），涌井忠昭３） 

1）大阪国際大学短期大学部 2）大阪国際大学 3）関西大学 
 
キーワード 子ども，遊び，就学前施設休園時，緊急事態宣言 
 
【はじめに】 
 2020 年に拡大した新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）は，幼児の遊びに大きな影響を及ぼした。

大阪府では，2020年4月7日に緊急事態宣言が発出さ

れ，1カ月以上の外出自粛要請等の緊急事態措置が行わ

れた。緊急事態措置により，多くの就学前施設が休園措

置をとったことにより，幼児の遊び環境を含む生活全

体に大きな影響をもたらした。 
 そこで本研究では，新型コロナウイルス感染症拡大

防止のための緊急事態宣言発出に伴う就学前施設にお

ける休園時に，家庭での子どもの遊びに対する保護者

の対応において，困った点および工夫していた点を検

討した。 
【方法】 
 本調査は，2020年7月，大阪府にある認定こども園

（1園）の4・5歳児クラスの園児180名を対象に，園

児の保護者に質問紙調査を実施した。園児を通じて質

問紙の配布と回収を行った結果，145票（回収率80.6%）

が回収された。 
 調査内容は，基本的属性については，対象児の月齢，

性別，学年，住宅形態，外出自粛中の平均的な登園状況

（対象園は一部登園可）であった。さらに，休園時の園

児の遊びについて「子どもの遊びについて困ったこと」

（以下，困り事），「子どもの遊びについて工夫していた

こと」（以下，工夫点）の2点について，自由記述を求

めた。 
 分析方法は，計量テキスト分析ソフトKH Coder（樋

口,2014）を用いた共起ネットワーク分析を行った。自

由記述で得られた「困り事」「工夫点」について，全体

的な傾向を把握するために，本研究の共起ネットワー

ク分析では，出現頻度が5 以上の語，かつJaccard 係

数が0.2以上を示した語と語の関連を分析対象とした。

文中においては，抽出された語を『 』内に，抽出語の

分類や解釈された意味を【 】内に示した。 
【結果】 
自由記述において，「困り事」は81件，「工夫点」は

92件の自由記述が得られた。 
 その結果，「困り事」は，『遊ぶ』と『困る』の関連と

して分類されたサブグラフ以外に，【公園への恐怖心】

【ママ友関係】【外出したがること】【毎日の大変さ】【外

遊び】【スクリーンタイム】【体を動かすこと】に分類，

解釈した。サブグラフ以外には，『家』『友達』『ストレ

ス』等の語が抽出された。なお，「困り事」において，

出現頻度が10以上の高頻度の語は14語であった。 
「工夫点」は，【家での過ごし方】【家での遊び方の工

夫】【ドリル等の勉強】【ボールを用いたこと】【トラン

ポリンを練習したこと】【運動不足対策】【公園へ行くた

めの工夫】【体を動かす工夫】に分類，解釈した。なお，

「工夫点」において，出現頻度が10以上の高頻度の語

は18語であった。 
【考察】 
緊急事態宣言発出時における就学前施設休園時の

子どもの遊びに対する困り事は，一定の見解が得ら

れ，空間と仲間が制限されたことによる影響が大き

かった。具体的には，スクリーンタイムが増えること

や体を動かす遊びが少ないあるいはできないこと，

毎日子どもと遊んであげる大変さや遊んであげられ

ない大変さ等が困り事として明らかになった。 
一方，スクリーンタイムは外出自粛によって止む

無く増したという現状も明らかになったが，多くの

保護者が視聴について約束を設ける等の工夫を行っ

ていた。 
外出自粛を求められた状況での就学前施設休園時

の家庭での遊びは，料理等の生活遊びや制作遊びが

行いやすく，運動遊びは行いにくいことが明らかに

なった。運動遊びは，遊びの中でも特に家の中で行い

にくかった遊びであり，工夫するのが難しかったこ

とが示唆された。 
生活全般に関しては，こども園の保育内容を参考

にしたり，平常時の生活リズムを心掛けるようにし

た等の工夫がみられた。 
保育内容や生活リズム等，こども園での活動は，家

庭における子どもの生活の方向性を示すものとなっ

ている。今回の就学前施設休園時の家庭での生活に

よって保護者は，就学前施設の意義を再認識したと

推察される。 
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